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序

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡は，山城，当主の館，城下町の跡が良好

に遺存している我が国屈指の戦国時代の大規模遺跡であります。

昭和42年に，足羽町によって発掘調査と環境整備事業が開始されて

以来20余年になりますが，現在も順調に進行しております。その間事

業は，昭和46年には福井県と福井市に受け継かれ，昭和56年には福井

県立朝倉氏遺跡資料館が開館し，見学や観光の遺跡来訪者も年間20万

人を越えるほどになりました。遺跡の整備に関しましても朝倉館跡は

もとより，武家屋敷跡，寺院跡，町屋跡，それらを有機的に構成する

道路跡が平面的に復元され，当時の城下町の町並みがより具体的に理

解していただけるものと思います。

朝倉氏遺跡の発掘調査の概要は，年々の概報によって報告してきま

したか，遺跡や遺物の詳細で学術的な報告は発掘調査を担当して来た

者の責務であります。

この報告書は，昭和48・ 49年度に実施した第10・ 11次調査と昭和61

年度に実施した第54次調査の成果を合わせて掲載しました。調査時期

は離れておりますか，両地区は互いに隣接しており，一乗谷における

有力武家屋敷の調査例として取り上げました。戦国時代の城下町の研

究の一助になれば幸いです。

なお，事業の実施にあたり，懇切なるご指導とご支援をいただきま

した文化庁をはじめ，奈良国立文化財研究所，福井市教育委員会の関

係各位，ならびに終始かわらぬ暖かいご支援をいただきました城戸ノ

内を初めとする地元の皆様に対しまして，衷心より感謝の意を表しま

す。

昭和63年 3月

福井県教育委員会教育長

田中克之
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ー 序 言

特別史跡「一乗谷朝倉氏遺跡」は，戦国大名朝倉氏の居城，並びにその城下町として著名である。発

掘調査は，昭和42年に開始され，朝倉氏の館跡については昭和54年に「朝倉氏遺跡発掘調査報告書 I」

が刊行されている。本報告書は，特別史跡「一乗谷朝倉氏遺跡」の第 2次 5か年計画による第10• 11次

調査（昭和48・ 49年）と，第 5次5か年計画による第54次（昭和61年）の成果をまとめたものである。

事業計画と経過

一乗谷朝倉氏遺跡（昭和 5年に朝倉館跡，湯殿跡，諏訪館跡，南陽寺跡，西山光照寺跡が国の史跡と

名勝に指定）の調査とその成果にもとづく環境整備事業は足羽町によって昭和42年に開始され，現在も

続行している。昭和46年に圃場整備による遺跡破壊の危機に瀕したが，遺跡の重要性に鑑み関係者の尽

力によって城戸ノ内については破壊から免れた。同時に史跡から特別史跡に格上げ指定され指定範囲も

上記 5ヵ所の 3haから城戸ノ内を中心とし山城も含みこんだ278haとなった。またこれに伴い遺構の最も

密に存在する平地部2lhaが一括買収された。こうした経過と足羽町が福井市に合併するという事情から

福井県は，昭和47年に福井県教育庁朝倉氏遺跡調査研究所（昭和56年福井県立朝倉氏遺跡資料館となる）

を設置し，これまでの事業を引き継ぐこととなった。事業の進め方については， 「朝倉氏史跡公園基本

構想」に基づき「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡調査研究協議会」の指導のもとに 5か年計画を策定し，朝

倉氏遺跡調査研究所が発掘調査と環境整備事業を，福井市が管理を分担し両者協力して史跡の保存と活

用に努めることとなった。

各5か年計画は次の通りである。

第1次 5か年計画昭和42~46年

諏訪館跡庭園，湯殿跡庭園，南陽寺跡庭園，朝倉館跡を対象

第2次5か年計画昭和47~51年

朝倉館の調査を完了することと，遺跡内の武家屋敷跡・寺院跡•町屋跡などそ

れぞれの一画を明らかにして遺跡全体像の把握に努める。

第3次5か年計画昭和52~56年

遺跡内を縦貰する県道建設に伴う調査を軸とし，道跡敷地内だけでなく面的に

拡大して遺跡の構成を把握するとともに，第 2次5か年計画で発見した一乗谷

の都市計画を追求する。

第4次5か年計画昭和57~61年

調査を面的に拡大し一乗谷特に赤淵・奥間野・吉野本地区の町割（都市計画）

を明らかにする。

第5次5か年計画昭和62~66年

上城戸跡，南陽寺跡など文献で知られている地区の調査を行うと共に，これま

での成果を生かし，史跡公園としての充実を計る。

事業経過については，各 5か年計画終了年次に次の 5か年計画の見直しを計ってきたので，ほぼ上の

計画どうりに進行してきたが，報告書の刊行が遅れている。

なお，朝倉氏遺跡の調査並びに環境整備事業について指導いただいた研究協議会の委員の方々は次の

通りである。
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第10・ 11次調査（昭和48・ 49年）

女未貝＝ 

福井テレビ副社長 青園謙三郎 福井県文化財専門委員長

国士館大学教授 黒 板昌夫 大阪市公園協会理事長

評論家 戸 塚文子 法政大学教授

作家 水上 勉 城戸ノ内区長（昭和48年度）

城戸ノ内区長（昭和49年度） 石田 昇

専門委員

東京大学助教授 伊藤 孜`ふ女 金沢大学教授

束京大学助教授 岸谷孝一 朝日新聞編集委貝

奈良女子大学助教授 近藤公夫 福井大学教授

千葉大学助教授 田畑 貞寿

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部長 坪井清足

第54次調壺（昭和61年度）

福井テレビ杜長 青園謙三郎 東京大学教授

東京大学教授 岸谷孝一 千葉大学教授

朝倉氏遺跡保存協会会長 木村竹次郎 奈良女子大学教授

福山市立女子短期大学長 重松明久 千葉大学助教授

奈良国立文化財研究所長 坪井清足 評論家

城戸ノ内町内会長 細田 堅 作家

組織

発掘調査年次が離れており，整理期間も長期に渡り，その間職員の移動かあった。

発掘調査時の職貝は次の通りである。

第10・ 11次調壺（昭和48・ 49年度）

所長 河原純之 次長 藤原武二

水藤 真 水野和雄

小野正敏 岩田 隆

吉岡泰英

第54次調査（昭和61年度），報告書作成（昭和62年度）

館長

次長

館貝

嘱託

藤原武二

木澤山榮

水野和雄

吉岡泰英

佐藤 圭

山田武男

次長 西嶋泰隆

岩田 隆

南洋一郎

月輪 泰

久保昭三

（昭和62年 5月転出）

大久保道舟

田治六郎

松下土一

石川 成志

井上鋭夫

木原啓吉

重松明久

石井 進

木原啓吉

近藤公夫

田畑 貞寿

戸塚文子

水上 勉

この報告書作成については，館員一同の整理，検討によるもので，執筆は水野和雄 (III 3, 4-b), 

岩田隆 (I, II 3-a, b 4-b)，吉岡泰英 (II 1, 2, 4-a, III 1, 2, 4-a)， 南
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洋一郎 (II 3-c)，佐藤圭（付編）が分担し，藤原武二の指導・監修のもとに岩田が編集した。

第10・ 11次及び第54次調査に関係した発掘作業貝並びに室内作業貝は，次のとおりである。

発掘作業貝 石田カズイ 石田はまを伊典道太上坂和子奥田恵美子奥田末子奥田まつえ

奥田ユリ 岸田あや子小林ヒサヲ小林英男 島作計田中トシヲ 田中文右衛門谷口

惣次郎福岡敏子福岡まつ子福岡遊蔵福岡義信藤田武志藤田キクエ細田四学 堀田

深 三崎チェ子 山崎庵山下喜美子山下千代子山下ミチコ吉）1|京ー吉村正雄

室内作業員 伊藤隆三（調査補助員） 川村俊彦（同）朝倉八重子 石田隆代 田中直美

辻岡幸子長谷川和子藤田恵美子吉越強

遺構実測図の作製に使用した座標系は「第V1系」である。遺構実測図の位置記載はこれによった。ま

た，方位については，図のはしに記載した座標で記した。この報告書に掲載した地形図は，パシフィッ

ク航業株式会社に，また第54次調査の平面図及び航空写真はアジア航測株式会社に委託した成果を使用

した。

遺構の略記号は，次のとおりである。 SA （土塁，障壁，柵） SB （建物） SD （溝） SE （井戸）

SF （石積施設） SG （庭圏） SI （門） SK （土拡） SS （道路，通路） sv（石垣） sz（暗渠）

SX （その他）

なお，朝倉氏遺跡の発掘調究と環境整備事業は，すべて国庫補助によるものであり，下に第10・ 11次

調査と第54次調在に要した経費を記しておく。

第10次調査 1,240m' 17,000千円（第 9次調査170mも含む）

第11次調査 2, 400m' 22,000千円（第13次調査2,250m'も含む）

第54次調壺 1, 800m' 25,000千円（第56次調査1,200m'も含む）
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II 第 10 • 11次調査報告



1.調査の経過と概要

この調査地区は，上下の城戸によって区画された「城戸ノ内」の中程やや南寄の一乗谷川西岸に位置

している。中心となる当主が居住した朝倉館とは川を隔てて相対している。附近一帯は，水田畦畔等か

ら，比較的規模の大きな区画が読み取られ，また，「一乗谷古絵図」にもこのあたりには 「斎藤兵部大

輔」・「新馬場」．「平井」・「鰐淵将監」等有力な武将の名等もみられ注目されていた。昭和42年以来 7年

をかけ，朝倉館の調査を実施し，ここに第 5代朝倉義景か居住し，また検出された10数棟の建物跡等か

ら，その生活の様子も明らかになった。この間に，上下の城戸を中心とする 278ヘクタールという広大

な地域か国の特別史跡に指定され，これを受け，今後の調査計画等も検討された。そこで，ます，全体

の概要を把握することか必要とされ，谷内に予想される家臣団屋敷，寺院，町屋，上下の城戸，山城等

の各地点かその調査地として検討された。その第一として，この有力家臣屋敷か想定されるこの地区か

取り上げられ，屋敷とこれらによって構成される谷内の構造を明らかにすることを目的として，この調

査か計画された。 (PL. 3) 

発掘調査区は，福井市城戸ノ内町字平井，通称「新馬場」である。調査区の設定は，水田畦畔に残る

土塁跡と推定される高まりを規準にし，南北約50m, 束西約70m, 面積 3,665m2を対象としている。こ

の東半を第10次調壺，西半を第11次調壺と 2つに分けて実施した。まず，第10次調査を昭和48年 8月1

日に開始し，冬期間の中断をはさみ，翌年には残る第11次調査を実施し，約 1年を要して昭和49年 8月

5日に現場作業を終了した。

調査区の地形は，南と北に幅 2m程の土塁跡と推定される東西方向の 2条の高まりかあって，この中

は11の水田に区画されている。まず， 10~15m間隔に東から西の山裾へ向って区切られ，さらに西の山

挿固 l 周辺地形 図
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裾ではこれを細分化している。 この調査区内では大きな段差はみられず，全体的にみれば， 西の山裾か

ら東の川へ向って 0.2m程度傾斜している。また， 土塁状の高まりと水田面には0.6~0.8mの高低差が

みられる。調査区の東端では川沿の水田面との間に lm程の高低差がみられる。

調査は， まず，水田耕土を除去することから始められた。 この段階で床土上に一部石列等が露出し始

めた。次いで，床土を除去し，遺構の検出を始めた。床土上に露出していた北部の石列は，西の山裾か

ら延びる土塁の石垣であることが判明し，屋敷の北境界が明らかとなった。また，発掘区東端の段差を

作る石垣は水田化後のものであることも判明し，屋敷の東境界を明らかにするため，約 lmの盛土を除

去し， この石垣から約 5m西で南北方向土塁とこの石垣を検出した。 この間には， 土塁石垣を崩した多

量の石が散乱しており， 多くの労力を必要とした。そして， この散乱した石を取り除いた結果， ここが

道路跡であることが判明した。また，南の土塁状の高まりも予想通り屋敷の南境界の土塁であることが

判明し，屋敷の規模が明確となった。以後は， 屋敷内の構造を解明すべく調査を進めた。

その結果は，屋敷内の遺構については，後世の水田化に伴う削平部も多く， かならずしも遺存度は良

好とはいえず，不明な点も多いものの，屋敷内の基本構成を知る資料や，町割の一端が明らかとなり，

当初の目的は，ほぼ達成することが出来たといえよう。そして， 以後の町割解明へ向う調査の端緒を開

くこととなった。 この地区は， これ以後，大きく調査が進展し，面的に， その町割を窺うことが可能と

なっている。参考までに，以後の調査を含む周辺の略図を示すこととする。なお， ここで示したように

引続き調査が実施されているので，今回の報告は，調査の中心となった屋敷とその前面の道路に限定し

ている。そのため，調査区内にあっても他の屋敷に係るものは， その際に報告することとして除いてい

る。また，南北の境界となる 2条の東西方向土塁の西半は，

ここで取り扱っている。

それぞれ第24次•第54次の調査によるが，
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挿図 2 周辺調査区略図
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H 誌抄

第10次調査（昭和48年 8月1日～ 12月5日，

昭和49年 4月5日～ 4月23日）

ABCDEFGHIJKLMNDPQR  

挿図 3 グリ、ノド設定図

8 • 1 調杏開始。耕土を除去。

44 

43 

40 

39 

38 

37 

36 

34 

33 

32 

3 l 

30 

29 

28 

21 

25 

23 

22 

20 

1 9 

9 • 17 遺構検出開始。発掘区北半部、東から床土

を除去する。

9 • 18 東辺土塁 SA261を確認。

9 • 25 土塁東側の盛り土を除去し道路 ss260を

検出。

9 • 29 北辺土塁 SA263を確認。屋敷の東北隅に

石積施設群 SF284-286を検出。

10 • 1 床土下の灰褐色土を除去し，叩き面を追う。

10 • 2 井戸 SE292を発見。

10 • 5 叩き面を掘り下げ，下層の調査にかかる。

10 • 6 掘立柱建物 SB281を検出。

10 • 8 井戸 SE291と，それに伴う溝・石敷を検出。

10 • 12 溝に沿った通路 ss335を検出。

10 • 15 柵列 SA299を検出。

10 • 16 土塁 SA261に隣接する礎石建物 SB280を

検出。

10 • 19 発掘区南半分の調杏に移る。床土，黒褐色

土を除去し，下に叩ぎ面を確認。

10 • 20 南辺土塁 SA262を確認。隣屋敷「ショーゲ

ドン」の一部を発掘する。

10 • 23 道路 ss260上の大石をパワーショベルで

取り除く。

10 • 26 石敷 SX337を検出。

11 • 2 下層の検出にかかる。

11 • 5 排水溝 SD319を検出。

11• 7 石段 SX327を検出。

11 • 8 石囲い SX328を検出。

- 7 --

11・12 道路上の大石を除去し終わったので，道路

面の検出にかかる。

11・14 道路側溝 SD268を発見。

11 • 16 道路東側の屋敷の土塁 SA266 ・ 267を検出。

11 • 19 井戸 SE291 ・ 292を調査。

11 • 24 写真撮影のため清掃。

11 • 28 写真撮影。

12 • 1 下層の補足調査。

12 • 5 降雪のため発掘調壺中止。

4 • 5 発掘再開。発掘区南東部の最下層を調在。

はっきりとした遺構なし。

4 • 8 石積施設 SF288付近のピット群を調査。

4 • 13 石積施設 SF288検出。

4 • 15 門 SI278を検出。

4 • 17 SD273, 石積施設 SF361を検出。

4 • 20 写真撮影のための清掃。

4 • 23 写真撮影。

第11次調査（昭和49年 5月7日～ 8月5B) 

5• 7 地区割設定。東から床土を除去する。

5 • 8 寵跡 sx344検出。

5 • 13 井戸 SE293・294，石積施設 SF289を検出。

5• 14 井戸 SE295検出。周囲は砂利敷になってい

る。通路 ss282検出。

5 • 16 2石づつの礎石らしき石を 2単位発見。

5 • 17 井戸 SE296発見。

5 • 25 上層の遺構検出終わる。

5 • 30 3本の井戸を発掘する。

5 • 31 下層の調査にはいる。

6• 3 棚列 SA306 ・ 310. ・ 311の柱穴を検出。

6• 4 SX341を中心とする暗渠，溜ブ＼悩を調査する。

6 • 12 南辺土塁 SA262を調査。

6 • 14 SA 300 ・ 301を検出。これに平行するガラ

石の詰まった溝らしき跡を調査する。

6 • 17 井戸 SE295を発見。

6 • 19 この井戸を発掘する。周囲の石敷を検出。

6 • 25 写真撮影のため，清掃。

7• 6 写真搬影。

7 • 9 SA 262を基準に水糸を張り，実測開始。

7 • 25 補足調査，道路側溝 SD269の下層の調査。

7 • 27 SD 269の写真撮影。

8 • 5 調査終了。



2.遺 構 (PL. 1 ~19, 第 1~15図）

検出した主な遺構は、道路およぴ通路 3' 土塁 6' 塀13, 溝19, 井戸 6' 石積施設 9' 建物 4' 門2'

暗渠 5等である。これらは，大きく 3時期に分けられ，これを下層から順に， I期， II期， III期と呼ぶこ

ととする。 I期は，道路や土塁と共にこの屋敷が造成された最初の時期であり， II期は，この改造時で

あって， I期と II期の遺構面の間はO.l~0.2mである。なお，この I期と II期の間には基本構造に変化

はみられない。これに対し， III期は大きな変化があったようで，これが滅亡時まで続く。なお， II期と

III期の遺構面の間は0.2~0.3mである。（第 3図，土層図参照）

なお，ここでは，前述した通り，道路とこれに伴う側溝，そしてこの道路に面する南北方向の土塁と

これに直交する東西方向の 2条の土塁で囲まれ，西の山裾まで拡がる屋敷について報告することとし，

他は，それぞれの屋敷単位で報告する予定である。

遺構は，まず，屋敷を区画し，町割に係る道路や土塁等を説明し，ついで屋敷内の遺構を先に示した

I ・II・ ill期に分けて述べる。なお，ここの記述で用いている方角は，谷地形を重視し，谷の入口を北，

奥を南としているが，正確には，南北方向道路の方位と地図上の方位は，道路が北で東へ約8゚ 振れてい

る。また，各遺構乎面図等の外側に記された数値は，第VI座標系に基くものである。今後の報告と合せ，

町割等を解明する基礎資料として利用願えれば幸いである。

a. 町割関係（表 1)

南北方向道路とここに存在する諸遺構，およぴ

屋敷を区画する土塁について述べる。これらの遺

構は，各期を通じ若干の手直しをしながら存続す

るものが大半である。

ss 260 南北方向道路である。 1期から III期まで

存続し，この地区の町割の骨格となるもので，こ

の両側に屋敷が配されている。東側に側溝を持ち，

これを含めた両側の土塁石垣面内法は約4.5m 

(15尺）である。路面はよくたたきしめられた砂

利敷であって，これが幾層もみられる。 1.2/100 

~ 2/100の勾配を持って北へ傾斜している。この

道路には新旧 2つの遺構面があって，この間は約

遺

種 別

道 路

土 竿自

＂ 
＂ 

道路側溝

横断溝

＂ 
＂ 
門

挿図 4 道路ss260断面図
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表 1 町割に関する遺構一覧

構
摘 要

番 号

S S 260 I・II・III期を通して存在

SA 261 同 上

SA 262 II・III期

SA 263 I ・ II • III期を通して存在

SD 268 同 上

SD 271 II・III期

SD 273 I期→SD271へ

SD 274 I • II期

SI 278 II 期• II1期

SD 268/ 



0.3-0.5mである。これに対応して，道路側溝や道路横断溝の変更がみられる。 (PL. 5 ・ 8) 

SA261 屋敷の東を区画する道路ss260に面する南北方向土塁である。 I期からIII期まで存続したと考

えられる。 I期は，北部にみられるように幅1.8m (6尺）であったものを， II期において，後述するよ

うに，屋敷の南境界となる土塁 SA262を設ける際に，南半の幅を約2.7m (9尺）に拡げている。南北の

屋敷境となる 2条の東西方向士塁 SA262とSA263の間は45m弱であって，これを 3分した北よりに門

SI 278を設けている。この土塁の道路に面する側は，主として長径0.8m, 短径0.5m程の自然石を横使

いで積むか，中には 2m近い巨石も配している。（第 1図，石垣立面図参照）これに対し，屋敷内は，石

を積んでいなかったようである。なお，水田化に際し，巨石を引き倒したため，この石の厚み分を除い

た上方は削平され，この上部の石垣の石が道路上に散乱していた。残存高は，南部で約0.5m，北部で約

l. lmである。こうした上部の削平もあって，この土塁の上部構造を示すものは検出されていない。(PL.

5) 

SA262 屋敷の南境界となる東西方向士塁である。屋敷内の諸遺構との関係から II期に造られたと考

えられる。 （なお，このことは，後の第54次調在により，この約 3m南に前身士塁が存在したことで確

認された。）幅は，約2.lm (7尺）である。道路 ss260と平行する南北方向土塁 SA261の道路側石垣を

基準にすれば， この土塁はこれに直交せず，南へ約2゚ 振れている。石垣は，長径0.5-1.0m程度の自然

石を横使いとして積み上げたもので， 1 ～ 2段が残る。（第 1図，石垣立面図参照） 西半は，水田化後

は農道として利用されていたこともあって比較的保存が良く，高さは約 1mである。石積部はほぼこの

程度と推定されるか上部構造を示すものは検出されなかった。西の山裾まで続き，約60mの長さと推定

されるか，山裾部は未調査であって，検出長は約51mである。 (PL. 6) 

SA 263 屋敷の北境界となる束西方向土塁である。 I期から III期まで存続する。士塁SA261とはほぼ直

交している。西の山裾まで延びていたと推定されるが，山裾部は未調査であって，検出長は約61mであ

る。幅は，約1.8m (6尺）である。自然石を横使いとして積み上げるのは先の 2つの土塁石垣と同様で

あるが，この上塁石垣の石は若干小振である。（第 2図，石垣立面図参照） やはり西半の保存が良く，

2 ~ 3段の石積が残る。土塁の高さは，約1.2mである。上部構造は明らかでない。 (PL. 7) 

SD 268 南北方向道路 ss260の側溝である。石組の溝で，東側面は土塁石垣かこれを兼ねている。内法

幅は，約0.3mである。道路と対応して新旧 2期がある。まず，比較的小さな偏平な石を配した古い時期

の溝があって，この上に，新たに 1~ 2段（約0.4m)石を積みたして新しい時期の溝としている。（第

2図，石垣立面図，挿図 4参照）道路横断溝等の関係から，下層が I期に対応し，上層がII・ III期に対

応すると判断される。 (PL. 8) 

SD 271 ・ 273 南北方向道路 ss260を横断し，側溝 SD268にそそぐ石組溝である。 I期のものか SD

273であって，道路改修に伴って約 lm南へ変更したものが SD271である。これは， SD273か東の屋敷

の門の正面にあたることから，これをさけた結果ではなかろうか。 SD 273は，内法幅約0.2m, 深さ約

0.15mである。なお，この道路改修の際には土塁石垣の改修もあったと考えられ，この溝は石垣面で行

き止りとなり，暗渠等は検出されていない。 SD 271は，先の溝 SD273の約0.2m上層，南に位置してい

る。内法幅は，約0.3m, 深さ約0.2mである。暗渠 sz272へ続く。 (PL. 8 ・ 15) 

SD274 南北方向道路 ss260を横断する石組溝である。内法幅は，約0.3m, 深さ約0.15mである。西の

土塁石垣面で二方向に分れる。一方は，そのまま直進して暗渠 sz275を介して，土塁 SA263によって

区画された北隣屋敷からの排水を受け，他方は，石垣に沿って南に折れ，約2.4m進み，ここで暗渠 sz
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276を介して屋敷内からの水を受ける。また，古くは，さらに南へ延びて，暗渠 sz277からの水も受けて

いた可能性も考えられる。各期を通じて存在したと思われるが， III期については不明な点もある。(PL.

8) 

SI 278 南北方向土塁 SA261に開かれた門である。屋敷間口を 3分した北寄に位置している。 II・III

期の遺構と考えられる。石垣の改修もあって， I期の門位置については明らかでない。この門は， 2段

の構成であって，土塁石垣面から約1.lm内側に第 2の段を設け，屋敷内と道路との高低差約0.6mを処

理している。両脇に少し大きな役石を立てて形をととのえている。 （第 1図，石垣立面図参照）その内

法は，約 3m (10尺）である。ここに設けられたであろう門建物については不明である。 (PL. 8) 

b. I期の遺構（表 2)

SZ276 屋敷北端に位置する南北方向土塁 SA261に設けられた暗渠である。ほぼ北境界の東西方向土

塁 SA263の南側石垣線上に計画されている。道路側のこの暗渠の出口は，縦〇．24m，横0.27mの矩形で，

石垣中程の少し高い位置にみられる。屋敷内の入口は， II期の遺構である石積施設 SF284によって壊

されているようである。道路 ss260内に設けられた溝 SD274に繋る。

SZ 277 • SF 361 南北方向土塁 SA261の北寄に設けられた暗渠と，その入口に設けられた石積施設

である。暗渠 sz276の南約3.5mにあって，暗渠の出口は，縦0.15m, 横0.3mであり，先の暗渠 sz276 

に比べ約0.5m低い位置にある。石積施設 SF361は，北面を除き，石積は大きく崩れている。規模は，

南北約1.8m, 東西約1.5m, 深さ約0.6mと推定される。屋敷内の排水をここに溜め，沈澱槽とし，暗渠

を通して排水したものと考えられるが，流入する溝等は不明である。 (PL. 17) 

SE294 ・ SB298 中央西寄に位置する井戸と，その井戸屋形である。井戸 SE294は，径0.8m, 深さ

1.4mと浅く，井桁土台等は用いず，礫層の上に直接円形に石を積み上げている。石は比較的小振りで，径

表 2 I期の遺構一覧

・遺 構 遺 構
摘 要 摘 要

種別 番号 種別 番号

暗 渠 sz 276 あるいはII期か 東西溝 SD 322 素掘同上

＂ sz 277 II期にも存在の可能性 南北溝 SD 323 ＂ 
井 戸 SE 294 あるいはII期か ＂ SD 324 ＂ 
井戸屋形 SB 298 SE 294，同上（掘立柱） ピット群 sx 334 

東西塀 SA 300 掘立同上 ＂ sx 338 掘立柱建物跡か

＂ SA 301 ＂ 
土 拡 SK 339 

＂ SA 302 ＂ ＂ SK 340 

＂ SA303 ＂ 
石 敷 sx 342 SE 294に関連する通路か

南北塀 SA 306 ＂ 
土 肱 SK345 

＂ SA 307 ＂ ＂ SK 346 

＂ SA 310 ＂ ＂ SK347 

＂ SA 311 ＂ ピット群 SX348 

東西溝 SD 312 石組同上 ＂ SX352 

＂ SD 318 素掘同上 石積施設 SF 361 sz 277へ通じる

＂ SD 321 ＂ 
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0.2m程のものを用いている。（第14図，井戸詳細図参照）掘り方の径は，約 2mである。井戸屋形 SB

298は，掘立柱であって，東西約 3mの規模とみられるか詳細は明らかでない。また，この北の石敷遺構

sx 342もこの井戸に関連する通路的な遺構と考えられる。 (PL. 18) 

SA303 西半南寄に位置する束西方向塀と考えられる柱穴列である。柱間は， 1.8m (6尺）程度であっ

て，東半は，素掘の溝 SD321と一致している。

SD312 中央束半に位罹する東西方向の石組溝で，内法幅0.5m，深さ0.2-0.4mである。屋敷内中央に

あって， II期の石積施設 SF283によって切られているか，本来は，道路横断溝 SD273と繋っていたと

推定される。屋敷内の中心となる排水溝である。なお，この溝の上部は， II期においても生きていた可

能性か考えられる。 (PL. 15) 

SD318 西半北寄に位罹する東西方向の素掘溝である。幅0.5m, 深さO.lmと浅い。東端で少し南へ折

れている。

SD 321 ・ 322 ・ 323 ・ 324 西半南寄の素掘の溝である。 SD321は，幅0.8m, 深さ0.05mと浅い。また

SD 322も幅0.2-0.4m, 深さ0.05mと浅い。この 2つの東西方向溝は，東端で南北方向の溝で繋ってい

たようである。 SD 323は，幅0.3m, 深さ0.1mであって，内部に礫が多く，盲暗渠であった可能性も考

えられる。 SD 324は，幅 1m, 深さ0.3mと比較的規模か大きい。一部に側石と思われる石もあって，

石組溝であった可能性も考えられる。 (PL. 16) 

SX334 東半北寄のピソト群である。比較的径も小さく深いようで，掘立柱穴群とも考えられるが，詳

細は不明。

SX338 中央南寄のピット群。掘立柱穴群と思われるものが大半であるか，建物としてまとめることは

出来ていない。 (PL. 11) 

SK339 中央南寄にみられる土砿である。深さは， 0.3mである。

SK 345 ・ 346 ・ 347 西半北寄の土琺である。深さは， SK 345か0.5m, SK 346 ・ 347は0.3mである。

SX348 西半北寄のピット群。 II期の東西方向塀 SA311に平行しており，この塀の控柱列としての可

能性も考えられる。

SX352 西端南寄のピソト群。深さはO.l-0.2mと浅く，礎石の抜き取り跡の可能性も考えられる。

C. II期の遺構（表 3)

SZ 272 ・ SF 383 南北方向士塁 SA261の中程に設けられた暗渠と，その前の石積施設である。暗渠s

Z 272は，幅は0.3mであるか，土塁石垣と共に天井石も壊されていて高さは明らかでないか，側石から

考え， 0.25-0.3mであろう。石積施設 SF283は， 2つの溝 SD273 ・ 312等の状況から考え， I期に存

在したものを大幅に造り替えた可能性か強い。その位罹から考え，北の SF361同様，沈澱槽としての機

能か考えられよう。規模は，東西約2.4m，南北約1.5m, 深さ約0.8mである。 (PL. 17) 

S8280 門SI278のすぐ内側に位置する礎石建物である。東西約7.7m, 南北約7.9mの規模を持つ。

礎石の多くか失われており，平面の詳細な検討は出来ないか，西辺に，幅0.45m(1.5尺）の縁か存在し

たようである。また，東辺にも同様のものか存在した可能性も考えられる。内部となる束南と西北の両

隅に石敷部がみられる。柱間は，約1.9m (6.25尺）か比較的多くみられ，これか碁本柱間と考えられる。

S8281 中央北寄に位置する掘立柱建物である。東西約3.9m, 南北約7.7mの規模を持つ。柱間は不規

則であるか， 6尺とか 7尺といった寸法か読み取られそうである。柱根か残らす，柱の形状等は明らか
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表 3 II期の遺構一覧

遺 構 遺 構
摘 要 摘 要

種別 番号 種別 番号

建 物 SB 280 礎石建物 ジャリ敷 SX 328 基段状に縁石を廻す？

＂ SB 281 掘立柱建物 石 敷 sx 329 

東西通路 ss 282 石 列 sx 330 

石積施設 SF 283 土 琺 SK 331 

＂ SF 284 ＂ SK 332 

II SF 286 ピット群 sx 333 

＂ SF 287 東西通路 ss 335 SD 313と平行する

＂ SF 288 建 物 SB 336 礎石建物， IIIの可能性あり

井 戸 SE 291 sx 341 暗渠？

II SE 295 sx 343 

井戸屋形 SB 297 SE 291礎石建物 ピット群 sx 349 

東西塀 SA 299 掘立 東西石列 sx 351 

南 北 塀 SA 308 II ピット群 sx 353 

＂ SA 309 ＂ sx 354 

東西溝 SD 313 石組 sx 355 礎石？

南 北 溝 SD 315 11 SD 313へ続く ピット群 sx 356 

東西溝 SD 317 11 SD 313の一部か ＂ sx 357 
II SD 320 ＂ sx 359 溝状

II SD 325 素掘コ字形 sx 360 SD 323等を覆うジャリ敷

でない。 (PL. 11) 

ss 282 中央の東西方向通路である。幅は， 1.2m (4尺）であって，両側を自然石を用いた縁石で整

えており，内部は良くしまった砂利敷面である。中程は側石•砂利敷面等が良好に残る。この通路の北

に沿って， 1期の溝 SD312が引続き存続した可能性が強い。 (PL. 12) 

SF 284 ・ 286 ・ 287 北土塁 SA263に接して東端近くに位置する石積施設群である。 SF 284は，東西約

1.8m, 南北約1.5m, 深さ約0.6mであって，南面石積か良く残る。 SF 286は，東西約2.4m,南北約1.5

m, 深さ約0.7mであり， SF 284同様南面石積か最も良く残る。 SF 287は，東西約 2m，南北約1.8m,

深さ約0.6mであり，各面の石積か比較的良く残る。これらはすべて自然石を用いて積み上げているか，

若干石の大きさが異り， SF 287が最も大きな石を用いており， 2段積であり， SF 286か最も小さく，

4段積となっている。（第15図，石積施設立面図参照） なお，これらは，約 3m間隔で配躍されている。

(PL. 19) 

SF288 中央部の石積施設である。ほとんど石積は壊されているか，北面か若干残る。東西・南北共約

1.8m, 深さ約0.6mと推定される。なお，この石積施設の中央を東西に塀 SA299が横切っている。

SE 291 ・ SB 297 北士塁 SA263の脇，中程に位置する井戸とその井戸屋形である。井戸 SE291は，

内径約0.7m, 掘り方の径は約1.8mである。上方か崩れているか，この部分の径は少し大きかったよう

で，積み増しが行われた可能性が強い。とすれば， 1期から存続し，積み上げを行って， II期にも使用

したことになる。井戸屋形 SB297は，礎石建物であって，東西は約 3mである。南北もほば同様であろ
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う。また，南の溝 SD313との間には石敷が存在している。 (PL. 18) 

SE295 西半南寄に位置する井戸である。内径約0.8m, 深さ約1.5m，掘り方の径約2.3mである。深さ

に対し，掘り方の径が大きい。井戸の天端石の一部も残っている。すぐ脇の 1期の井戸 SE294に変わ

るものであろう。この SE294同様，礫層上に土台等を用いず，直接自然石を積み上げている。 （第14図，

井戸詳細図参照）なお，この周囲を広く砂利敷 sx360が覆っている。 (PL. 18) 

SA299 中央の塀と考えられる東西方向掘立柱列である。一部に柱根が残り，，柱は，樹皮付の栗材であ

る。径0.12-0.15m (4-5寸）の丸太であったことか判明している。柱間は， 1.5m (5尺）， 3m 

(10尺）が多くみられることから， 5尺を基本柱間としたと考えられる。中央を南北に分ける塀である

と推定される。また，この柱筋には，深さ0.15m程の溝状の掘り方が存在している。 (PL. 13) 

SA300 ・ 301 中央西半の塀と考えられる東西方向の掘立柱列である。 SA 300は，先の東西方向塀 SA

299の西に位置し，若干柱筋が異るが一連のものと考えられる。柱根も一部残り， SA299と同様の樹皮付

栗材である。柱間隔等も同様で， 5尺を基本としたと思われる。 SA 301は，この SA300の0.3m南に

位置してほぼ平行する。形状等は類似点が多い。いずれが先行するのか不明確であるが，造り替えによ

るものであろう。 (PL. 13) 

SA302 西半北寄に位置する塀と考えられる東西方向の掘立柱列である。柱間隔は，狭く，約 1mであ

る。

SA306 ・ 307 中央北半に位置する塀と考えられる南北方向の掘立柱列である。 SA 306の柱間は，先の

SA 302同様約 1mである。 SA 307は， SA 306の約0.9m (3尺）西に位置している。造り替えあるい

は， SA 307の柱間隔が若干広く， SA 306と柱位置に対応関係もみられることから考えて， SA 307は

SA 306の控柱列であった可能性も想定される。 (PL. 14) 

SA308 ・ 309 中央に位置する塀と考えられる掘立柱列である。 SA 308とSA309は約 lm離れて平行

している。先の SA306 ・ 307と同様のことが考えられる。

SA310 ・ 311 西半北寄に位置する南北方向の掘立柱列である。共に塀と考えられるが，柱間等は不規

則である。掘立柱建物の可能性も残る。 (PL. 14) 

SD313 ・ 315 ・ 317 東半北寄の主として東西方向の石組溝であるが，先端でそれぞれ北へ折れている。

SD 313とこの西の SD317は，本来一つの溝であったものを，西半の SD317を廃し，さらに，残る SD

313も再び西半を廃して，北へ向う溝 SD315をつけ加えたものである。この SD315の設け方から考え，

SD 313の西端の北向の部分も西の SD317を廃した時に設けられたものであろう。この SD313 ・ 317の

方向は，土塁 SA263とは若干異っている。溝の幅は， 0.2m程度であり，側石は 1段で， O.lm程の深さ

である。また， SD 313の束半の北には，この溝の造り替えと考えられる溝 SD314が一部残されている。

(PL. 12, 16) 

SD320 中央部に位置する石組溝である。一部が残存するのみであって詳細は明らかでない。この北脇

の SX341は，扁平な石を伏せ，下を暗渠のようにしている。この溝と関連する遺構の可能性も考えられ

よう。 (PL. 17) 

SD325 西端近くのコ字形の素掘りの溝である。幅は， 0.3m, 深さ， O.lmである。

SX328 東端，中程の砂利敷遺構であって，周囲に基壇状に自然石縁石を廻している。この東北に位置

する石敷遺構sx329もこれと関連するのかもしれない。

SX330 土塁 SA261脇，北寄に位置する南北方向の石列である。径0.4-0.5mと比較的大きな扁平な石
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を5石並べている。東に面があるように見受けられる。

SK 331 ・ 332 東半北寄の士琺である。深さは，共に0.15m程で，比較的残いか，径は， 1．5~ 2 mと

大きい。

SX333 束半北寄のピソト群である。掘立柱穴と思われるものと，皿状の浅いものの 2種が混在してい

る。

ss 335 東半北寄の溝 SD313の南に沿う東西方向の通路である。幅は， 1.5m (5尺）である。小砂利

混りの良くしまった面である。 III期の井戸 SE292によって分断されている。 (PL. 12) 

SB 336 東半南寄の礎石群である。比較的大きなしっかりした礎石であるか，一部が残るのみで，規模

等は明らかでない。 III期の遺構の可能性も残されている。

SX349 西半中程のピット群である。深さO.lm程と浅く，礎石の抜き取り跡の可能性か考えられる。

SX351 西端南寄の東西方向の石列である。小振りの石を横長に用いている。

sx 353 ・ 354 ・ 356 西端北寄のピソト群である。 SX 353は， 6個のピットが円形状に配されている。

SX355 西端北寄の礎石群である。

SX357 西端北寄のピット群である。掘立柱穴であって，塀 SA311に関係する可能性も考えられる。

SX359 西端中程の南北方向の溝状の遺構である。幅は， 0.8m, 深さ， 0.15mであって，北に石積の

一部と考えられる石か残る。

d. III期の遺構（表 4)

SF285 東北隅近くに位薗する石積施設である。

東西約1.7m, 南北約1.2m, 深さ約0.6mの規模で，

保存も良く，各面の石積か良く残る。長径0.4m程

の自然石を横使いとして 3段程積み上げている。

（第15図，石積施設立面図参照） （PL. 19) 

SF289 中程西寄に位置する石積施設である。

東西約0.9m, 南北約0.7m, 深さ約0.45mと小規

模である。石積の石も小振りで， 2 ～ 4段積み上

げている。（第15図，石積施設立面図参照） 礎石

建物 SB 350の南面柱筋に位置しており，この建

物との関係か考えられる。 (PL. 19) 

SF290 西端中程に位置する石積施設である。

東西約1.8m,南北約1.2m, 深さ約0.4mであって，

比較的小さな石を用いて積み上げている。 （第15

図，石積施設立面図参照） （PL. 19) 

遣

種別

石積施設

＂ 
II 

井 戸

II 

II 

東西塀

II 

東西溝

石 敷

II 

建 物

表 4 III期の遺構一覧

構
摘 要

番号

SF 285 

SF 289 

SF 290 

SE 292 

SE 293 

SE 296 

SA 304 掘立・角柱・秋間石あり

SA 305 掘立・角柱

SD 319 石組

SX 327 

sx 337 
sx 344 カマド？

SB 350 礎石建物， IIの可能性あり

SE292 中程北寄に位謹する井戸である。 II期の溝 SD313と通路 ss335を壊して造られている。径は，

約l.lm, 深さ約3.3m, 掘り方の径約2.3mである。礫層の上に端太角材を井桁に組み，この上に石を積

み上げている。角材は相欠きで組んでいる。石積は，はぼ直であって，上節でのせり上げはほとんどみ

られない。下部の石か若干大きく，中程は小振りである。（第14図，井戸詳細図参照） （PL. 18) 

SE293 中央やや北寄に位置する井戸である。径は，約l.lm,深さ約3.5m, 掘り方の径約2.3mである。
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構造，規模等は先に述べた井戸 SE292と良く似ており，端太角材による井桁の上に石を積み上げている。

全体的に大振りの石を用いている。天端石も一部残る。（第15図，井戸詳細図参照） （PL. 18) 

SE296 西北部に位置する井戸である。径は，約 1m, 深さ約3.5m, 掘り方の径約2.3mと，先の 2つ

の井戸 SE292 ・ 293と良く似ている。やはり，端太角材の井桁を廻し，この上に石を積み上げている。

（第15図，井戸詳細図参照） （PL. 18) 

SA304 東寄に位置する南北方向の塀と考えられる掘立柱穴列である。柱穴は，0.12m(4寸）程の方

形を呈している。これまでに述べた他の塀のように丸太材ではなく，角材を用いていたと考えられる。

また，この柱穴間には，径0.15m前後の自然石を狭間石として並べている。柱間は，北の 2間が 1.8m

(6尺），そして，第 3間が2.3m (7.5尺），第 4~ 6間は1.8m (6尺）である。この南の東西方向石列

までもやはり 1.8m (6尺）であり，狭間石も一部みられることから，この東西方向石列まで塀は延ぴて

いたと思われる。なお，北から数えた第 3間の7.5尺間には狭間石が存在せず，また柱間も大きいことか

ら，ここに塀中門が存在したと考えて良いものと思われる。また，この西南に存在する南北方向 1間，

約1.5mの掘立柱穴 SA305も形状が良く似た方形であり，同様の塀の一部であろう。 (PL. 14) 

SD319 中央南寄に位置する南北方向の石組溝である。内法幅0.25m，深さ0.2mである。大半が壊され

ており，詳細は明らかでない。約 4m南の南北方向の石列も，東に面を持ち，この溝の西側石列と判断

される。 (PL. 17) 

SX327 東端南寄の石敷である。南面に縁石と思われる少し大振りで扁平な石が並んでいる。

SX337 中程南寄の石敷である。比較的大振りで扁平な石を敷きつめている。

SX344 中程北寄に位置する石を馬蹄形に組んだ遺構である。西半が楕円状であり，東半は，これをや

や狭めた矩形である。大半は自然石であるが，一部にl疑灰岩切石（笏谷石）を用いている。寵跡と思わ

れる。また，すぐ脇には，礎石と思われる石も存在することから，この遺構は建物内に存在したもので

あろう。 (PL. 17) 

SB350 西半中程に位置する礎石建物である。径0.5m前後の少し大振りの自然石を用いた礎石である。

多くの礎石が失われており不明な点も多いが，東西10m程度，南北約5.9mの規模と推定され，比較的大

きな建物である。先述したように，この建物の南面東端近くに石積施設 SF289が存在している。
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3.遺物

今回取り扱う遺物の範囲は，「新馬場」と伝えられてきた武家屋敷と，その前面の束西道路・道路側溝

から出土した遺物群である。整理の方法は，発掘区全体が大きくは 3時期に分けることが出来るので，

各時期毎に遺物を分けた。さらに溝や井戸，溜枡など遺構単位にまとまっているものについては，その

遺構毎に，そのほかは整地層出土として扱った。図版もこの意図に沿って作成した。しかし，遺構内出土の

遺物でも 1, 2点の場合は整地層として扱ったものがある。なお，写真と実測図の個体番号は共通である。

遺物の分類については，越前焼大甕・播鉢は，「県道鯖江・美山線改良工事に伴う発掘調査報告書」，

土師質皿は，「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告書 I」，染付は，「15, 16世紀の染付碗，皿の分類

とその年代」貿易陶磁研究No.2 （小野正敏1982) を参照してほしい。なお，分類の基本はこれらの文献

を踏襲したが，それらに付与した記号に付いては一部改変したものがある。その基準は，アルファベ

ットを器形の分類に用い，ローマ数字を時期的な分類に使用した。

a. I期出土の遺物

I期は，溝 SD312，石積施設 SF288，土砿 SK339等を構成する遺構面とそれを覆う整地層である。道

路側溝 SD266下層についても，屋敷内の I期の遺構群と並存していたと推定している。

SF288出土遺物 (PL.20, 第16図）

越前焼 甕は，口縁部を欠くが体部の成形手法や胎土に古い形態を残す破片(1)がある。壺（ 2）は，腰

部から底部にかけて箆によるナデ成形跡が顕著である。口縁部に沈線がつく I群の鉢(3)と沈線が退化

したII群の鉢（ 4）が 2点出土した。胎土，表面ともに灰褐色を呈している。

土師質 いわゆる手捏ねの B類（ 5),親指を粘土板の中央まで，折り曲げた人差指を粘土板の端に当

て起こし，そのまま時計方向に一気に回しナデ整形した C類(6・7),C類と同様に成形した後，見込み部

分を先に横ナデし，口縁外側と内面体部を挟んでゆっくりと回しナデ整形した D類(8)の各種が出土し

ている。
(4) 

瀬戸・美濃焼 天目茶碗(9)は，口縁部のくぴれ具合から大窯初期のものであろう。灰釉は，端反り

の小皿(10)と壺(11)の小片がある。

青磁 腰があまり張らず，口縁部が外反する無文の碗 (12・ 13同一個体）である。釉色はややくすんだ青

緑を呈し，細かい貫入が走る。

5D266下層出土遺物 (PL.20, 第16図）

越前焼 甕は11点出土したが，時期がわかる口緑部はない。細片ではあるがW群 bの播鉢(16)と扇状の

刻文がつく鉢(17)が出土した。 (18)は内湾する鉢，（19)は口縁部が肥厚し，全体にやや開いている火桶

であろう。

土師質 土師質ID1は， C類， D類が多い。 (20・21)は底部が丸く，口縁部の立ち上がりの少ない C類で，

(22)は口径が13cmあり， D1類である。

瀬戸・美濃焼 (23)は，口縁部のくぴれの少ない大窯初期の天目茶碗である。

瓦質土器 (26・27)は口縁が外反する 3足の香炉で，体部に菊の印花が巡る。同一個体と見て復元実測し

fっ
し• O 
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青磁 (29)は蓮弁の形をなさないほど退化した線刻の連弁文碗で，透明がかった薄い緑色の釉がかかる。

(30)は，見込みに印花のある稜花皿で，高台裏の中央だけ露胎である。

白磁 端反りの皿 (31)が 1点出土した。

染付 腰部に芭蕉文がつ<c群の碗 (32)か 1点ある。

石製品 裏をえぐり脚を作りだした硯 (33)のほか，火山礫凝灰岩（笏谷石）製の行火（バンドコ）や

その蓋 (34)か出土した。

1期整地層出土遺物 (PL. 21-23, 第17~19図）

越前焼 甕は100点余り出土したか，時期かわかる口縁部は少ない。口縁帯かしっかりした 1群が 2点(35・

36)， 口縁帯か退化し内側の段も凹線に変化したII群が 2点 (37・38)，口縁部か肥厚し始めたN群 aな

いし bか 2点 (39・40)あり，各時期のものかかなり混在している。胎土や成形手法，肩部の曲かり具合

いからIII群以前 (41) と思われる破片数は24点， N群以降と思われる破片数は66点あり，その比はおよ

そ 1: 3でN期以降のものか多い。揺鉢は， III群 a(47) III群 b(48) N群 aが多い。鉢は， I群～N

群まで出土しているか， I群の割合が高い。 (45）は I群の口縁部の沈線と片口の状態がよくわかる例で

あり，（43・44)は退化しつつある高台と箆削りの例である。

土師質 皿は， C 類• D類が主体である。 (52・53)はC類と同じ成形をした後，底部中央を突き上げた

いわゆる「ヘソ皿」である。 C類については口径が6cm (2寸）を基準とするものをい類， 7.5cm(2寸

5分）を基準とする C2類， 9cm (3寸）を基準とするC3類に分類した。さらに器壁か薄く，底部が平坦

な作りで口縁部の立ち上かりか顕著なものを a' 器壁が厚く，底部か丸くて立ち上がりが顕著でないも

のを bとする。 D類は，口径か 9cm (3寸）， 12cm (4寸）を基準とするD1類と， それ以上の恥類が

ある。恥類は胎土を選良し，作りも丁寧で底部に黒斑があるもの (62)が多い。口径が30cm位と推定さ

れる皿 (65)があり，成形手法は D2類である。胎土は細かく白い。底部は内外面とも黒斑化している。

(67)は口径か12cm,高さ (10cm)で，一乗谷では標準サイズの士釜である。やや下に膨らんだ体部に，端

部か上に反った貼付けの鍔がつく。 (66)は，底部かやや浅く膨らみの少ないタイプである。底部付近に

は煤が付済する例か多く，小型なから実用に供されたことを示している。

瀬戸・美濃焼 天目茶碗は 4点出土し，腰から高台にかけて露胎になっている大窯以前の製品 (75・76)

か 2点ある。 (71・72)は丈が高く全体に丸みを帯び，口縁部のくびれも少ない大窯初期のもので，腰部

にはサビ釉が施されている。 (73)は体部がやや直線的で，高台は削り出し内返り高台である。口径が 8~ 

9 cm位になる小型の天目茶碗 (74) も出土した。

(80)は灰釉平碗で，削出しの輪高台で露胎，畳付けには輪トチの跡が付着している。 (81)は大きく開

いた鉢で，表面に車鹿櫨跡が残る。口縁部は三角に成形され，内外面とも口縁から 4cm位まで施釉されて

いる。外面腰部にはサビ釉が施されている。 (84・85)は卸皿でおそらく同一個体であろう。口縁の内側

に返りかつき，底部には回転糸切りの跡か残る。施釉は口縁部の周辺だけでその他は露胎である。胎士

はやや荒く，堅く焼き締まっている。

白哀系の土器が 2点ある。 (88)の底部は回転糸切りの跡か残り，退化した付裔台の畳付けには籾跡か

ある。 (89)は車鹿櫨成形の跡をよくとどめる。口縁は三角に成形されており，灰釉鉢に似た点がある。

青磁 碗は12点出土し，内訳は箆彫りの連弁文(90)か 4点，線刻の蓮弁文（91・92)が 5点，無文(96・97)

か 2点，小型の碗(95)か 1点である。 (90)は腰部から大きく開く器形で，箆で蓮弁を刻んでいるか蓮弁

にはなっていない。 (98)は青磁碗の高台で，見込みには吉祥句を唐草文で飾った印花かある。全面に施
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釉後，重ね焼きのため高台裏の釉を拭き取っている。青磁皿は，稜花皿か 2点出土した。全体に厚手で，

高台内の削りは荒い。 (99)は口縁に沿って 3条の櫛描文か巡り，見込みには印花文がある。 (100)は酸

化炎で焼成されて胎土，釉共に茶褐色である。割れ目には漆か付着しており，修繕して使用していたこ

とを示している。他には玉壺春型の花生の口緑部 (102)がある。

白磁 B群の皿が 2点出土した。内湾気味に立ち上がり外面に輸櫨成形の跡を残す等，形態はほとんど

同じであるか，（103)は乳白色で軟質，（104)は青白色で硬質の皿である。高台を欠くか，挟の入った

いわゆる「さくら高台」であろう。端反りの皿は 4点出土した。 C群としてきたものの中に，やや青味

がかった釉色で口縁の形態も少し異なるタイプ (105)かある。

染付 碗が 2点ある。 (llO)はB群 (XII類）である。 口縁が端反りになっており， 釉色も濃いコバル

ト色をしている。小片のため文様は断定できないか崩れた唐草文であろう。 (108)は腰部に芭蕉文か巡

り，見込みは蓮花か描かれた C群 (I類）の碗である0.lillには，碁笥底で，見込みは草花文，外面は唐

草文のC群 (I類） （lll)がある。

中国製天目茶碗 細片であるか中国製天目茶碗 (112~114)が 3点出士した。口縁部のくびれは少なく，

全体にやや直線的である。釉は国産のものより厚く，艶かある。胎土はやや荒いがよく焼き締まってお

り手取りは重い。

金属製品 銅銭か 3枚 (118-120)あり，いずれも北宋銭である。(115)は鉄鐵で，本体は円錐形，茎は

四角い。釘か多数出土した。すべて鍛造である。大半は折れているが(116)は原型を保っており， 長さ

5.3cmを測る。

石製品 笏谷石製のバンドコ（行火） （124)や盤，砥石などがある。 (121-123)は小形の仕上げ砥石で，

表面に細かい使用痕かある。仕上げ砥石は，粘板岩系の石が多い。

b. II期出土の遺物

建物 SB281, 280, 通路 SS 282, 335, 溝 SD313-315 ・ 317, 柵299, 石積施設 SF283, 284, 286, 

287,井戸 SE291, 294などを構成する逍構面と，それを覆う整地層出土の遺物である。遺構は，屋敷全

面に広かっているか，残存状況は良くない。

建物58281出土遺物 (PL. 24，第20図）

柱穴と建物内の灰か詰まったピソトから出上した遺物である。

越前焼 甕と鉢が出士した。甕(125)のスタンプは格子目か小さく縦に長い古いタイプである。鉢(126)

は，口縁が薄く，歪み具合いから片口がつく。

土師質 皿では C類， D類が多い。 C類では，口径か6cm (2寸）を基準とするC1類(128-132), 7.5 

cm (2寸 5分）を基準とする C2類 (134・135), 9cm(3寸）を基準とする C3類 (136)があり，さらに

に底部か丸く口縁部の立ち上かりが小さい aと，底部が平坦で口縁部の立ち上がりか顕著な bに分類す

ることかできる。量的には C2類， い類が多い。

石製品 仕上げ砥石 (137)か l点出土した。使用面は少し波打っており，斜め方向に数条の使用痕かあ

る。よく使用して薄くなっている。

石積施設SF287出土遺物 (PL. 24, 第20図）

越前焼 甕，壺，播鉢が出土した。壺 (141)の口頸部は体部からはほ直立し，口縁直下に凹線か巡る。

揺鉢 (142・ 143)は，播目の間隔が詰まっているところから W群に属する。
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土師質土器 皿類は， C群， D群か多い。 (147)は，口径か10.5cmで D1類に属するが，底部を下から突

き上げヘソ皿状に凹んでいる。

石製品 砥石が 3点ある。 (148)は長さ 13.5cm, 幅4.5cm, 高さ 5cmで，石材は浄教寺砥石である。浄教

寺は一乗谷の奥にあり，「和漢三オ図絵」に刀剣用中砥の産地としてあげられている。 (149)は仕上げ砥

石で，表面に細かい数条の使用痕を残す。仕上げ砥石は，小型の物か多い。

石積施設SF283出土遺物 (PL.25，第21図）

越前焼 甕B類の口縁部 (153)が1点出土した。 B類は，口頸部か少し外反して 5cm程立ち上がり，口縁

外面には稜または沈線か，内面には軽い段かつく。撫肩で，体部は卵型，最大径は胴中央部よりやや上

位にある。播鉢 (154)は，口緑部を欠くか播目が密であり， N群と考えてよい。

土師質 小皿が多数出土した。やはり， C類，（155・156) D類が多い。 (162)は， D類の成形過程かよ

くわかる例である。見込みを横撫でした後，見込みまで入れた親指と曲げて口縁部に掛けた人差指で挟

み，ゆっくりと回し撫でしている。見込み中央を突き上げた D類のヘソ皿タイプである。 (159)は，何

度も使用されてタールがベッタリ付着している。

瀬戸・美濃焼 (163)は直線的に大きく開く灰釉の平碗，（164)はやや丸みを有する大振りの碗で，体

部に幅の広い箆描きの蓮弁文が巡る。

SX 341 • 5D320出土遺物 (PL.25, 第21図）

越前焼 N群 a(168), N群 bの甕(167)が出土した。 N群になると口縁部がかなり肥厚しており，その
(51 

ため口縁の成形は，両手の親指を口縁上端部に当て 2本の人差指で両側から挟むようにしてナデ整形

している。 (169)は， III群 bの揺鉢である。口縁内側の上端部から段までの間か短くなり，見込みにも

揺目か入っているが，まだ播目の間隔は広い。

II期整地層出土遺物 (PL. 26-29, 第22~24図）

越前焼 甕は多数の破片が出土したか，時期かわかる口縁部は少ない。 N群 a (174)が 2点， N群 bが

1点 (175), N群 C (176)が 1点， I群が 1点ある。 III群以前と推定できる破片が30点ほどあり， II期

整地層出土の甕全体の約30％を占める。そのほかB類の甕 (179)やC類の甕 (181) もある。壺は16片

出士した。いずれも体部の破片で特徴の出やすい口緑部はなかった。播鉢は52点出土し，このうち分類

可能な口縁部は18点ある。 III群 b (182-185)が8点， W群 a (189)が 7点， N群 b (190・191)か3

点ある。鉢で底部から直線的にあるいは外反気味に大きく開くタイプは，揺鉢と分類基準が共通する。 8

個体出土した。 (192)は， I群で，深い片口がつき，口緑部の沈線もしっかりしている。割合高い付高

台かつき，外面の箆削りも体部中程に及んでいる。 (193)は，型式か揺鉢のIII群 bと共通する。かるい

片口を有し，内面には十字の箆記号と扇状の櫛描が 3単位ある。 (194)は箆記号や扇状の櫛描のないタ

イプである。他に深目で口緑部近くで内湾するタイプ，浅いボウル状の物などもある。 (195)は火桶で，

底部から腰部まで少し開き気味に立ち上かり体部から口縁にかけては直立する。内面には成形時の指の

跡か，外面底部近くには箆削りの跡が残る。器壁はやや厚く，焼成はあまい。

土師質 多量の土師質皿が出土したが，その大半は C 類• D類で，なかでも C類2 (200・201), C類3

(204-212)の割合か高い。 (196)はA類いわゆる「ヘソ皿」である。 (200)は整形手法から C類に属

するか，通常のC類より浅い。よく焼きしまっており，赤褐色を呈し見込みの部分は赤紫色の斑紋かあ

る。 (208)は，ナデによる整形手法がよくわかる例である。 (215)は，体部か直立する皿で，これを両

側から強く摘んで変形させると耳皿になる。士釜は12点出土しているが，全体がわかる例は少ない。
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(216)は鍔より下か浅いタイプである。 (217)は，内容物か吹きこぼれて付着している。

瓦質陶器 火鉢，瓦燈，士釜などかあるか，いすれも細片で全体かわかるものはない。 (239)は，三脚

か付く土釜で，口径は 6cmしかない。鍔から上は螺旋状になっており，口緑部の形態か土師質の土釜と

異なっている。

瀬戸・美濃焼 天目茶碗は， 16個体出士した。そのうち 6個体は，大窯以前の製品である。 (218)は，

口縁部かほとんどくびれず直線的で，鉄釉は安定せず焦茶と黄褐色のまだらになっている。腰から下は

露胎 (220)である。大窯期の天目茶碗は10個体あるか，口縁部 2個体 (221・ 222)は，いずれも口縁下

のくびれか小さく，丈か高くて全体に丸みのある大窯初期の製品である。これら天目茶碗の胎土には灰

色で堅く焼ぎ締まった物と，褐色でぼそぼそしたいわゆる「もぐさ土」の物とかある。 (224)は小天目茶碗

の高台で，厚くサビ釉が企られている。 (223・224)は高台の円を利用して丸く再加工したもので，用途は

不明。鉄釉では，ほかに丸碗，香炉片？かある。灰釉碗は， 11片 (5個体）出土した。蓮弁文碗か 1個

体 (226)，線刻の蓮弁は体部中央までしかなく，一部釉かとんで露胎になっている部分かある。同じ器

形で蓮弁のない丸碗 (227) か1個体ある。二次的な火を受けて釉がかせている。胎土は灰色であるがぼ

そぼそしており「もぐさ土」に近い。そのほか灰釉碗では，天目茶碗と同じ器形のもの，大きく開く平

茶碗 (229)かある。灰釉皿は，腰部から下か露胎，削り出し高台で，腰部から大きく屈曲して外反する

腰折皿 (232) と，付け高台で端反りのfill(230・231)の両方か出土している。直線的に大きく開く口径

20cm程の鉢，体部かほとんど直立し，かえりか消失しつつある卸ill(235)，壺 (236) などもある。その

ほか白姿系の碗 (237・238)か 2点ある。

青磁 碗は22個体ある。そのうち連弁文碗は15個体あり，内訳は鏑蓮弁文 1個体，幅か広い蓮弁文 1個

体，箆による蓮弁文 1個体，線刻の連弁文 (242) 12個体である。無文の碗 (243)は， 7個体あるか，

すべて口縁か匝立し端部を丸く収めるタイプである。 (241)は，箆描きによる蓮弁文碗で，腰の張らな

い開いた器形である。見込み固辺には花弁の箆描きかある。 (245)は焼成中に酸化されて釉が茶褐色を

呈し，胎土も赤褐色である。 (246)は，見込みに吉祥句の印花のある碗の底部である。普通の碗と比較

してかなり大きい。畳付ぎにも施釉され，高台裏の釉を拭き取り輪トチの跡か残る。割れ目には漆が付

着しており，一度割れた後も補修して使用していたことを示している。青磁皿は， 4個体出土している

か，すべて稜花ill1である。厚手で見込みに印花かあるもの (247) とないもの (248) とかある。全面に

施釉した後，高台裏の釉を拭き取っている。これらは高台の円を利用して意識的に打ち欠き，他の用途

に再利用した物である。この再利用の仕方については，青磁碗にその用例か多く見られるか，用途につ

いては不明である。

白磁 細片ばかりであるか，端反りの C群 (250・251)か多く， 8個体出土している。全面施釉後高台畳

付きの釉を拭き取っている。畳付きには砂が付着し，いわゆる「砂麻台」になっている例 (250)か多い。

B群の皿は 1個体あり，庫鹿櫨成形後，高台を削り出している。胎土か軟質のタイプで，釉も乳灰色を呈

する。菊皿か 2個体あり，（252)は作りか丁寧で釉も厚い。なお，白磁碗は出土しなかった。

染付 碗は少なくて 3点だけである。 (254)は高台に特徴かあり，高くて内傾しており厚さも薄い。高

台内は露胎で，最初から施釉していない。見込みにはねじ花が描かれている。 B群の碗である。他 2点

はC群で口緑部に波濤文か巡るものと，体部か唐草文のものとがある。皿は， 15点出士しているか，そ

のはとんどかB]群である。外面は唐草文で，見込みは十字花文 (262) と玉取獅子 (256) とかある。

(263)は唐草文を密に展開したものである。
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揚釉壺 (267)は口頸部と底部だけで，体部を大きく欠いている 。口緑部は玉緑状て頸部と体部の境に

段かあり ，肩部に耳の跡かある 。底部は麻胎で内側に大きくくは‘‘んでいる 。

金属製品 銅銭の出土は少なく 14枚，そのはとんどか北宋銭で明の洪武通宝 (271)か 1枚混じる 。釘類

は多数出土したか，その全てか折曲かっており原形をとどめるものはない。鍛造の角釘で，釘の頭を叩

いて扁平にしたもの (281)，さらにそれを巻き込んたもの (276)との 2種類ある 。そのほか鎚 (282)

や煽止め (283)かある 。武器顆では装飾のない銅製の小柄 (284)，錆ひた小刀 (285)かある 。

石製品 笏谷石製のバンドコ （行火），盤などがあるか図化できるものはない。(281)は直径 5cmのやや

扁平な球状で，上部を平坦に削りそこに深さ 1cm程の穴を穿っている 。用途は不明。

円盤状陶製品 (287-294)は越前焼の観 ・壺の破片を円盤状に打ち欠いたものて，直径は 2-8 cmと

様々である 。用途は不明。はかに青磁碗や皿， 天 目茶碗の高台部を用いたものかあり，これらとの関連

についてもよくわからない。

越前焼甕・壺内部の付藩物並びに使用痕 挿図ー 5

1は梨の内側に炭化した有機物か付着したものて，批

に貯蔵していたものか炭化したのであろう 。 2はいわ

ゆる 「お袖黒壺」で，鉄漿か付着したものである 。 3

は猥か割れたので，漆を飲っ た布テープを割れ目に張

り付けて補修した跡である 。4・5は溶けた金属か付着し

たものである 。 4は赤褐色をしているか種類は不明で

ある 。 5は青緑をしており ，おそらく緑青であろう 。6

は訊の内面かかなり摩耗しており，何か堅いもので何

度も洗った跡と思われる 。

C . ITT期出土の遺物

.2 
挿図 5 越前焼 付倍物 ・使用痕

III期の遺物は表土 ・床土を排除して検出した最上層の遺構面までの遺物を含み，かつ表面採集によ っ

て得られた逍物も便宜上，ここで扱うことにした。既に遺構の項ても触れられているように，今回の調

査区は削平による開田か進み，かなり上層の遺構面か削られていた。従 って， 表土に含まれる追物には

最上層 (III期）の遺物以外に，下層のものも含んていることか予想される 。この状況は調査地区の西側

半分のところにおいて，特に顕者であ った。出土した逍物の内， III期に属するものは越前焼 1,324点，

土師質土器 2,808点，瀬戸 ・美濃焼182点，中国製陶磁器543点，そして朝鮮製陶器，金屈製品，木製品，

石製品，その他の陶磁器かある 。

III期の逍構として明らかなものには井戸 SE292・293・ 296,石梢施設 SF285 ・ 290, 柵 SA304，溝 SD

319等かあるが，比較的まとま った遺物を出土したものに井戸 SE292・ 293かある 。以下，この 2井戸の

出土逍物について報告し，後に III期とした遺構面及び表土 ・床土の遺物を一括して報告することにする 。

SE292出土遺物 (PL. 30, 第26図）

既に『概報VI』 (1975)で報告したように，この井戸からは多量の焼士・壁土と 共に，井戸屋形に伴う

ものと見られる逍物が出土している 。

中国製陶磁器 (295)は白磁の皿である 。口縁部は内湾し，高台畳付を露胎とし，全面に黒すんだ灰色

を呈する釉が施される 。釉調は安定しており ，原めにタ ップリとかけられている 。貰入か見られる 。
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(296)は小野分顆（『貿易陶磁研究No.2』1982) のE群に属する碗で外面に飛馬文か描かれ，見込みには

如意頭文か描かれる 。

金属製品 (297)は鉄製の曼頭金具で遺存度は極めて良好である 。(298)は同じく鉄製の五徳で脚の一

部から推定復元を試みた。(299) も鉄製の鍵で一乗谷出土の鍵の中では比較的大型のものである 。(300)

は鉄鍋で，釣り手部分を欠くか口径約36.8cmを計る。

SE293出土遺物 (PL.30 ・ 31, 第26図）

この井戸は天端石と見られる石組か 2個ほど残ってはいるものの，後世に削平 ・攪乱された痕跡か窺

え，中から 出土した遺物には周囲から掻き集めら れて，埋め戻しに使われたと見られるものか多い。周

囲からの遺物か混入していることを顕者に示すのか越前焼の大猥 ・中甕てある 。大甕(303)はこの井戸

内の出土99点をはじめ，門 (SI278) 9点，石積施設 (SF289) 4点，床土 2点，その他整地層や排

土からも出土しており ，計118点である 。中痰 (301)は井戸72点，床土 3点，棚 SA 310東付近のピ ッ

ト1点，計76点出土している 。更に， 中甕 (302) は井戸24点，柵 SA310西付近のピット 21点，他に床

土 6点，整地層 4点，排土3点、他 2点の計60点となっている。後でも述べることになるか信楽壺 (311)

一個体分，計90点のうち45点かやはりこの井戸から出土しており ，床土やIII期の遺構面，整地層，そし

て北接する第24次調壺区からも 11点出土している 。これらはいすれも接合資料を対象としている 。こう

した遺物の拡散状況は，他の調査地区の井戸での出土逍物にも同じ例があり，笏谷石製の井戸枠か破片

とな って一緒に投げ込まれている場合も多い。ここでは越前焼の甕や信楽の壺かそれぞれ井戸付近で割

れて遺存していたものか，井戸の埋め戻しのために，掻き集めて投け込まれ，残った破片か水田耕作等

で攪乱され，周囲に散らばったことを推定させるものである 。但し，井戸への投げ込みの時期が朝倉氏

の滅亡の時期か，それともその後の開田の時期かは直ちに判断できない。

越前焼 大甕 (303)は 『県道 ・調査報告書』 (1983) でN群としたものに属し，口縁部は最大限に肥厚

し，肩の張りや胴部の段は見られない。器面の釉はかせた状態で，灰白色を呈し，ゴマ降り状でサラザ

ラしている 。肩部に 「本」と 「格子目」のスタンプを有する 。中甑(301)は口唇部の内外にそれぞれ一

条の段を有するもので，胎土，焼成共に良好である 。器面の内外に 2次加熱による火ハジと見られる剥

離か多く目立つ。中甕 (302)は口唇部内外の段は浅く，は っき りしない。これも 2次加熱による火ハジ

か多く ，剥離か特に目立つ。肩から胴部にかけて厚く自然

釉が見られる 。壺 (307)は口縁部を欠くか，胎土，焼成共

に良好な資料である。器壁か 1.0cmを超す，比軽的厚手の

ズングリした器型の壺である 。(305・ 308)は共に口縁

部か肥厚するこね鉢で， 口唇部に浅い沈線を有する 。堅く

焼き締まり，胎土は灰色を呈する 。(306)は口縁部で直角

に立ち上かる小型の鉢で，器壁は薄く仕上けられる 。

挿図 6に示した資料は漆を含ませた布を貼付し て，ヒビ割

れの補修をしている例である 。

瀬戸・美濃焼 (309)は口径14cmを計る鉄釉の四耳壺で，胎

土は灰色を呈し，緻密て安定している 。釉調は良好で，天

目釉かタップリ施される 。胴部以下を欠く 。

信楽焼 壺 (311)は口径約14cm,高約54cmを計る。口唇部

- 22 -

挿図 6 越前焼 接合 ・補修例



を欠く。肩部と胴部は接合しないが器高はそう大きくズレないものと見られる。胎土は白色を呈し，堅

く焼き締まる。胴部以下は器厚約 1.0cmでなだらかに紋られている。長石の噴き出しが多く，特に肩部

に目立つ。

石製品 (310)は矩形の盤で，復元長約28cm, 高llcmを計る。器面は自然風化による荒れが進み，ザラ

ザラしている。色調は黒ずんだ灰緑色を呈する。

その他 瓦質の風炉片，青磁壺の底部片，白磁1IIlの小片，焼土塊等が見られる。

III期遺構面・床土・表土等出土の遺物 (PL. 32-40, 第27~36図）

越前焼 小甕 (313)は胎土が暗灰色を呈し，堅く焼き締まっており，焼成も極めて良好な資料である。

ロ縁部のみのため，全体の器型は不明である。口唇部から肩にかけて，タップリと釉が施され，光沢を

遺す。 (314-319)は中甕の口縁部破片で，（314)以外は口縁部内外にハッキリした段を有する。頸部は

くの字に折れ曲がり，肩部の張りは緩やかである。 (317)は頸部は短く，肩の張りは殆ど見られない。

むしろ大甕の器型III~N群に相似する。釉も殆ど見られず，色調は鉄分の噴き出しによって赤褐色を呈

している。肩部にヘラ記号をもつ。大甕 (320)は『県道・調査報告書』 (1983)に言う IIIa群に属する。

(321)はIIIb群に属する。肩部に H様のヘラ記号と陽刻の本，格子目のスタンプを有する。胎土は 2例

共，暗い灰色を呈し堅く焼き締まる。 (322-334)はいずれも N群に属する大甕である。 (335)はトビ

ロを有する壺の口縁部破片で，胎土は暗い灰色を呈する。堅く焼き締まり，焼成良好，釉には光沢が遺

る。 (336-342)は玉縁状口縁の壺である。 (340-342)は口縁部外側に浅い沈線を施し，有段としてい

るもので頸部はくの字に強く折れ曲がる。器壁はいずれも 1.0cm内外に収まる。 (344・347)はそれらの

底部と考えられる破片である。 (343)は器壁内面に朱（若しくはベンガラ）の痕跡を遺す底部破片であ

る。おはぐろ壺の転用例かとも考えられる。 2次加熱による火ハジがひどく，器面はデコボコしてい

る。 (345)は底部に＋のヘラ記号を有する丸壺の破片である。胎土は黒灰色で緻密，極めて堅く焼き締

まる。同様に(346)の場合も竪く焼き締められている。器壁内面には粘土の接合痕が顕著に残されており，

表面調整には丁寧な縦方向のヘラミガキカカ0えられる。類例は29次調査区出土のものにも見られ（『概報

x』1979)，筒型の懸け花生と見られる。 (348)は信楽の壺の口縁部破片である。同一個体と見られる細

片が数点採集されている。

鉢は播鉢に比べて，器型にバラッキがある。播鉢とほぼ同じ器型に成形し，播目を省略しただけのも

のもあれば(349・ 357-362)，内湾する浅い小型のもの (351)や，口縁部がほぼ垂直に立ち上がるもの

(354)，口縁部に蓋受け様の段を有するもの (356)，更には，高台のつくもの (350)等々さまざまであ

る。その分だけ広い用途があったことを意味しているものと思われる。しかし，出土点数の絶対量から

すれば，やはり襦鉢のほうが多い。 (357-362)はこね鉢，（354)は火桶と見られる。

(363)は卸皿。 (365)は『県道・調在報告書』のII群に属する播鉢である。出土例は少ない。 (364

・ 366-388)はIII群，（389)以下はN群の概念に含められるものである。必ずしも全点について網羅し

ているわけではないが，図版資料からの，播鉢の器型分類からすると大略III群のものが中心となってい

る。これはやはり大甕の場合にも該当する出土傾向と言え，一乗谷の一つの特徴ともなっている。胎土

・焼成はW群の資料に堅く焼き締まり，比重の大きいものが多い傾向にある。 III群はW群に比較して胎

土が廿く，焼成も良くない。色調は明るい褐色若しくは肌色を呈し，脆い。櫛目はIII群では 9ないし10

本に集中するか， W群になると 10~12本に増える傾向をもつ。

土師質土器土師質土器には灯明皿，坪，盛皿，灯芯押え，土釜等がある。 (394)は丸皿である。
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(395)は『朝倉館 ・調査報告書 I』(1976)に分穎 され

るB類に属し，手ずくねによる成形のみでナテ調整

は行われない。(396)は俗に言 う「へそ皿」てA類

に属する 。比軽的薄手の作りで底部の押さえ （突き

こぶ）も弱い。(397-409)はC類に分頴される 。ロ

径の大小によ って更に細かく分顆か可能である 。
挿図 7 灯明皿受け台

(400)の底部裏面には十様の煤痕か見られる 。これは第44次調査区ても出土例のある灯明皿受け台 （挿

図7)の焼失によ って生じた煤痕かと考えられる 。(410-416)はD類に分類される 。やはり ，口径の大

小によ って細分類か可能である 。このうち(414-416)の皿は 3点とも ピッ トSK339に近い灰色土から

の一括資料である 。口径約17.5cmを計る 比較的口縁の広い皿でD2類に属する 。これらの資料はいすれも

灯芯似か見られす，灯明 lIIlの使用の可能性は低い。盛り皿のような，別の用途を考える のか妥当であ

ろう 。(417-419)はE類の皿である。成形，器面調整共に A~D類とは明 らかな技法の違いか見られ，

『朝倉館 ・調査報告書 I』て既に指摘されているように，時期的に見て新しい資料てある 。(418)には

白枯土の化粧かけか見られる 。

(420-422)は土釜である 。(420)は小振りの土釜で推定復元径約5.2cmを計る 。羽部の裏側に煤か付

着 している 。(423)は灯芯押えと考えられる査料てある 。但，他の類例から見れば灯明皿の破片を打

ち欠いて穿孔しただけの祖末な作りものか多い中で，こ の資料は丁寧な作りて研磨された比較的大振 り

のものである 。表裏に煤・タール痕跡が認められる 。

(425 ・ 426)は瓦質の風炉の破片と見られる資料てある 。(424)は器型は不明なから，瓦質製品の蔽片

資料で表面に朱漆か塗布されている 。

鉄釉 (427-433)は鉄釉の碗てある 。口径はいすれも 11cm内外に集中する 。釉調は灰褐色に近い柿渋色

のものから飴釉のものまでそれぞれバラッキかあり， 一定していない。胎土にもバラッキかあり ，灰色

を呈 して比較的密度の高い安定したものと，明るい肌色若 しくは灰黄色を呈 して，比較的密度の祖いボ

ソボソしたものに分かれる 。後者の胎土は灰釉のものにも見られ，いわゆる 美濃のモグサ士と 考えられ

る。(431)の碗かそれに該当しよう 。口縁部の屈曲は弱く ，なだ らかに胴部に続く 。(427・ 429)は前者

の碗に該当しよう 。このうち (429)は口緑部の屈曲かは っきりした碗てある 。(433)は口縁部に屈曲を

持たないもので，釉調も黒緑色を呈し他の碗と区別される 。(427・ 428 ・ 430 ・ 431)は高台以下にサヒ釉

か施される。(435)は高台の削り出しに伴う腰部の段か見られない例である 。『江馬氏城館跡発掘調査概

報』(1979)等で指摘されているように，少量なから， 一乗谷にも見 られる 。胎土は 白色に近く ，釉調は

黒褐色で少しザラつく 。高台部は露胎で内側のえ〈りは浅く，輪高台風とな っている 。

(445-448)は鉄釉の壺である 。(446)は表裏共厚く釉かかか っており ，発色も良好である 。胎土は密

で安定している 。(448)は竹管様の施文具による幾何学文か沈線で描かれるもので，器型は胴部径19cm

を計り ，大振りの壺 もしくは鉢と見られる 。枯土貼付による脚か付く 。器面調整は粗く ，ヘラ削り 痕 を

残す。

灰釉 (436-444)は灰釉で，こ のうち(436-438)は碗である 。(436)は口緑部破片て線描蓮弁文か

見られる 。(437・ 438)は底部破片て腰部は丸みを持たす，直線的に開く 。釉は高台裏まて施される総掛

けの平碗てある 。胎土はいすれも甘く ，明るい肌色を呈する 。(439・ 440)は香炉の倣片てある 。(441)

は小lIIlで見込みにカタバミのスタンプ文か見られる 。(442)は卸皿。(443・ 444)は壺の底部破片。
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挿図 8 天目茶碗•青磁碗底部片（陶製円盤）実測図

青磁 (449)は裏面か無釉の小lIIlである。推定復元径9.5cmを計る。透明な灰緑色の釉が全体に薄く施さ

れる。 (450• 451)は碁笥底を呈する皿で，器型には平口縁と輪花型の 2タイプかある。 (452)は断面に

漆による補修痕が見られる lIIlである。 (455-462)は碗で，（455-457• 459 ・ 460)はいずれも線描蓮弁

文碗である。 (458)は内面か染付による界線，外面か青磁釉の碗で類例は少ないか，一乗谷の各調杏区

で出土する。釉調は気泡か多く見られ，透明な緑色を呈する。 (461)はヘラ彫りによる鏑蓮弁文碗で，

釉調は深い緑色を呈する。内面見込みに段を有する。 (462)は濁った灰黄緑色を呈する碗で，裔台畳付

から裏面にかけては露胎部となる。外面はヘラ削りによる鏑蓮弁文が描かれる。 (461・ 462)はいずれも

龍泉窯系の製品である。 (464)は鏑蓮弁文をもつ，推定復元径約9.0cmの小壺である。 (465)は大振りの

壺破片を一括したものである。

挿図 8に示した資料は青磁碗底部を打ち欠き， 2次的に使用したもので，関連する資料については他

の中世遺跡でも度々指摘，報告されているものである。一乗谷のものについては『県道・調査報告書』

(1983)の第31次調査出土資料等で紹介しているところである。国産陶器の鉄釉．灰釉碗にも同様な資

料か数点見られるので併せて紹介する。 1は見込みにヘラ描きによる草花文が見られる碗底部破片で，

高台から底部裏面にかけてほぼ全面に釉が施され，高台内中央に小さく輪状に露胎部を残す。高台畳付

部分とその内側に輪土鎮痕を残す。釉調は透明な深緑色を呈し，釉溜まりかある。高台部だけを残すよ

うに体部をすべて打ち欠いている。摩耗痕は見られない。 2は見込みに吉祥句と花文のスタンプ文が

見られる。釉は麻台内部が掻き取られる。釉調はやや黄味がかった緑色を呈し，透明である。打ち欠き

は 1と同様である。割れ面に摩耗痕か見られる。 3は体部及び高台部をも打ち欠いて円盤状としたもの

である。高台内を釉の掻き取りとし，全面に施釉する青磁碗であるか胎土は不安定で，肌色を呈してボ

ソボソしている。摩耗痕はない。 4も3と同様に高台までを打ち欠き，円盤状としたものである。碗資

料としては比較的大振りのものである。これも摩耗痕は見られない。 5は高台の一部を残して他を殆ど

打ち欠いたもので，更に底部か半分に割れた状態となっている。割れ面の摩耗痕は認められない。 6は

鉄釉のもので，打ち欠いた部分に明らかな摩耗痕が認められる。割れ面に添って摩耗痕かあり，高台部

分や他の面には特に摩耗痕はない。 7は高台部分に残る目跡で器体が安定しないためか，丁寧に畳付を

砥石様のもので研磨しているものである。打ち欠いた部分には摩耗痕は認められない。 8は半欠資料な

がら，摩耗痕か認められる。 9~11は摩耗痕は認められない。

白磁 (466-470)は端反りのlIIlで，このうち (468)は完形で口径12.0cmを計る。保存度は極めて良好

で光沢を遺す。高台は内傾し，逆三角形を呈する。高台畳付を残し，全面に施釉が見られる。高台周辺
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に釉ちぢみが見られる 。(471~

473)は腰部に丸みを持たず，直

線的に外反する皿である 。 しか

し，釉調は前者の端反 りのllllと

異な り， くすんだ灰色を呈する

ものが多い。(474)は菊花型の

llllである 。(475・ 476)は底部を

欠〈か，腰部以下を露胎とする

腰折れの小皿である。釉調は細

かい貫入か見られるのが通有で，

色調は透明な明るい青白色又は

黄白色を呈する 。後者の (476)

は露胎部に墨か挽布された痕跡

か見られる 。

▼一・ヽ
・‘ ~鼻’

鴫90

a‘' 墨 9
挿図 9 白磁皿 （鉢）一括賓料

挿図 9に示 した査料はいずれも細片なから時期的に見て一乗谷では古い白磁．IULの一括査料である 。 a

は(475・ 476)と同 クループに属する一群で，割り高台風のものや，腰折れを呈せす，丸〈内湾する皿も

見られる 。 bは口緑部か爺胎となる ，いわゆる 「口禿」口緑の一群である 。第51次調壺区のまとまっ た

資料をはじめ（『概報XVII』 1986)，いくつかの調壺区でご〈少醤なから出土しているも のであ る。「中ノ

御殿」跡調査区の例（ 『概報Vl』 1975)のように平碗もしくは鉢の器型をもち，内面にスタンプによる草

花文を有するも のも稀に見 られる 。第40次調査区の例（『概報X11』 1981)と併せて，こ れらは宋代定窯白

磁に比定されている 。更に，外面に鏑文をもち，内面に線彫りによる草花文の暗文が描かれるilll型のも

のもある 。器厚0.2cm足らずの蒲いつく りで，釉調は緑かか った白色を呈する 。出土地点はいずれもか，

耕土 ・床土や表採のも の，或は III期に伴う整地層，追構面からのもので層序関係を追うまでに至らない。

染付 (477-481)は端反りの.1111で，口径12cm内外のものと口径15cmを超す大振りのものとに分かれる 。

(477)は外面に宝相華唐草文，内面見込みに折れ菊文をもつ皿である 。小野分類の川lB1群に属する 。

(478)も同様に圧群に属し，見込みに は十字花文か描かれる 。(479)は見込みに松竹梅文が描かれるlill

で，内湾する E群の可能性も ある 。(480)は内外面共に無文で内面の口緑部に界線か一条見られるのみ

である 。口唇部は鉄分の噴き 出しにより褐色を呈する 。(481)は見込みに玉取獅十分か描かれる 。通

常，この手の皿は口径12.0cm内外に収まる傾向 をもつか，この玉取獅子文の皿は翡台径が 8.0cmで明

らかに 口径も上回るものと見 られる 。(482-484)は碗である 。小野分類のD群に屈する 。内面見込みに

丸福か描かれる 。断面に漆による補修痕か認められる 。(483・ 484)は同し<D群に屈する碗破片である 。

腰かやや張った状態で直線的に立ち上かる器型である 。釉調は透明感かなく ， 〈すんでいる。芭蕉文，

梅月文か外面にそれぞれ描かれる 。(485-488)は碁笥底を呈する皿で外面にはいずれも芭蕉文か描かれ

る。C群に属す。(486)は見込みに無釉の枯土貼付による魚文をもつも のである 。釉調はややくすん

だ灰色を呈し，コバルトも少し黒ずんだ青色を呈しており ，他のものと区別される 。(487)は内面か無

文，見込みに大きく 草花文か描かれる 。裔台部には砂目跡か多誠に付培し，上かけの釉に溶け込んでい

る。器体の安定のためか，畳付部分を丁寧に研磨して平滑にしている 。(488)は内面に花鳥文か見られ

るもので，これも 畳付部分を平滑に研磨している 。
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中国製天目茶碗 (490)は天目茶碗で，腰部以下を欠く。復元径約11.5cmを計る。口唇部は鋭く削られ，

外傾する。胎土は灰色を呈し，通常，一乗谷の朝倉館跡等々で少量ながらも出土するものに比べると，

やや甘い。しかし釉調は安定し，口縁部が茶褐色，胴部が黒色で光沢を遺す。縦に筋状の釉流れが見ら

れ，いわゆる禾目天目と見られる。

朝鮮製陶磁器 (491)は体部を丁寧に打ち欠いて，底部のみを残す刷毛目茶碗の破片資料である。先に

述べた 2次活用の陶製円盤と見られるが打ち欠き部分の摩耗痕は認められない。内面にはいわゆる白粘

土による刷毛目（掻き目）状の条線が施される。見込みに 4カ所の目跡が残る。胎土は赤褐色を呈し，

砂分を含む。 (492)は器面整形のヘラ削り痕を顕著に遺す茶碗で，内面に突線が一条横走する。見込

みに砂目跡が4~ 5カ所付くものと見られる。釉ちぢみはあまり目立たない。胎土は灰白色で堅く焼き

締まる。 (493)は壺の口縁部破片である。胎土は緻密で黒灰色を呈す。 (494)は復元径約29.4cm, 高約

12.0cmを計る鉢である。口縁部は厚く肥厚し，折り返し口縁となっている。色調は内面が黄白色，外面

が褐色で 2次加熱による火ハジが多く見られる。いわゆる焼き締め陶器で，胎土は緻密，チョコレート

色を呈す。底部に焼き歪みが見られる。

金属製品 (495)は鉄製の煽り止めである。 (497)は幅約0.6cmの扁平な鉄製金具で，鍵の破片と見ら

れる。 (501)は覆輪の破片と見られる。 (498)は幅0.6cmの鉄製品である。両端部を欠損する。鎚かと考

えられる。 (499• 500)は棒状の鉄製品でU字状に曲がっている。火箸の 2次活用であろうか。 (502~ 

531)には大小の角釘を示した。これまでの一乗谷の調査では，第29次調査区井戸内出土のまとまった遺

物が知られる（『概報x』 1979)。そして，規格的に14, 10, 4 cmにそれぞれ大きく収束するものと 7,5.5, 

3 cmにも収束する， 2通りの傾向があるとの報告がある。この概数を基準に実測可能なもの30点を図示

し，更に破損していない完型品16点を採り上げて見る。まず．頭部の形状については，巻き込んだもの

と扁平なものとの 2通りがあるが，ここではほぼ全点が巻き込みのものであった。規格は幅0.3-0.4cm

に収まるもの， 0.5cm前後のもの， 0.7cm以上のものがある。これに長さを比較すると，（505• 509)を例

外として，ほぽ比例しており，それぞれ3.3-4. 6cm, 4. 7-6. 2cm, 8. 5cmの範囲に収まる。腐食が進んで

いたり，折れ曲がっていたりするものかあるので，数値上に多少の幅が認められるのは否めない。 (532)

は鉄鍋である。推定復元により，口径30.5cm, 高15.5cmを計る。

挿図10には銅銭を示した。 1は天聖元宝， 2 • 3は皇宋通宝， 4は熙寧元宝， 5 • 7は元祐通宝， 6 

は洪武通宝で， 8以下は錆による腐食が激しく判読不能であった。

石製品 (533) は復元推定による口径39cmの楕円形盤である。底部はノミ痕を遺し，器面調整のハツリ

は行われない。脚が4カ所に付くものと考えられる。褐色を呈する。 (534)は推定口径30.8cmの円形盤

◎◎応}3包◎◎◎
~.lo，◎。 (f[)II ~12 

挿図10 銅銭拓本図 S =4/5 
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である。火鉢として使用されたのか内外面共に荒れが激しく，ボロボロになっている。外面に縦方向の

ノミエ具による成形痕を遺す。くすんだ褐色を呈する。 (535) も同じく円形盤である。底部裏面に成形

痕を遺す。ノミエ具の幅は約2.2cmを計る。やはり，色調はくすんだ褐色を呈する。 (536-538)は内外面

に丁寧なミガキか施される，腰折れの手あぶり型の鉢である。 (537)には楕円形の透かしが見られる。

稀に黒漆が塗布されることがあるが，これらの資料にはその痕跡は見られない。色調は青緑色である。

(539)は口縁部が広く外方に開いたこね鉢である。外面に縦方向のノミ痕を遺す。内面はかなり使い込

まれたらしく，摩耗してテラテラした感がある。 (541)はD型バンドコの身部である。奥行きは約15.6

cmを計る。半欠資料のため幅，高は不明である。色調は青緑色を呈する。 (543) も同じ D型のバンドコ

である。器面に煤痕があり，前方の窓付近に顕著である。色調は褐色を呈し，荒れかひどくザラザラし

ている。推定復元により，奥行き 13.5cm, 幅18.5cm, 高12.4cmを計る。 (540)はD型のバンドコの蓋部

で半欠の資料である。表裏共に丁寧な器面調整が行われている。内面は煤を吸って黒斑が見られる。遺

存度は良好で，さほどに器面の荒れはない。 (542)は楕円形の小型の盤を 2個並べた容器で，片方が欠

損する。用途ははっきりしないか，線香立てとも考えられる。 (544)は細身の砥石である。

木製品 (545)は釣瓶桶の側板である。類例は第36次調査区に見られるか，ほぼ同型式の釣瓶桶である。

最大幅25.0cm, 高22.2cmを計る。

注

1 播鉢の分類については，第36次調査と第43次調査とでは分類基準はほぼ同じであるか，付与した記号が異な

ついる。ここでは第36次調査の分類を採用した。なお，本報告書は以下『県道・調査報告書』と略。

2 以下『朝倉館・調査報告書 I』と略。

3 越前焼の甕について， I類を A類に II類を B類に III類を C類に，置き換えた。

4 藤澤良祐「瀬戸大窯発掘調壺報告」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要V』1986によったか，小片か多いため

1. 2小期を初期とした。

5 田中照久氏（福井県陶芸館）の教示による。

6 群書類集に収められている「七十一番歌合」の念珠挽の絵に，珠数に穴を開ける錐の重石としてこの石のよ

うな物を使用しているように見える。

7 草戸千軒町遺跡では，土師質の土製円盤が多く出土しているが，一乗谷では土師質のものはほとんどない。

これは時期的な差と考えられる。 「普正寺遺跡」（石川県立埋蔵文化財センター）でも 200点出土したとの

報告がある。一乗谷と比較すると，普正寺遺跡の方が量的に多い。
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4.小結

a.遺構

前項において検出遺構について素描し，この屋敷は，南北方向の幅約4.5mの道路に面し，間口は約45

mで，西の山裾との間に在り，この西を除く東・南・北の 3面に土塁を廻すものであること，そして，

これらの遺構は，大きく，下層から I・II・ III期に 3分され， 1期には，南の土塁 SA262は存在しな

いこと等を明らかにした。ここでは，これらの遺構から想定される屋敷の様子について若干の考察を加

え，まとめとしたい。

年代

この屋敷の成立年代を明らかにするものは現在のところ知られていない。しかし，この一乗谷の城下

の終末は，朝倉氏滅亡の天正元年 (1573) （朝倉氏滅亡後，織田氏の配下となった旧朝倉氏重臣前波氏

が守護代として一乗谷に居を構えており，若干の復興が考えられるが，これも同 3年に旧臣や一向一揆

勢等に滅されており，ここでは，この朝倉氏滅亡時をもって，この遺跡の終りとしておく）である。道

路や屋敷を計画的に配した町割を実施したのが何時であるのか明らかでないが，少なくとも，一乗谷初

代孝景がここを越前支配の拠点としたといわれる文明 3年 (1471)以後と考えられ，道路や土塁等を造

り替え，屋敷内を盛土し，造り直している点等から考え，これは短期間の変更と考えられず，一定期間

の存続を想定すべきであって，この文明 3年以後の比較的早い時期に，この町割の策定を考えるべきで

あろう。

構成

まず，屋敷を区画する土塁とこの屋敷の規模をみておこう。この屋敷は，南北方向道路 ss260の西

に位置し，この道路と西の山裾との間に拡がり，この山裾となる西を除く 3方に土塁を廻すわけである

が，南の土塁 SA262を除き， I期からIII期まで存在する。また，南土塁 SA262は， II期に造られたもの

で， I期は，この約 3m南に境界が存在したことが後の第54次調査で判明している。道路に面する東土

塁 SA261は， 大きな石が間隔を持って配されており，この石の高さやほぼ天端の残る北端等から高さ

は約 5尺 (1.5m) と考えられる。これは， もちろん屋敷を区画する塀等の基底部と考えられ，この上部

には，土塀等が存在したと思われ，これらを合せた高さは，諸資料から考え， 7尺(2・1m)程と考えら

れよう。幅は， 6尺 (1.8m)程とみられるが，屋敷内側には，明確な石垣を積んでいない。この土塁に

は，門 SI278が設けられている。これは， II・III期のものであって， I期については，明らかでないが，

やはり，ここに存在したと考えられる。間口は約10尺 (3m)であって，これは，この道路を隔てた東

の屋敷の門 SI279と同じである。そして，ここには， もちろん門建物が存在したと思われ，薬医門等が

考えられよう。南北の土塁は，幅に若干の違いはあるものの，ほぼ，東土塁と同様であったと考えて良

い。しかし，これらの土塁が，東土塁と直交せず，若干の振れをみせることは，いかなる理由によるの

か明らかでない。これらの土塁で囲まれた屋敷は，間口約45m, 奥行は若干の差はあるものの65-70m

程であって，面積は， 3,000面程と大きなものである。

つぎに，これらの土塁で囲まれた屋敷内の様子を，各時期別にみてみることとする。

I期 この時には南境界となる土塁 SA262は存在せず，さらに 3m南に境界があって，より大きな屋敷
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であったことはすでに述べた。 この時期と次のII期

の遺構面が比較的近いことなどから，必ずしも明確

に区別出来ない点等もあって，不明な部分も多い。

中央を東西に走る溝 SD312が基本となる遺構で，こ

れによって南北に大きく 2分されている。建物跡と

して規模等の明確なものは検出されていないが，南

半中程に多数の掘立柱穴が検出されており，

中心となる建物が存在したのではなかろうか。また，

南半には， この時期を除き，掘立柱を用いた建物は

検出されておらず，礎石建物となる点との差がみら

れる。また，東北隅近くに暗渠 sz277と石積施設

SF 361が存在しており，このことから II期の溝 SD

313等に類したものの存在も想定される。このように，

この I期は，屋敷の南境界が異るという大きな相異

点はあるものの，各所に伺われる構成は，

と比較的類似しているといえよう。

II期

こ
~
ヽ

ここ

次のII期

全体の構成がほぼ知られる。屋敷の中央には

東西方向の通路 ss282が設けられ，この通路の北が

溝 SD312であって，この時にもこの溝は存在してい

たと思われる。そして，

石積施設 SF283と暗渠 sz272を通じて排水される。

また，

る。

在し，

る。

III期

これらを通して集った水は，

この通路の北には，東西の塀 SA299 • 300等

があって，

区切られ，

存在する。

これらによって屋敷は南北に 2分されて

いる。南半には，礎石も点在しており，

に建物が存在したようであり，

これに対し，北半は，

ここには，

については，性格等がはっきりせず，

中程を中心

この西には，庭園の

一部とも考えられる遺構 SD320 • SX 341もみられ

SA 306等の南北の塀で

SB 281等の掘立柱建物が存

土塁脇には 3基の石積施設が配され，井戸も

このように，北半には雑多な遺構が多い。

なお，門 SI278を入った所に存在する建物 SB280 

いかなる用途

なのか不明であり，今後検討すべき課題の一つであ

最終期であって，井戸等を除き多くが削平さ

れている。東半部は比較的良くしまった砂利敷面で
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III期

挿図11 遺構変遷略固
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た SF285等の石積施設も存在する。西寄中程に比較的大きな礎石建物 (sx350) が存在したようであ

る。先のII期とは構成が異るようであるが，全体の様子はあまり明らかでない。

まとめ

以上，この屋敷の概略をみた。最後に，これらを通して考えられる屋敷の性格等について述べ，まと

めとする。

この地区は， 「一乗谷古絵図」や水田畦畔にみられる旧地割等から，大規模の屋敷か配され，これか

重臣の屋敷と考えられてきた。そして，この第10・ 11次調査の対象となった屋敷は，これらの中でも最

大級のものであった。第 5代朝倉義景の住した朝倉館の中心となる平坦部は 6,000mを超え，また濠を廻

すものであるか，これは，例外であって、ここでみられたように，濠を持たす，土塁によって区画され

るのが一般的と考えられる。そして，この館と川を隔てて相対するという中心部に位置している。また，

検出された諸遺構から想定される屋敷の構成は，その内部を南北に 2分し，南半は北半に比べ上質の空

間を思わせ，朝倉館や当時の通例から考え，南前方を主人の生活や接客等の表向空間，北後方は，これ

を支える日常生活等の場としての内向空間と考えることか出米よう。こうした点を合せて考えるならば，

この屋敷をこれまでの推定していた通り，童臣の屋敷と考えて良いものと思われる。なお，ここかいか

なる理由にもって「新馬場」と称されるに至ったかは，不明といわざるを得ない。

b.遺 物

出土陶磁器の組成と機能分担に付いて

第10• 11次調査で出土した陶磁器の総破片数は， 11,793点で，その組成は，表 (5) の通りである。

すなわち，朝倉氏の領国である越前で生産された越前焼が1,747点で14.9%，灯明皿を主体とする土師質

土器が8,996点で76.6%，これら双方で91.5％を占める。日本製の陶器では隣国の美濃もしくは瀬戸で焼

かれた天目茶碗を主体とする

鉄釉製品が126点で1.1%，灰

釉製品が123点で1.0％あり，

これに畿内から運び込まれた

と推定している極小量の瓦質

士器と，破片数は90とやや多

いか個体数は 2~ 3点にとど

まる信楽焼が加わる。日本製

の陶器・士器は94.2％を占め

る。輸入陶磁器の大部分は中

国製で 664点出土し，全体の

5.7％を占める。その内訳は，

青磁225点で1.9%，白磁 264

点で2.2%，染付162点で1.4%

である。このほか朝鮮製陶磁

器が極小量出土している。

これら各器種の生産地ごと
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調介してきた各地区の組成と基本的な差異はないか，士師質土器の割合がやや高く，同じ地元製品の越

前焼の割合か少ない。瀬戸・美濃製品や輸入陶磁器である中国製品の割合もわずかに低いか，越前焼は

どではない。陶磁器を機能別に見てみると，貯蔵用はほとんど越前焼の甕．壺に限られ，特殊な貯蔵用

として中国製の茶壺一褐釉壺と，これを日本で写した鉄釉壺が極小量出土する。調理用の襦鉢も越前焼

に限られている。瀬戸・美濃製品でも碗・皿は一乗谷に運び込まれているのに対して，瀬戸・芙濃の播

鉢は越前焼の揺鉢があるため移入されていない。供膳用の碗lIIl.類は，国産の瀬戸美濃製品か185点，舶載

の中国製品が572点あり，舶載である中国製品と国産陶器との比は 3: 1で中国製品の方か多い。鼠的な

変動は多少あるが，一乗谷とほぼ同時期の全国の遺跡でもこの傾向は変わらない。碗と皿を比較すると，

碗か342点， lIIl.が304点ではぱ同数であるが，鉄釉碗のはとんどが喫茶用の天目茶碗なので，これを除く

と食膳用としての碗の割合はかなり低くなる。出土点数を発掘面積で割った 1面あたりの遺物点数は，

4.5/m2となり，これまでの一乗谷の調査のあり方(8-28/m') よりもかなり低い。この数値は，遺構の残

存状況の他，調査地区の性格によって異なることが知られており，武家屋敷は低い数値か得られ，町屋

地区 (26/m'-36次調査）は裔い数値か得られる。これは，陶磁器が生活の基本に関わる器なので，単位

面積あたりの屋敷数（世帯数）と関係すると考えられる 101) 「新馬場」の場合，一般の武家屋敷としては最

大クラスの面積なのに加えて，遺構の残存状況か良くなかったので，単位面積当りの出土遺物点数か少

なかったのであろう。

遺物群の組合せについて

I期出土の遺物

I期については，壊れた石積施設 SF288や屋敷中央の溝を除いては，しっかりとした遺構面を検出す

ることはできなかった。しかし，遺物については，新1日二つのグループの遺物群を得ることが出来た。

I期の遺構群に伴う遺物群から述べる。越前焼甕は，時期が推定できる口縁部の出士例か少ないか， N

群 aかすでに出現していることは注目してよい。揺鉢は，口縁部の沈線か消滅したIII群に属するものか

III 期 II 期 I 期 合計 Ill 期 II 期 I 期 合計

大甕 I 

゜゜
2 2 古天目茶碗 4 6 2 12 

大甕 II 

゜
1 2 3 天目茶碗 69 10 7 86 

大 甕 IIIa 2 

゜゜
2 鉄釉 皿 1 

゜゜
1 

大 甕 IIIb 2 

゜゜
2 合計 74 16 ， 99 

大 甕 W a 4 2 2 8 灰釉碗 11 8 6 25 

大 甕 N b 4 2 

゜
6 灰釉平碗 13 6 4 23 

大甕 N C 11 1 

゜
12 灰釉腰折皿 3 4 1 8 

合計 23 6 6 35 灰釉端反1II1 18 3 4 25 

揺鉢 I 

゜
(1) (1) (2) 灰釉菊 lIIl. 1 

゜゜
1 

揺鉢 II 8 

゜
1(1) 9(1) 白 盗系 14 1 5 20 

播 鉢 IIIa ， 
゜

2 1 1 合計 60 22 20 102 

播 鉢 IIIb 17 11 2 30 

揺 鉢 N a ， 6 

゜
15 

表 7 瀬戸・美濃焼遺構面別出土一覧

揺 鉢 N b 4 1 

゜
5 

合計 47 18(1) 5(2) 70(3) 

表 6 越前焼遺構面別出土一院
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Ill 期 II 期 I 期 合計 III 期 II 期 I 期 合計

染 付 碗 B群 2 1 1 4 青磁無文碗 a

゜
1 4 5 

染 付 碗 c群 31 7 2 40 青磁無文碗b 6 ， 4 19 

染 付 碗 D群 7 2 

゜
， 青磁蓮弁文碗a 4 

゜゜
4 

染 付 碗 E群 13 1 

゜
14 

青磁蓮弁文碗b 4 1 3 8 

ムロ 計
青磁蓮弁文碗c 27 12 

゜
39 

53 11 3 67 
青磁雷文碗

゜゜゜゜染 付 皿 81群 29 16 3 48 
青磁稜花皿 13 10 18 41 

染 付 皿 c群 40 

゜
2 42 

青磁菊皿 10 

゜゜
10 

染 付 皿 E群 5 

゜゜
5 青磁輪花皿 19 

゜
2 21 

A ロ 計 74 16 
I 

5 95 A ロ 計 83 33 31 147 

白 磁 碗 7 

゜゜
7 

表 8 染付遺構面別出土一覧
白磁皿 B群 10 1 

゜
11 

多い。土師質皿は B類， C類， D類等が出土して 白磁皿 c群 190 ， 6 205 

いるが各類間の量的な関係に付いては把握しきれ 白磁碁笥 1II1 8 

゜゜
8 

なかった。天目茶碗は丈が高く全体に丸味があり 白磁菊皿 39 4 

゜
43 

ロ縁下のくびれの少ないタイプと全体に直線的に
ムロ 計 244 14 6 274 

なりつつあるタイプとが出土している。灰釉皿は， 表 9 青磁・白磁遺構面別出土一覧（注．7)

出土例が少ないが，これも腰部で強く屈曲して外反するタイプと付け高台で端反りの小皿とがある。

第18図で示したように古い一群の遺物を得ることが出来た。すなわち，越前焼では I, II群に属する

甕 (1~ 5）や I群に属する播鉢 (8~11）であり，瀬戸・美濃焼では白淡系の碗(21, 22)，卸皿 (25,

26)である。越前焼甕についてはII群の甕の口縁が，嘉元 4年 (1306)銘や元享 3年 (1321)銘のある

甕の口縁と類似することから14世紀前半を中心とする時期が想定され，播鉢についても片口と付け高台

を有するが， 13世紀後半に想定している水上窯出土の播鉢より高台が退化しており時期的には少し下る

ところから，これらの播鉢も 14世紀前半を中心とする遺物群と考えて大過なかろう。白炎系碗について

は，退化した付け高台から「白盗系V」に相当し，その暦年代は14世紀中菓が想定されている。以上の

ように，これらの遺物はいずれも 14世紀前半から14世紀中頃の時期を示している。

これまでの一乗谷に於ける発掘調査では，越前焼については 1群に属する甕が各地でわずかに出土し

ているだけで， I群の播鉢や白姿系の碗などは「新馬場」を中心とする字平井地係以外では出土してい

ない。 14世紀前半代の遺物の量は少ないのは， I期の層まで掘り下げたのは 450面に満たず面積的にも

狭<, 1期の層そのものが基本的には一乗谷の町割が造られた最初の時期に相当すると考えられ，調査

が14世紀の層まで及んでいない。

これらの遺物群とよく似た組成を示す遺跡に柚山城跡がある。昭和52年柚山城の麓にある「伝飽和宮

跡」の発掘調査で 1群の甕， I群の播鉢のほか白盗系の碗・皿，腰部が露胎の天目茶碗，灰釉の平茶碗

などが出土している。ここではこれらの遺物に伴う土師質1lilも出土しているが，一乗谷の「10・ 11次調

査」では土師質皿は確認していない。豊原寺華蔵院跡の調査でも下層からこれらに相当する遺物群が認

められる。

II期の遺物

基本的には 1期の新しい時期の遺物群と変わらない。越前焼では， III群 b・ N群 aの甕， III群の播鉢

が主体となっているがW群 aの甕が確実にII期の遺構 SD320から出土している点については注目され
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る。土師質llil類は c類． d類を主体に各種類か出土している。土師質皿については，細片が多く各種類

の量的な関係については分析できなかったか， II期． III期とも共通した種類か出土している。天目茶碗

では，全体に丸みを帯び口緑下かあまりくびれないタイプの天目茶碗が目立ち，灰釉皿は，腰部で深く

屈曲し大きく外反し，削り出し高台で腰部から下が露胎のタイプと全面に施釉され端反りで付け高台の

タイプとがあるか，前者は，誠的にきゎめて少ない。青磁皿では，厚手のいわゆる稜花皿か主で，器壁

の薄い輪花皿や菊皿は認められない。白磁皿は，端反りのC群か主体を占める中に少誠のB群か混じる。

染付では，碗． llilともに B1群， C群で構成されており，新しいタイプとされる E群は出土していない。

なお B群の碗とみられる小片も出土している。 B群の碗については，過去の一乗谷の調壺を振り返って

みると極小数なから各調査地区で出土している。

III期の遺物

この時期の遺構面から出土した遺物は多贔でかつ多様である。

越前焼甕は， I ～ N群まで各種類か混在しているか，主体をなすのはW群 b, N群 cである。襦鉢も

播目かつまり，沈線か段か口縁の直下に巡る W群か主体を占める。天目茶碗は，丈が高く全体に丸味か

あり，口縁部のくびれの少ない大窯初期のタイプから，より直線的で口緑部のくびれが顕著な新しいタ

イプに比重が移って来る。灰釉llilは付け高台で端反りのl1I1か主体になり，さらに同じく付け高台で内湾

する皿か混じる。青磁碗は，あまり変化かないが， llilはI期． II期ではなかった菊llilや輪花皿が現れた。

白磁も端反り皿が主体になり，菊皿も多数見られる。染付碗については，量的に少ないこともあって，

古いタイプとされる C 群• D群の量は余り変化かないか，新しいタイプである E群が高い割合を占める

ようになる。染付llilもはは同じ様な傾向を示すが，古い B群c群か多く残り新しい E群の割合か低い。

注

1 小野正敏「第 4回貿易陶磁研究集会」その成果と課題 貿易陶磁研究No.4 1984 

2 福井県立朝倉氏遺跡資料館「県道鯖江・美山線改良工事に伴う発掘調査報告書」 1983 

3 水野九右衛門他「水上古窯祉群発掘調壺報告書」 1980 宮崎村教育委員会

4 楢崎彰ー・美濃古窯研究会「美濃の古陶」編年表（井上喜久男作製） 1976 

5 小野正敏，吉岡泰英「史跡柚山城II」 1972 南条町教育委員会

6 小野正敏，吉岡泰英「豊原寺II」 1981 丸岡lllJ教育委員会

7 青磁無文碗 aは端反り碗， bは内湾碗，青磁連弁文碗 aは鏑蓮弁文・ rt)広蓮弁文， bはヘラ刻蓮弁文， C は線描

蓮弁文である。
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第 1図石垣立面図(1)
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第 2図石垣立面図(2)
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第3図土層図
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第4図 遺構平面詳細図(1) 口
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第 5図 遺構平面詳細図(2)
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第 6図 遺構平面詳細図(3)
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第 7図 遺構平面詳細図(4)
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第 8図 遺構平面詳細図(5)
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第 9図 遺構平面詳細図(6)
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第10図 遺構平面詳細図(7)
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第11図 遺構平面詳細図(8)
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第12図 遺構平面詳細図(9)
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第13図 遺構平面詳細図(10)
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第14図 井戸詳細図
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第15図石積施設詳細図
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PL. 2 

中央排水路 (S0312, SF283, SZ272, S0271)（東から）





全景

（東から）

（南東から）

（南から）



道路SS260と

土塁SA261

S5260 SA261 

5D268 

（南から）

同 上

（北東から）

SA261 

東面石垣

（北端部）



土塁 SA262

全景

（東から）

東半部

（西から）

＾
 

，，
 

_, 



土塁 SA263

東半部

（東から）

南面石垣

（中央部）

北面石垣

（東端部）



側溝S0268他と

門SI278 

◄ 5D268中央部
（南から ）

► 5D271 • 273 
（東から ）

5D274 

（東から）

SI 278 

（東から ）



屋敷東半部

東端部

（南から）

中央寄

（南から）



屋敷西半部

中央寄

（南から ）

西端部

（南から ）



建物

58280 
（北から ）

5B281 
（西から ）

掘立柱群

SX338他
（北から ）



通

5S282 

（東から ）

55335 
5D313 
（東から ）



塀 (1)

(
9
,q
固

竺
E
O
S
•
6
6
l
'
o
'
S

(
9
,q
酒
）

l
O
E
 ・
 O
O
E
'
v
'
S
 



塀 (2)
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III期遺構面・床土・表土出土の遺物(3) PL. 34 
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第32図 第10• 11次調査・遺物(17)
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III期遺構面・床土・表土出土の遺物(4) PL. 35 
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III期遺構面・床土・表土出土の遺物(5) PL. 36 
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第33図第10• 11次調査・遺物(18)
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III期遺構面・床土・表土出土の遺物(6) PL. 37 
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III期遺構面・床土・表土の遺物(7)
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第34図第IO• 11次調査・遺物(19)

5

0

5

5

1

6

I|
l
l
l
J
5
2
5
 

5
 

5
 

3

<

u502
:
 

り

u

り
ー
＼

゜
5
 

(

勺＼
 

二

。゚

，
 

4

9

5

{

J

l

 

＼
 

□

n
~
 

[

＼
 

月
日
甘
甘
U
498/509

~
 

[
 

-

9

¥
 

川
閲
旧
巾
閃
ー1
1

□
ば
ー
~
い
"
mり

8
 ゜

l
l
u

4
9
7~

5

?
H
甘
り，

 

爪
闊

門
リ

り

~

5
0
7

9
6
e
|
’
 

4
 

ふ

5

`

I
ー

ー

1
"
"V506

，
 

4
 

0 10cm 

金属製品煽止495・496 鍵497 鎚498 火箸（二次匝用 ）499・500 役輪(7)501 釘502-531 鉄鍋532



III期遺構面・床土・表土出土の遺物(8) PL. 39 
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第35図 第IO• 11次調査・遺物(20)
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III期遺構面・床土・表土出土の遺物(9) PL. 40 
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III 第 54次調査報 告



1.調査の経過と概要

この調査区は，城下町一乗谷の中心である上下の城戸によって区画された「城戸ノ内」の中程，やや

南寄の一乗谷川の西岸に位置している。朝倉氏第 5代当主義景の住した朝倉館とは，川をはさみ，相対

する位置にあって， 「一乗谷古絵図」にも，有力家臣の名が多く示され，また，水田畦畔等にも，これ

を裏付けるように，比較的大きな屋敷跡と推定される地割も読み取られていた。昭和46年に，この谷の

主要部約278ヘクタールか国の特別史跡に指定されたのを機に，以後の継続的な調査計画が策定され，す

でに，当主の住した「朝倉館」の調杏を終え，これを受け，谷内の主要地点を調査し，その概要を把握

することを第一とした。また，同時に，県道の改修も計画されており，これが主として，一乗谷川西岸

を通ることとされ，その事前調査も平行して実施した。調査の第一に計画されたのか，この有力家臣団

の屋敷が想定されるこの地区であって，第10• 11次調査としてこれを行い，その結果，想定通り，大規

模な屋敷群の存在が確認され，さらに，これらか，計画的な道路を中心に配されていることも判明した。

こうして，谷内に計画的な町造りが実施されていたことが明らかになり，この詳細な資料を得ることも

新たな計画として組み入れられた。主要な各地点と，谷内を縦断する道路の事前調査の結果，この地区

一帯には，大きな武家屋敷群が存在し， （ここをその中心の地籍名から，平井地区と通称している）ま

た，北方の谷の中心部西岸には，寺院•町屋が集中し，（これを同様に，赤渕，奥間野地区と通称する）

これらか良く残存していることから，この 2地区を面的に広く調査することとした。この平井地区は，

第10・ 11次調壺に始って，第15・ 24 ・ 25 ・ 29 • 30次と継続され，すでに約15,000面を調在している。ま

た，赤渕，奥間野地区は，約25,000mを調査している。第54次調査は，こうした，調査成果を受け，ま

た， 「ショーゲドン」と通称される所であって， 「一乗谷占絵図」にみえる「鰐渕将監」の屋敷跡でな

いかと考えられる区画の構造を解明することを目的として計画された。（第10・ ll次調査•PL. 3参照）

発掘調査区は，福井市城戸ノ内町字平井，通称「ショーゲドン」である。第10・ 11次調壺区の南，第

29次調査区の西に位置する。第10・ 11次調壺区との境は，農道となっている高まりであって，先の調査

により，これが土塁跡であることが判明していた。また，第29次調査により，今回の調壺区の東に南北

方向道路か存在し，これに面して，土塁と門が一部確認されていた。第10・ 11次調企で確認されている

この屋敷の北境界となる東西方向土塁から約30m南に水田畦畔石垣が存在し，この石垣を境にして，南

の水田面か約0.5m高くなっており，また，この石垣線の延長付近の道路に面する南北方向土塁石垣に，

約 3mの間隔をおいて 2カ所の暗渠出口かみられる。こうした点から，この石垣か屋敷の南境界を伝える

ものと推定された。こうして，東西約60m, 南北約30m, 面積約 1,800面の調査区か設定された。

調査は，昭和61年 4月2日に開始し，まず，先の調壺残土や耕土を除去することから始めた。途中，

5月2日からは，上城戸脇に位罹する一乗小学校の校舎建設に伴う事前調査のため， 6月15日まで中断

した。その後，梅雨による天候不順により調査はなかなか進展しなかったが，梅雨の明けた 7月後半からよ

うやく軌道に乗り， 9月30日にほぼ基本的な調壺を終えた。その後，士層図等の作成を行い，同年11月

19日には，続く第56次調壺区（下城戸）と共に，ヘリコプターによる空中写真測量等を実施し，平面実

測図，石垣立面図を得，現場作業を終了した。

調査区の地形は，先にも述べた通り，北と東に土塁跡と推定される幅 2~3 mの高まりがあり，南は

石垣によって，約0.5mの高低差がみられ，この石垣裾に水路が存在した。西は，山裾であって，この裾
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線に沿って水路と農道が設けられており，これらは，水田面より約 lm高い位置に存在している。これ

らに囲まれた，ー屋敷と推定される区画内は，南北に大きく 2分割され，さらに南半は 3分割，北半は

4分割されていた。この細分化された水田は，西の山裾側が小さく，東が大きい。全体としては，南か

ら北へ，西から東へ，若干傾斜している。

調査は，まず，先の調査の残土と耕土を除去し，第10・ 11次調査で一部検出されていた北の東西方向

土塁を基準として， 3mグリッド方眼を設定した。次いで，屋敷を区画する土塁を明確にすることとし，

東北，南の順にこれを進めた。その後，東から西へ，順次，水田床土を除去し，遺構の検出を目指し

た。東半では，門建物と掘立柱穴を除き，大半が削平されていることが判明した。西半では，北半を中

心に，井戸や建物礎石等が検出された。東半を中心に，再度，下層へと調査を進め，上層の門建物から

は，約0.4m下層で，礎石建物を中心とする遺構群を検出し，また，北半で，前身土塁石垣と推定される

石列等を検出した。なお，水田化による削平は， 2度実施されていることも明らかとなった。こうして

ほぼ，遺構の検出を終え，最後に，土層のチェックのため深掘トレンチを設け，調査を終了した。

以上，調査の結果，遺構の残存状況は，良好とはいえないものの，土塁位置の変更を伴う屋敷の改変

や，屋敷内の基本構成を知る資料を得る等の成果を上げることが出来た。ここでは，こうした成果を，

土塁で囲まれた屋敷について報告する。そのため，一部，調査区とは若干相異する点もあることを了承

願いたい。

挿図12 周辺地形図
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H 誌抄

第54次調査昭和61年 4月2日～ 5月1日， 6月20

日～10月2日， 11月16日～11月19日。

M N O P Q R S T U V W X Y Z 

挿図13 グリッド設定図
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35 

34 
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31 

30 

29 

28 

27 

26 

25 

24 

23 

22 

21 

20 

4. 2 調査開始。発掘器材等搬入。第10・ 11 ・ 29 

次調壺残土および耕土除去から着手。

4 • 16 残土・耕土除去終了。

4 • 17 東土塁 SA979西面石垣の検出。

4 • 18 北土塁 SA26冴サ旦の検出。 （→21日まで）

4 • 22 南土塁 SA3310北面石垣の検出。（→23日

まで）

4 • 23 地区杭の設定。床土を除去し，遺構の検出

を始める（東から）。門建物 SB3319礎石検出。

4 • 30 束土塁北半 SA264西面検出。

5 • 2 緊急調査（一乗小学校校舎建設に伴う事前

調杏）のため中断。（→ 6月19日まで）

6 • 20 調査再開。雑草の除去。当初設定したセク

ションラインは旧水田畦畔に当たるため北へ 1グリ

ソド変更する。

6 • 27 第10次調査後仮埋してあった石積施設 SF

326を再発掘。梅雨による天候不順のため，以後約 1

カ月調査停滞。

7 • 25 梅雨明。第一層遺構検出終了。西北部を中

心に井戸 SE3323, 越前焼大甕埋設遺構 sx3333等

か検出される。

7 • 28 石積施設 SF3327検出。木製遺物等を伴う。

7 • 29 束部から再度下層遺構の検出作業を始める。

8 • 1 午前は資料館開館 5周年特別展「一乗谷と

中世都市」のオープンセレモニー。

8• 2 井戸 SE3322検出。

8• 6 下層塀 SA3315検出。石積施設 SF3324の

- 37 -

掘り下げ。土師質皿か多く出土。

8 • 7 2基の井戸掘り下げ完了。 SE 3322は深さ

3.4m,銅製水指等出土。 SE 3323は深さ4.4m，越前

焼壺等出土。

8 • 9 シンポジウム「一乗谷と中世都市」開催。

（→10日）全国から百名を超す参加者で谷内は活況。

8• 11 礎石建物 SB3317検出。

8 • 13 建物 SB3317内より，地鎮具かと思われる

セットの土師質皿 4カ所で出土。 また瓦質火鉢出上。

8 • 18 礎石建物 SB3316検出。

8 • 22 旧土塁石垣 sv3311検出。

8 • 25 石積施設 SF3325 ・ 3326検出。南面土塁 S

A3310の南石垣および溝 SD3332検出。

8 • 31 特別展盛況の内に終了。

9 • 1 展示替。 （→ 3日）

9 • 5 南土塁に沿う石積施設群検出。

9 • 20 基本的発掘調査終了。

9 • 22 写真撮影のため遺構清掃。（→24日まで）

9 • 25 遺構写真撮影。（→27日まで）

9 • 29 補足調杏（断ち割等）実施。

9 • 30 発掘調査終了。

10 • 16 土層図作成。（→17日まで）

11・16 写真測量のため清掃。

11・18 写真測量対空標識設置。石垣立面地上写真

測量実施。

11 • 19 ヘリコプターによる空中写真測量実施。



2.遺 構 (PL41~51，第37~44図）

検出した主な遺構は，土塁 3' 溝 2' 門 1' 塀 3' 礎石建物 5' 井戸 2' 石積施設 8' 大甕埋設遺構

1' 暗渠 4等である。これらは，層位等から，大きく 2時期に分けることか可能である。これを，下層

を1期，上層を II期と呼ぶこととする。 1期は，この地区の道路や土塁と共に，この屋敷が造成された

時である。そして， II期は，これを廃し，北の屋敷境界となる土塁を約 3m北へすらし，屋敷を拡大し，

1期の遺構に対し，束で，約0.3-0.4m上層に造られる。なお，深掘トレンチによって， 1期の遺構群

に先行する遺構面か一部検出されているが，小範囲の調査であって，明確な遺構か確認されておらず，

また，町割等との閲係も明らかでない。ここでは， I ・ II期の検出された遺構を中心に報告する。なお，

北隣の屋敷（第10・ 11次調在）の遺構との関係は，その境界となる上塁の変更が共に， II期となる。第

10 ・ 11次調杏区では，さらにIII期の遺構か区分されているが，この屋敷には，この時期の遺構か存在し

ないのか，それとも， II期の遺構かそのまま存続するのかは明確でない。

遺構は，町割等に係る土塁等と，屋敷内の諸遺構に分け，屋敷内は，さらに， I ・ II期の時期別に分

けて述べる。なお，ここで使用する方位は，通例にならい，谷地形を重視し，谷の人口を北，嬰を南と

するか，これは，地図上の方位とは若干異る。北の東西方向上塁と地図上の東西線は，士塁か，西で北

へ約5゚ 振れている。また，遺構平面図等の外方へ示した数値は，第VI座標系に基くものである。他の調

在の報告等と合せ，町割解明の基本資料として活用顧いたい。

a. 町割関係（表10)

これまでの各調査により，第10・ 11次調査で検

出された南北方向の道路 ss260は，この屋敷の中

程，やや北寄の門SI1082近くで，東西方向の道路

ss 975とT字に交わり，ここで，少し方向を変え，

ss 976として南進することか判明している。また，

これらの道路は，これを横断する溝や，その側溝

等から，新旧 2時期あることも明らかとなってい

る。道路等を含む東の区画については，別に報告

を計画しているので，ここではふれない。

SA262 屋敷の北境界となる東西方向の土塁で，

遺

種 別

土塁

土 三田

土塁

土 三白

石列

門

門建物

表10 町割関係遺構一覧

構
摘 要

番 号

SA 262 II 期

SA 264 I ・ II期

SA 979 I ・ II期

SA 3310 I ・ II期

sv 3311 I期（→IISA 262) 

SI 1082 I ・ II期

SB 3319 II 期

すでに第10・ 11次調査によって東半が検出されていた。この土塁と，東の境界となる南北方向の道路に

沿う士塁 SA264との内角は約91゚ である。幅は，約2.lm (7尺）であって，農道として，水田内に少し

高く残されていた西半が保存か良く，高さは約 lmである。この士塁によって，北の第10・ 11次調査に

より確認されている屋敷と分けられるのであるか，上部の構造を示す遺構は検出されていない。下部の

南面石垣は，北の隣屋敷に面する北面石垣同様，径0.5-1.0m程度の自然石を横使いとして， 1 ～ 2段

積み上げている。 （第37図，土塁石垣立面図参照）この士塁の石垣基部と他の遺構の関係から，この土

塁は， II期に築造されたものであることか判明している。西の山裾部は未調査であって，検出長は，約

51mである。 (PL 45) （第10・ 11次調杏参照）
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SD987 

挿図14 土塁 SA979東面石坦立面（南半） （1 /50) 

SA264 • 979 南北方向の道路 ss260 ・ 976に沿い，屋敷の東境界となる南北方向の土塁である。中程，

やや北寄に門 SI1082が設けられており，これを境に，北を SA264, 南を SA979とする。ここでは，

東西方向の道路 ss975も取り付いており，町割軸の変換点と考えられ，南北の 2つの士塁の間には，約

6゚ の違いかあって，内へ折れ曲っている。また， SA 264と北の屋敷の東上塁 SA261の間にも約3゚の違

いか生じている。 SA 264は，中程の暗渠 sz270を境にして，北は約2.7m (9尺），南は，約2.lm(7

尺）と幅が異る。これは，後に述べるように， I期には，ここに北境界の土塁が取り付いていたものを，

II期に SA262に変更したことによると思われる。なお，この SA264は，大半か削平されており，基部

の石列を残すのみであった。これに対し，南半の土塁 SA979は，水田内にも，よく跡をとどめており，

屋敷内側の西面石垣や，道路に面する東面石垣の南端部は，良く保存されている。高さは，道路側で約

1.5m, 屋敷内側で約1.2mである。しかし，他の土塁同様，上部構造を示す遺構は検出されていない。

また，石垣の石は，屋敷内の西面で径0.6m前後，道路に面しては 1~1.5m前後の大きなものを使用し

ている。 （第37図，土塁石垣立面図，および挿図14参照）幅は，約2.lm(7尺）であって， I ・ II期を

通して存在する。 (PL. 45) 

SA3310 屋敷の南境界となる東西方向の土塁である。崩れた所も多く，幅，方向とも一様でない。も

っとも保存の良い中程で，幅は，約1.2m (4尺），高さ，約1.2mである。束の南北方向の土塁 SA979 

との取り付き部あたりは，約1.8m (6尺）の輻となっている。方位は，中程を基準に考えると，南北方

向土塁 SA979との内角は，約88゚ であり，そのため，北の境界となる土塁 SA262との間に約7゚ のずれ

が生じ，屋敷は，西の山裾へ向って狭くなる。なお，この南北の 2つの東西方向の土塁の間は，道路側

の南北方向の土塁との取り付き部で約33mである。山裾部は未調査であって，検出長は，約45mである。

石垣の多くは崩れており，不明な点もあるか，中程の石垣基部から考え， I ・ II期を通じて存続したと

考えられる。なお，この土塁によって分けられる南隣の屋敷とは約0.4mの高低差である。 (PL. 45) 

SV3311 屋敷の北境界となる束西方向の土塁 SA262の約 3m南に位涸する東西方向の石列である。 I

期の遺構であって，比較的大きな石か，南に面を持って連続している。この石列に沿って，南には， 2 

つの石積施設 SF3325 ・ 3326が検出され，また，この石列の延長線上の南北方向士塁 SA264には，暗渠

sz 270が存在し，これを境に，この土塁幅も異っている。こうした点等から，この石列は，士塁石垣の

基部と推定される。すなわち， I期には，この石列によって，北の第10・ 11次調査で検出された屋敷か

分けられ， II期に至って，この土塁を廃し，約 3m北へ位置を変え，土塁 SA262を築造したと判断さ

れる。 (PL. 50) 

SI 1082 • SB 3319 南北方向の道路に面する東士塁 SA264 ・ 979に設けられた門とその建物である。

2段の構成で道路から屋敷に至り，そこに門建物 SB3319を設ける。門 SI1082は，少し外開きになっ
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ており，道路に面する側で，間口約3.8m (12.5尺），屋敷内で，約 3m (10尺）である。第 1段の石列

は，新期の道路面とほとんど差がなく，この下層に古い時期の道路面が存在することも知られており，

また，他には，門跡の痕跡がみられないことから， I期から存在したと考えてよい。すなわち， 1期に

は， 1段構成であったものを， II期に 2段構成に改めたと判断される。第 1段は，径0.4-0.5m程度の

偏平な自然石を用いるのに対し，第2段は，長径0.8m前後の大振りの石を用いている。この第 2段は，第

1段の石列の内側，約1.3mにあって，約0:25m高くする。これによって， II期の遺構面の上昇を処理し

たものであろう。また，このため， II期の門建物 SB3319は，この第 2段の石列の内側に設けられ，少

し屋敷内に入りすぎの観がある。この門建物 SB3319は，径0.6m前後の硬質の偏平な自然石 4個を

礎石とするもので，この礎石上面に，柱据付け位置を示すと考えられる陰刻線があって，南北（正面）

2.42m (8尺），東西（奥行） 1.52m (5尺）である。このことから考え，薬医門，あるいは高麗門形式

の建物と推定される。 (PL. 49) 

b. I期の遺構（表11)

SZ270 屋敷の北端近くに位置する南北方向の土塁 SA264に設けられた暗渠である。幅は， 入口で

0.5m, 出口で0.3mである。側石は一石で，暗渠の高さは，約0.3mである。入口近くの底には，扁乎な

石を敷き並べている。蓋石も良く残っている。この暗渠から出た水は，外の南北方向の道路 ss260を

横断する溝 SD269を経て，道路側溝 SD268へ向う。この外方の 2つの溝 SD268 • 269には，道路の改

修に従って新旧 2時期があることが知られているが，暗渠が直接取り付く SD269は，そのまま位置を変

えず積み増されており，いずれの時期とも決定しがたい。この暗渠の設けられている土塁 SA264が，こ

の暗渠を境に幅を変え，また，ここに， I期の旧土塁石垣 sv3311が取り付くと考えられることから，

表11 I 期遺構一覧

遺 構 遺 構
摘 要 摘 要

種別 番号 種別 番号

暗 渠 sz 270 sx 3345 

＂ sz 1089 sx 3346 

塀 SA 3315 ピット群 sx 3351 

建 物 SB 3316 ＂ SX 3357 

＂ SB 3317 ＂ sx 3358 

＂ SB 3318 
＂ sx 3359 

石積施設 SF 3325 
＂ SX 3360 

＂ SF 3326 ＂ sx 3363 

溝 SD 3331 
＂ SX 3365 

その他 sx 3334 SB 3316関連？ ＂ sx 3367 

＂ sx 3335 ＂ ＂ SX 3368 

＂ sx 3336 
＂ sx 3369 

＂ sx 3337 ＂ 炉跡？ 土 砿 sx 3371 

石 列 sx 3338 SB 3316 ・ 3317を繋ぐ sx 3373 
sx 3339 暗 渠 sz 3374 
sx 3344 
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断面図

挿図15 暗渠 SZ270詳細図 (1/50) 

1期に造られ， II期にも存続したと考えられるよう。なお，この暗渠が受けるべき屋敷内の溝は検出さ

れていないが，旧土塁石垣裾に集った水を排水したのであろう。 (PL. 50) 

sz 1089 屋敷の南端の南北方向の土塁 SA979に設けられた暗渠である。入口の大きさは，幅0.35m,

高さ0.35mであり，出口は，小さく，幅0.3m, 高さ0.2mである。この暗渠を通った水は，南北方向の

道路 ss976を横断する溝 SD988を経て，道路側溝 SD986へ流れる。また，この暗渠は，屋敷の南境界

となる東西方向の土塁 SA3310の東端部に設けられた暗渠 sz3374と繋っており，南隣の屋敷からの水

を排水している。しかし，この暗渠の存在する屋敷内には，この暗渠と繋がる溝等は検出されていない。

なお，隣屋敷のこの暗渠を通じて排水する溝は，後に直進して新たに設けた暗渠 sz1090を通じ，直接

屋敷外へ排水されている。これに応じ，道路横断の溝 SD988も改修され，また，土塁石垣に沿って南の

新たな暗渠 sz1090まで延長されている。この改修は，道路の改修に伴っている。なお，この暗渠 sz

1089はII期にも存続した可能性も残されている。

SB3316 屋敷内中央部やや東寄に位置する礎石建物である。東西約7.5m，南北は不明な点も多いが，

北寄の石の集まり sx3334 ・ 3335がこの建物と関係しそうで，このあたりまでの，約llm程度であろう。

礎石は南半を中心にかなり~大きさや，そのレベルに若干ばらつきもあり，また，不

規則であって，基本となる柱間寸法を読み取ることは出来ない。幾度かの小改造を経て，このようにな

った可能性も考えられる。なお，礎石配置から，東に幅約0.9m(3尺），南に幅約1.2m(4尺）程の庇

的な部分が読み取られる。縁と推定されよう。この建物内に存在する sx3336は，周囲に，外に面を持

って石を並べ，内部は，他に比べ若干高くし，小礫で埋めているが，用途等は明らかでない。また，西

南部の sx3337は，内側に面を持つ石組であって，その構造等から，囲炉裏の基部の可能性も考えられ

ている。 (PL. 46 ・ 48) 

SB3317 屋敷内東半，南寄に位置する礎石建物である。先の礎石建物 SB3316とは，約2.4m(8尺）

の間を置いて存在する。北西隅部の礎石群が残るのみであって，これらの礎石は，約0.94m (3.1尺）間

隔で配されている。このことから，この建物は，一乗谷では一般的な柱間寸法である 6.2尺を基本柱間

としていたと推定される。また，これまでの調査例から，建物の外周部は，ほぽ半間毎に礎石を配して

いる例が多いことから，これが建物の北西隅部と考えて良いと思われる。なお，この建物の西辺には，

北の建物 SB3316と連絡する縁が存在したようで，この繋部の石列が SX3338であろう。建物の規模は

—-41 -



明らかでないが，後述する塀等から考え，東西 4間（約7.5m)，南北3.5間（約6.6m)程度と推定され

る。また，この建物の礎石脇 3カ所から，口径 9cmの土師質皿（分類では1)類とされる）が， 2枚重ね

の状態で出土しており，地鎮等に関係するのかも知れない。 (PL. 48) 

SB3318 屋敷のほぼ中央に位置する礎石建物である。礎石は，一部が残るのみであって，規模等は明

らかでない。先に述べた，東の礎石建物 SB3316に接するように存在したと推定される。

SA3315 屋敷の東南部に位置するコ字形の掘立柱を用いた塀である。礎石建物 SB3316の東南隅礎石

の東に接して掘立柱穴が存在し，ここから束へ約4.2m, そして，南へ折れ，約9.3m,再び西に折れる。

柱穴を中心に，幅0.3m弱の黄色土の帯が検出されている。この黄色土は薄く，また，柱穴の側面にはみ

られず，北辺の柱穴間の狭間石を覆うように張りついている。こうしたことから，この黄色土は，塀の

土壁の痕跡と考えられる。柱穴の間隔は，東辺は，約 3m (10尺），南辺は，約1.5m(5尺），北辺は，

西が1.8m(6尺），東が2.4m(8尺）である。また，柱穴から，柱は，丸太と考えられる。門を入って

正面に位置する礎石建物 SB3316の東辺には雨落しの溝が存在し，この東側（正面）は，比較的良くし

まった砂利の多い面であって，この砂利面と溝が，塀の北辺で止まっている。また，この北辺の東寄り 6

尺間は，当初から狭間石が存在しなかったと考えられること，そして，柱間も，他の東，南が， 5尺あ

るいは，これの 2倍の10尺間とするのに対し， 6尺間としていること等から，ここに塀中門を設けてい

たのではなかろうか。南辺の黄色土は，ほぼ， SB 3316の東辺の延長線付近まで延びている。西の礎石

建物 SB3317の東南部が明らかでないので，不明な点も多いが，この塀の西南隔柱は，建物 SB3317の

東南隅柱に取り付き，中庭を形成していたと判断される。

S F 3325 • 3326 旧土塁石垣 sv3311に接して設けられた石積施設である。 SF 3325は，北壁をこの石

垣で兼ね，東西約1.8m, 南北約1.8m, 深さ約0.7mの規模を持つ。比較的大きな石を用いている。また，

SF 3326は，この SF3325の西にあって，旧土塁石垣からは少し離れる。規模は，東西約2.4m，南北約

1.2m, 深さ約0.5mである。 (PL. 50 ・ 51) 

SD3331 礎石建物 SB3316の東辺に沿う南北方向の石組溝である。幅は， 0.3m,深さ， 0.15mであっ

て，塀 SA3315の北辺，建物 SB3316の東南隅から始まり，北へ流れる。北部は，後世の削平があって，

不明となる。おそらく，旧土塁石垣 sv3311まで延び，この石垣に沿って暗渠 sz270へ向ったものであ

ろう。 (PL. 50) 

SX3339 • 3344 • 3345 • 3346 いずれも比較的多くの石が集まるものであるが， 明確な面等は見られず，詳細は

明らかでない。

SX3351 中程，やや北西寄のピット群である。深さは， 0.1~0.Zmと比較的浅い。木炭・焼土等で埋っ

ていたが性格等は明らかでない。

SX3371 南土塁 SA3310の脇，やや西寄に位置する土砿である。北に一部石積面らしき石もみられる

が，詳細は明らかでない。

なお，他にも石が集中する所やピット等が若干存在するが，性格等不明である。

C. II期の遺構（表12)

SV3312 屋敷の北境界となる東西方向の土塁SA262に平行し，この南約 3mに存在する石列である。扁

平な自然石を，南に面を持って，一石並べたものであって，積み上げはなかったと考えられる。この石

列を境にして，北の土塁との間は，少し高くなっていたようである。そして，ここには，若干礎石的な
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表12 II 期遺構一覧

遺 構
摘 要

遺 構
摘 要

種 別 番号 程 別 番号

石積施設 SF 326 ピット sx 3347 

石 列 sv 3312 ＂ sx 3348 炭・焼土だまり

塀 SA 3313 ＂ sx 3349 

＂ SA 3314 ＂ SX 3350 掘立柱穴

建 物 SB 3320 ＂ sx 3352 炭だまり

＂ SB 3321 sx 3353 

井 戸 SE 3322 sx 3354 

＂ SE 3323 sx 3355 

石積施設 SF 3324 sx 3356 

＂ SF 3327 sx 3361 

大甕埋設 sx 3333 sx 3362 

炭ピット sx 3340 sx 3364 

sx 3341 溝？ ピット sx 3366 掘立柱穴sx3343と一連？

sx 3342 SB 3319関連 ＂ sx 3370 掘立柱穴

ピット sx 3343 掘立柱穴 ＂ sx 3372 ＂ sx 3370と一連？

石もみられることから，土塁から差し掛けるような建物か存在した可能性も考えられる。 (PL. 47) 

SA 3313 屋敷内東寄の中程に存在する東西方向の掘立柱穴列であって，塀と推定される。一部には柱

根も残されている。これは，径0.12-0.15mの皮付の雑木を用いた丸太である。柱穴の深さは，約 0.6

mである。東土塁 SA979の西面石垣際から約7.6mの間に 7個の柱穴が検出されており，その間隔は，

東から順に， 1.4m, 1.2m, 1.5m, 1.5m, l.Om、1.0mであって，多少ばらつきがみられる。 (PL. 

48) 

SA3314 先の東西方向の掘立柱列の南，約0.7mに位遣する同様の東西方向の掘立柱列である。柱穴の

径は，約0.15mであって，その形状，深さ等， SA 3313に類似している。検出された柱穴は 3個であっ

て，その間隔は大きく，東か約 5m, 西か約 4mの計 9mである。士質の関係から，検出出来なかった

が，やはり， SA 3313同様 もう少し柱配置は密であったものと考えられる。また， SA 3313との対応

関係かみられないことから，この 2つの掘立柱塀は，同時に存在したのではなくて，いずれかがその造

り変えであろう。 (PL. 48) 

SB 3320 屋敷の西半北寄に位潰する礎石建物である。北西隅部を中心に礎石が残っており，他を欠く

ため，規模は明確でないか，礎石に沿う石列等から考え，東西は10m前後，南北は 5mを超えると考え

られ，大きな建物である。基本となる柱間寸法等は明らかでないが，北辺の西端部に，幅約2.4m(8尺）

出約0.3m (1尺）の張り出しかあったようである。しかし，間取等は，明らかでない。この建物内と考

えられる sx3352は，東西約1.2m, 南北約1.1m, 深さ約O.lmの浅い土砿であって，この内部は木炭・

焼土で埋っていた。炉跡であった可能性も考えられるか詳細は不明である。 (PL. 47) 

SB 3321 屋敷の西南部に位置する礎石と考えられる扁平な石群である。点在はするか，建物の規模や

基本となる柱間等は明らかでない。

SE 3322 この屋敷の門 SI1082を入って，すぐ北脇に存在する井戸である。内径は，約0.7m,深さ約
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3.4mであって，井桁土台等は用いず，礫層上に直接自然石を円形に積み上げている。上部へ行くにした

がって口径を若干小さくするせり上げがみられ，底部の径は約I.Om程である。井戸の脇の比較的大きな

扁平な石は踏石かとも思われる。石積の上部 Im弱が若干みだれており， I期から存在したものをII期

に積みたした可能性も考えられている。 (PL. 51) 

SE 3323 屋敷の北西寄に位置する井戸である。口径は，約0.9m, 深さ約4.4mと，先の井戸 SE3322 

に比べ少し規模が大きい。また， SE 3322同様，井桁土台等は用いず，礫層上に直接自然石を積み上げ

ており，底部の径は約1.2m程であって，上部に向って少し径を小さくしている。また，この井戸も，上

部の石積が少し異り， I期のものを積みたし， II期にも使用した可能性も考えられている。現状の天端

石は非常に大きく，径が約 Imもあって，踏石を兼ねていたのであろう。 (PL. 51) 

SF 326 • 3324 屋敷の北境界となる東西方向の土塁 SA262に沿って存在する石積施設である。東に位

置する SF326は，石積面も良く残り，東西約1.8m，南北約1.2m, 深さ約0.8mである。これから約 3

m西に位置する SF3324は，東西約2.7m, 南北約1.2m, 深さ約0.9mである。共に石は 2~ 3段に積み

上げている。この 2つの遺構は， I期の石積施設 SF3325 ・ 3326に位置が良く対応しており，土塁位置

の変更に伴い，これらの遺構も造り直されたものであろう。 (PL. 51) 

SF3327 屋敷の南西隅近くに位置する石積施設である。東西約1.7m，南北約1.5m, 深さ約0.4mであ

って，他の同様の遺構に比べ若干浅い。側石は 1~ 2段である。 (PL. 51) 

SX3333 屋敷の西半中程に位置する越前焼大甕を埋設した遺構である。この大甕は，胴部の径約0.9

m, 高さ約0.9mと大きなものであって，これの下方約0.6mを地中に埋め込んでいる。地中部はほぼそ

のまま残り，地上部であった口縁等は，打ち砕かれてこの中に大半が入っていた。周辺に礎石らしき石

もみられ，建物内と考えられるが不明な点も多い。水寝等の用途が考えられよう。 (PL. 51) 

SX3340 屋敷の中程南寄に位置する， 0.02-0.05m程度の非常に浅い灰溜りである。

SX3341 屋敷の中程南部にあって，先の灰溜り SX3340の南に位置している。石の配列は，溝のよう

であるが明らかでない。溝とすれば，幅約0.2m, 深さ約O.lm程であろう。南北方向に 3石並ぶが，北

端に小さな石が南に面を持って存在しており，ここで行き止まりか，あるいは東へ向っていたのではな

かろうか。

SX3342 門建物 SB3319の南脇にみられる東西の石の並びであって，この門建物に関係すると思われ

る。また，この石の延長線で，東土塁 SA979の西面石垣が少し様子を変えている（第37図，土塁石垣立

面図参照）ごとも，関係があるのかも知れない。

SX3343 • 3350 • 3366 いずれも掘立柱穴である。先述した塀 SA3313 ・ 3314の柱穴に形状は良く似て

いるが，断片的な検出であって，詳細は明らかでない。

SX3348 屋敷の北境界土塁 SA262の脇，中程に位置する土砿である。長径約1.5m, 短径約I.Om, 深

さ約0.25mで，炭・焼土で埋っていた。

SX3362 西の山裾の東西の石列である。径0.3m前後の扁平な石が並んでいる。

SX3364 屋敷の中程，やや南寄に位置する遺構である。付近には礎石と考えられる石もあって建物に

関係すると思われるが詳細は明らかでない。

SX3370 屋敷の中程，南寄に位置する掘立柱穴である。径も小さく，杭のようなものであろう。

この他，石が集中する遺構等が若干存在するが，本来の遺構の形状等は伺えず，不明な点が多い。
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3.遺物

第54次発掘調壺は，一乗谷城下町のやや上城戸寄りで，朝倉館跡からは一乗谷川を隔てて西南約 120

mの所で実施した。このあたりは『一乗谷古絵図』では朝倉氏の有力家臣である山崎長門守，斉藤兵部

大輔をはじめとして，市原，平井，鰐淵将監，朝倉角三吾，河合安芸守などの屋敷名か書かれており，

近世城下町でいう「侍町」を形成していた所といえよう。地形の観察結果からも，士塁を巡らした1,000

から2,500面の広い屋敷割が， 12区画以上整然と並んでいる様子か復元できる。しかし，絵図と地形から

だけでは，どの武将がどの屋敷地に配罹されていたのかを特定することは困難といわざるをえない。

そのような状況の中にあって，遺構の項でも述べたように，第54次調査地は土塁で囲われた内部の田

か，古くから「ショーゲドン（将監殿）」と呼ばれていたことから，鰐淵将監の屋敷地の有力候補となっ

ていた。鰐淵氏は， 『越前国古城跡井館屋敷蹟』・『朝倉始末記』・『朝倉記』の鐘ヶ崎姉川滋賀合戦之条

などの記事を総合すれば，九頭竜川の北岸，吉田郡永平寺町下浄法寺に本拠を遣＜士豪であり，いざ合

戦の時には， 300余騎をひき連れて杉津口を守備する任務をもった中程度の大将とすることかできよう。

天正元年 8月，刀根坂の合戦で鰐淵将監吉広は戦死したか，朝倉氏の信任もことの外厚かったようであ
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表13

出土遺物一覧

り，一乗谷城下町

の中では一等地と

もいえるこの地に，

屋敷地を拝領して

いたものと思われ

る。

さて，発掘調査

の結果， この屋敷

地の遺構の残りは，

かなり悪いことか

判明した。とくに

敷地の東半分では，

II期の遺構面かほ

とんど削平され，

外の一乗谷川の方

ヘ掻き出された状

態か明らかとなっ

た。例えば，青磁

蓋 (779) に照準

をあてて考察を加

えてみると，この

蓋は SB3316の I

期整地層から 1片，



SB 3319門跡のすぐ南側で 2片， SB 3319門跡を出た所の「T字」道路面から， 第29次発掘調査の際に

1片が出土し， 同一個体として接合された。屋敷のほぼ中央付近で放棄された青磁蓋が， 後世に 1期整

地層が削平された際，敷地の唯一の出入口 SI1082から，道路へ掻き出された様子がよく知られるであ

ろう。

さて， 第54次調査で出土した遺物は，総数16,084点（表13) であった。陶磁器だけの構成比を調べ

てみると， 越前焼10.8%（一乗谷での平均値は約30%），瀬戸・美濃焼0.92%（同1.5-3.5%), 土師質

土器84%（同55-65%), であり，

に多く，

が判る。

中国製3.8%（同 6-13%) 

越前焼と中国製の青磁・白磁・染付の少ないこと

ここから出士した遺物は，

とから，他所から運び込まれたものや，掻き出されてきた

遺物とは考えられず， 武家屋敷，

いう武将の，

強いていえば鰐淵将監と

日常生活用具の全てとみなしてさしつかえな

い遺物とすることかできよう。

本報告では，す覺乱が著しいため，

土塁で囲われているこ

遺構に確実に伴う遺物

を抽出する作業は非常に困難であるといわざるをえないか，

このことを念頭においた上で， 遺物を①深掘トレンチ出土

一乗谷の平均値よりも土師質士器か極端

の遺物（遺構面の存在は不明であった），② I期各遺構出土

の遺物，③ I期整地層出土の遺物，④II期各遺構出土の遺

物，⑤II期整地層出土の遺物，⑥耕士・床士・ 1覺乱層出土 I A-1  -i A-2-

の遺物の合計6期に大別して記述を進めていく。 挿図16 第54次調在区グリソド名
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表14 グリッド別遺物出土数（隣屋敷分は省く）
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a. 深掘トレンチ出土の遺物 (PL. 52. 第45図）

調企区のほぼ中央部に設けた南北トレンチで， 1期遺構面より深く掘り下げた際に出土した遺物であ

る。確実な遺構面は検出できなかったが，礎石らしい河原石や，炭・焼土混り土などがみられたことか

ら，広く調査すれば， 1期より古い時期の遺構が確認されるかもしれない。

越前焼 甕 (601)は， III群に相当するもので，肩から胴部にかけての屈曲は強い。スタンプは，深い格

子と，凸字の「本」とみられる。播鉢 (602)は， 14本の播目が間隔をあけて施さ；れている。播目は，底

部よりかなり上方で終っている。鉢 (614)は，溜枡 SF3325の底をさらに掘り下げてみた際に出土した。

丸味のある口縁の上端に， 1本の沈線を巡らしており， II群に分類される。

瀬戸・美濃焼 灰釉皿 (610)は，口縁部付近にのみ釉薬を施したIj』皿である。

瓦質土器 (611) は，瓦質の火舎あるいは火鉢と思われる。底から脚部にかけて残存しており，復元す

れば，直径25-30cmぐらいのものとみられる。全体に明るい褐色を呈しているが，底部内面と，獣脚の

先端は焼成時に黒く変色している。脚の作りや，指での押え，突帯の貼りつけ方，細部にわたるヘラの

使い方などみてくると，無雑作な仕上りの中にも，作り慣れた職人の様子がうかがえてくる。この製品

は，奈良の火鉢座などから購入したものと考えてよいかもしれない。

中国製陶磁器 青磁碗 (612・ 613)は， 14世紀後半から15世紀頃の古手のものである。とくに (613)は，

口縁外面にくずれた雷文帯を描いている。

b. I期出土の遺物

I期の遺構としては，建物 SB3316 ・ 3317 ・ 3318, 溜枡 SF3325 ・ 3326, S X 3371などがある。

5B3316出土遺物 (PL.52 ・ 53, 第45・ 46図）

越 前 焼 揺 鉢 は 3個体分出土した。 (615)は，播目12本で，片口がみられる。口縁は丸味をもち，少し

下った所に沈線が巡る。底部見込にも播目があり， III群に相当する。

土師質土器 (621)は，口径6.2cmの小さな鍔釜である。下方に脚が付くのか，また，実際に使用され

ていたものか， ミニチュアとして製作されたものかは不明である。類例の少ないものといえよう。

瀬戸・美濃焼 灰釉盤 (622)は，復元径約30cmという大きなもので，鉢ともいえよう。口縁内側に突帯

が巡り，蓋受けのようになっている。全体に 2次的な火を受けてかせており，灰釉は黒い煤状のもの

として，外面と内面の口縁部付近に付着しているのみである。鉄釉小皿 (623)は，内面全体と，外面口

縁部付近に釉が施されている。底部には糸切痕が明瞭に認められる。

中国製陶磁器 青磁碗 (624・ 626)は，線描連弁文碗，（625)は，鏑蓮弁文碗である。皿(627)は，口

緑が折縁になっており，内面見込に印花文がみられる。外面には蓮弁の削り出し文様があるが，かなり

雑に作られている。外面底部は，中央部を残して，釉が拭きとられている。盤 (629)の口縁は，折縁と

なった稜花形式で，内面は，蓮弁文様を意識したヘラの押えがみられる。白磁八角杯 (631)は，口径7.5

cmの小さなもので， 8面きれいに面取りがなされている。白磁釉は，透明度が悪く，胴下部から高台に

かけては釉薬は施されていない。この坪の胎土は，少々ボソボソの土を使っている。 (632)は，褐釉の

壺と思われる。器壁は， 0.5cmと薄く，茶壺に使用された褐釉四耳壺の破片であろう。同一個体としては

(657)が上げられる。

金属製品 (633)は，刀で，長さ21.5cmが残存している。幅2.8cm，峰の厚さ0.5cmである。 (634)は小
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柄，（636・ 637) は鉄製の小札である。

石製品 (638) は，茶臼の下臼である。軸穴は方形に穿たれており，直径は20cmである。播目の溝は，

8分画12本で構成されている。受け部は，復元すれば直径40.5cm程度となる。

SB 3317出土遺物 (PL. 54, 第47図）

土師質土器 図示した 7枚の上師質lIII.(639-645)は，特長ある出士状況であった。建物 SB3317の西辺

礎石列に沿って，南から (645)か 1枚，その北約0.9mの所から (643・ 644) の 2枚が璽なって，また，

それより北約 1mの所から (639・ 640) の 2枚か重なって，さらに，北辺礎石列のほぼ中央付近で(641

・ 642)の 2枚が重なって検出された。土師質皿そのものにはさはど特長もなく，灯芯油痕も (640・ 645) 

の2点については認められなかったが，他の 5点には明瞭に認められ，灯明皿として使用されていたこ

とが判る。建物の周辺で 2枚づつ重なった状態で出土したことから，地鎮具と考えることも出来そうで

ある。他に土釜の鍔の部分も 1片出土している。

瓦質土器 (647)は，瓦質の火鉢であり，直径27.5cm, 高さ 18cmを計る。口縁部は肥厚するとともに内

側に折れ曲っており，その上面は，突帯と，波状の突帯の 2本が装飾として巡っている。側面にも両側

から交互に押えつけて波状にした突帯が 2本めぐっており，その間には， 14弁からなる菊花文様か貼り

つけられている。この菊花文が， 2単位あるいは 3単位であったかは，欠損部が多くて不明である。底

部は，厚さ0.5cmと非常に薄く，内湾している。

中国製陶磁器 (648) は，線描蓮弁文様の青磁碗である。破片の断面に，漆が塗られており，当時の補

修の跡かよく知られる資料である。

SB 3318出土遺物 (PL. 54, 第47図）

瀬戸・美濃焼 (650) は，灰釉の卸皿である。口縁は卸皿特有の肥厚化がみられ，この付近のみに

釉薬が施されている。口径は15.lcmで，口縁の 2cm程度下った所から内面見込にかけて， 1本 1本ヘラ

で卸し目が刻まれている。底部は，回転糸切痕が明瞭に残されており， 15世紀の卸皿といえよう。

瓦質土器 図では示さなかったか，この建物から瓦燈の蓋の窓の部分か l片出士している。

中国製陶磁器 青磁の碗は 7点出土している。 (651) は，蓮弁文を削り出した碗であり，（652・ 653)は，

線描蓮弁文碗である。白磁皿 (654) は，口径12.8cmの端反りのものである。高台の底部には，コバルト

ブルーの吉祥句あるいは字款か描かれているが，崩れて描かれているため，その内容については不明で

ある。白磁皿 (655)の見込の界線や唐草文様は，白磁釉に上絵付をしたものであろうか，その手法は判

然としない。 (656)は，透明度の悪い白磁釉を施しているか，胴下部から高台にかけては無釉の杯である。

この露胎部は黒くなっている例も多い。高台の三方は，浅く削り込まれた切高台であり，内面見込には

2個の目跡か認められる。 15世紀前半頃の遺物といえよう。 (657) は，褐釉（四耳）壺の破片と思われ

る。 (632) と同一個体であろう。この破片は，壺の肩部付近のもので，文様がスタンプされているよう

であるが，何かは不明である。

金属製品 (658)は，鉄製の小札で，残存状態はかなり良い。残存する長さ約 7cm, 幅2.5cm，厚さ0.2

cmで， 2列x8個の円形穴のうち，左の 6個は0.4cmと大きく，右の 7個は0.2cmと小さく穿たれている。

ゆる

また，右端か緩く湾曲している。 (659)は，用途不明の鉄製品である。強いて考えれば，錠前の鍵にな

るかもしれない。 (660) は，銅製小杯の口縁部破片である。 (661) のような釘も 10本以上，それに猿手

金具のような鉄製品も図示できなかったか検出されている。

SF 3325出土遺物 (PL.55, 第48図）
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越前焼 越前焼では，甕 2片，播鉢も (662)他 1片が出土している。

土師質土器 50頁の所で一括して述べるつもりであるが，この溜枡からも多くの土師質皿が出土して

いる。灯芯油痕が，口縁部にベットリと付いているもの，ほんの少ししかみられないものなどさまざま

な皿が出土している。 (663)は手づくね，（666)は，白い胎土を用いて器壁を非常に薄く成形している。

(667)は，円孔が穿たれた土師質土器で，そのすぐ横に， もう 1孔穿とうとした跡も認められた。

瀬戸・美濃焼 灰釉の卸皿片が 1点出土している。

瓦質土器 瓦燈の蓋は， 2点ある。 (668)は，火燈窓の部分であろう。瓦質火鉢の底も検出されている。

中国製陶磁器 (669)は，線描連弁文碗で，（670)は，無文の青磁碗である。

金属製品 (671)は，銅製水滴で，底が欠損しており非常にもろくなっている。円形で，中央に頸部が取

りつけられている。 (672)は，不明銅製品，（673-675)など，鉄釘片も 15点ほど出土している。

石製品 (676)は，砥石で4面とも平滑である。小口面は，斜めに切断され，直径0.3cmの円孔が，深

さ0.6cmまで穿たれている。

その他 (677)は，魚の骨片であるが，その種類や部位は不明である。

SF 3326出土遺物 (PL. 55, 第48図）

越前焼 (679)は壺の頸部破片，（678)は，鉢もしくは播鉢の破片で，他に甕が5点出土した。

土師質土器 土師質皿は，多く出土している。 (683)は，口径10.3cmを計る土釜である。

金属製品 (686)は，嘉祐通宝銭である。他の銅銭は，第61図に拓本でまとめておいた。

sx 3371出土遺物 (PL. 55, 第48図）

石列を伴った土拡で，埋土の粘質土中から多くの土師質皿が出土している。

瀬戸・美濃焼 (693)は，黄天目茶碗である。約 3分の 1が残存していた。鉄分の多い泥漿を化粧がけ

した素地と，かせた釉薬との対比があざやかで，しっとりと落着いた茶碗といえよう。瀬戸で焼かれた

ものであろう。

中国製陶磁器 (694)は，内面見込みに玉取獅子の文様を描いた染付皿で，（695)は，外面に草文の描

かれた碁笥底の染付杯である。

木製品 朱漆塗りの椀が出土している。しかし，木部は全く腐蝕して欠損してしまっており，朱漆のみ

になっている。

その他 梅の種子が数個採取された。

I期整地層出土の遺物 (PL. 56-59, 第49~52図）

ここからの遺物は， I期の遺構を埋め， II期遺構面を作る際に整地した土層からの出土であり，屋敷

全体を一括してとりあつかっている。

越前焼 大甕は，胴部片が多く出土している。 (696)は，口縁帯をもつものと思われ，古手の I群に分

類される。 (697)は，口縁帯が退化しつつあり，内面の凹線が少し下った位置にあることなどから II群

に分類できる。 (698・ 699)は，口縁上面が平坦かつ肥厚しており， N群に分類できる。大甕の記号は，

(700)が「H」, （701)が「巾」をヘラで描いている。 (702)は，胎土や格子目スタンプなどを詳細に

検討した結果，深掘トレンチ出土の (601) と同一個体であった。

壺 (704)は，底部破片である。黒漆が，内面と外面底部に付着していた。 (706)は，口径15cm程度の

壺で，口縁端部を，外方へ少しつまみ出している。口縁の少し下った所に 1本の凹線を巡らしている。
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(709)は，特徴として外面肩部付近と思われる所に，櫛描の文様か刻まれている。

鉢 (710)は，丸味のある口縁部に 1条の凹線を巡らした占手のものである。外面には，黒くなった粒

子か斑点状にみられた。胎土中に含まれている可燃性の物質か， 2次的な火を受けで煤化したものと思

われる。 (711)は，口径13cm, 深さ5.5cmの小形鉢である。口縁は少し内湾しており，蓋受けのような形

を呈している。

播鉢 (714・ 715 ・ 718)は，口縁か丸味をもち， III群に分類される播鉢である。 (714)は，片口でざら

ざらした砂粒を多く含む胎土である。 (718)は，片口であるか，痕跡程度にしか認められない。揺目は

9本であり，同じ櫛を使用して半円弧状の文様を 2個描いている。内面見込みには播目は認められない。

(719)は，口縁か内傾して切られており，内面には沈線や段は認められない。揺目は 8本である。器高

は8.&:mと全体に小ぶりである。なお，外面にも 6本の櫛で描かれた文様が 1カ所にみられた。

土師質土器 土師質皿は，表15のようにこの層で多く出土している。 (721~744)の土師質皿のうち，

いわゆるヘソ皿と称される A類は (724)，手づくねで製作された B類は (722・ 723)，粘土円盤を皿状に

し，口縁部を親指・人差指ではさみナデ，口縁内側の段または凹線をつけ，口縁を整え，次に器体を逆に

回しつつ正方向のナデを行ない， 1周した位潰でナデ抜<c類は(721, 725-729, 731-733, 735-738), 

広い見込と平坦な底部をもつ 1群のうち，口径12.5cm以下の.D1類は (730・ 734 ・ 739 ・ 740)，口径13.5

cm以上のD2類は (741-744)であった。さらに，図示しなかった完形に近い士師質皿16点も任意に抽

出して各類に分類すると， A類 1点， B類 4点， C類21点， D1奥員 7点， D2類 7点の計40点であった。

次に A類(724)の重さを計ると 26.3g （約 1%), B類の重さは83.6 g (4 %), 1点平均20.9g, C類は

888. 3 g (40%) 1点42.3g, D 1類は491.4g (22%) 1点70.2 g, D2類は714g (33%) 1点102g 

出 土地 重 軍戸

深掘トレンチ 1,745 g 

SB 3316 3,330 g 

SB 3317 995 g 

SB 3318 1,700 g 

SF 3325 2,585 g 

SF 3326 1,530 g 
sx 3371 1,535 g 

1期整地層 19,240 g 
SA 979 20 g 
SA 3310 840g 
SB 3319 5g 
SB 3320 1,225 g 
SB 3321 200 g 
SE 3322 20 g 
SE 3323 40 g 
SF 326 260 g 
SF 3324 2,475 g 
SF 3327 2,090 g 
sx 3333 90 g 
SX 3348 70 g 
sx 3352 170 g 
sx 3364 260 g 

II期整地層 50 g 
耕土・床土・攪乱層 5,170 g 

人ロ 計 45,645 g 

表15 土師質皿の総重量

であった。土師質皿の総重量から推定を試みれば， A類は，

45, 645 g X 1 % = 456. 5 g, 456. 5 g --;-26. 3 g = 1 7個となる。

以下同様に， B類は1,826g, 87個， C類は18,258 g, 432個，

D1類は10,042g, 143個，恥類は15,063g,148個であった。

この屋敷からは最低 827個の土師質1111か検出されたことに

なろう。また， A類は(724)1点だけであるが，灯芯痕は認

められず酒杯もしくは盛皿と考えられた。 B類は 4点中 l

点のみが灯明1111として使用されている。 C類は 21点中 13

点が灯明皿として，恥類は 7点全てが灯明皿として使用さ

れていた。い類は， 7点全てか盛1111と考えられる。 (741・ 

742)のい類皿は，sx3371のすぐ束側で発見されたもの

である。 2枚の口縁を合せた状態で出土した。遺構には伴

っていなかったようであるが，八王子城跡では，扁平な板

石の下に，楕円形のピットが発見され，その中に同大同

形の素焼の鉢形上器を合せ口に重ねて埋納した例が報告

されている。土器からはかなり磨り減った墨が 1片発見さ

れたことから，男子出産後（女子の場合は，針など）のエ

ナ処理用の土器とみられている。 (741• 742)の土師質皿

かこれに該当するかどうかは不明であったが，注目してよ
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い遺物といえよう。

瀬戸・美濃焼 天目茶碗は 7点出土した。 (754)は，小さな破片であるが，大海茶入である。

灰釉は，皿が4点，碗が9点出土した。 (756)は，線描蓮弁文碗で，青磁碗の写しである。 (758)は，

鉄釉天目茶碗と全く同じ作りの灰釉碗である。器壁も非常に薄く挽かれており，胴下部は露胎のままで

あるが，なかなか丁寧な作りのものである。 (762)は，灰釉盤で，他に 2点出土している。卸皿 (760)

の底部には，糸切痕が明瞭に認められる。

瓦質土器 瓦質火鉢は 4点ある。 (763)は，頸部破片で，外面に15弁の菊花文様が押印されている。

(765) も火鉢の鍔部とみられる。香炉(776, 他）は， 8点出土している。いずれも，口径 7cm, 高さ 5

cm程度の小型のもので， 外面には縦方向のヘラみがきが施され，「 S」字状のスタンプが巡っている。

(769)は，瓦燈（乗燭ともいう）の蓋である。瓦燈は，釣鐘状の蓋部 (769) と，台部（後で述べるが，

(920)は口径を小さく復元しているが，（769) とセットで使用されたものかもしれない）とから成っている。

台部中央と，蓋の頂部には，灯明皿を乗せる受け皿が作りつけられている。また，台部の口縁から上方

に延びる目隠板と，蓋部の側面に開けられた窓とのスリットの兼ねあいで，光量が調節できるようにエ

夫されている。蓋部の受け皿は，穴が穿たれており，灯明の油が少しでもたまらないようになっている。

瓦燈の使用方法は，まず夜常には蓋の頂部の受け皿に灯明皿をのせ，皆が寝静まった時にも使用したい

時には，灯明皿を台の中の受け皿に移し，蓋をし， 目隠板と窓とで光量を調節したものであろう。江戸

時代の遺跡からは，よく出土例が知られるようになってきたが，室町時代の瓦燈としては，一乗谷の例

かあるのみである。また，江戸時代には，浮世絵などで，貧しい人々や遊女達の灯火具として描かれて

いる例が多く，行燈や燭台に比べれば粗末なものとして扱われてきているが，一乗谷出土のものは，室

町時代のものであること，作りや外面の縦方向のヘラみがきなどが非常に丁寧であること，寺院や武家

屋敷などから主として出土していること，出土量が非常に少ないことなどから，江戸時代の瓦燈の概念

をストレートに導入して述べることは出来ない。

中国製陶磁器 (770-777)は，青磁碗である。 (771)は，無文であり，口縁は端反りになっている。

(772) も無文の碗であるが，内面見込みには花文様が押印されている。 (770・ 773 • 776)は，線描蓮弁

文碗。 (774)は，古手の蓮弁文を削り出した碗で，鏑はみられないが，弁端などは丁寧に削っている。

(777)は，蓮弁を深く削り出した碗で，内面には片彫りの草花文が描かれている。 (778)は，青磁水注

の注口部破片である。断面に黒漆が付着しているので，当時破損したのを接合して使用していたことが

判る。 (779)は，青磁の蓋である。外面は型押しで製作されているため，内面には指による押圧痕が顕

著である。外面には，亀甲文や卍文などが装飾としてみられ，把手も付いていたものと思われる。 (780)

は，青磁盤で 5破片同一個体のものが出土している。

白磁皿 (781・ 782)は，口禿タイプのもので，底部は少し上げ底になっている。高台は，碁笥底状に

なっているため，あまり目だたない。内面見込みには草文などが刻まれているものと考えられる。皿

(783)は，内面見込みに印花文が施されている。外面胴部までは釉薬がかけられているが，胴下部から

高台にかけては，露胎のままである。高台底に描かれた，黒漆の 3本線については，文様か文字かは判

然としない。 (784)は，釉薬の発色も良い腰折れタイプの白磁皿である。白磁杯は， 25片以上出土して

いる。 (788)のような白磁杯と，（794-796)のような，外面が8面に面取りされた白磁八角杯とがみら

れる。いずれも白<i蜀った釉薬が施されており，胴下部から高台にかけては露胎である。八角杯の高

台畳付は，浅く切り込まれた切高台となっており，内面見込みには，目跡が残されている。また，（793)
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のような，胎土も良く，釉薬もあざやかに発色した白磁八角杯も若干出土している。

染付については，小野正敏氏の「15・ 16世紀の染付碗・皿の分類と年代」（『貿易陶磁研究No.2』日本

貿易陶磁研究会）に碁いて記述していく。染付碗は (799-803)かある。 (799・ 800)は， B群の口縁部

か端反りになった碗で，外面には唐草文が描かれている。 (801)は， C群に，（802)はE群に相当する。

染付皿は (804-811)がある。 (806• 811)は，外面に渦状に装飾化された唐草文が，内面にはアラベス

ク文様が描かれた B群VllIであり，（808)は，外面に唐草文，内面見込みに玉取獅子文を描いた B1群VII

で，（809)は，内面見込みに十字花文を描いた B1群VIである。（812)は，水注，壺，あるいは瓶など

の頸部破片である。外面は， 8面に面取りされており，ラマ式蓮弁ではないかと思われる文様，七宝文，

雲文などか，界線で区画された中をそれぞれ巡って描かれている。内面は露胎であり，ロクロ目がよく

残されている。明時代でも前半頃に相当しよう。

(813)は，黒釉の天目茶碗である。

金属製品 (814)は，長さ 26.5cmの鈍である。（815)は，銅製紅皿であるが，上から押えつけられてつ

ぶれた状態で出土した。 (816-818)は，小柄であるか，（818)は，柄部とみられる所に，木質が付着し

ているので，小刀とみることもできよう。 (819)は鉄製小札である。

石製品 (821)は，長方形の石製硯である。 (822)は，福井市の足羽山から産出される凝灰岩（笏谷石

と地元では呼ばれている）製の火炉（火箱またはバンドコと呼ばれている）の蓋である。

木製品 (823)は，長さ 19.8cm, 方形の納穴が前・後 2ヵ所づつ穿たれた露卯下駄である。前壺穴か少

し右に寄っているか右足用の下駄と思われる。歯は，後歯がよく残っていた。高さ 4.8cmで裾広がり

になった「銀杏歯」と称されるものである。台部は針葉樹，歯は広菓樹である。

C. II期出土の遺物

II期の遺構としては，上塁 SA979 ・ 3310, 溝 SD269, 暗渠 sz270, 建物 SB3319 ・ 3320 ・ 3321，井

戸 SE3322 ・ 3323, 溜枡 SF326 • 3324 ・ 3327, SX 3333 ・ 3352 • 3364などかある。

SA 979出土遺物 （PL. 60，第53図）

越前焼 (824 • 825)は，越前焼甕 B類で，この土塁から，ほぼ 1個体分か出土している。頸部は，胴部

から明確に垂直ぎみに立ち上り，口縁部は，ほぼ水平で平坦になっている。大甕分類では口縁が肥厚し

はじめつつある所がN群 aの特長となっており， この甕もはぼその時期に相当する。底径は23cmを測る。

窯の熱を片方から強く受けたため，甕の一方は， 自然釉かかせて灰白色に変じている。肩には， 「↑」

のヘラ記号がみられるが，格子目のスタンプは認められなかった。 (826)は，お梱黒壺である。 (828

~830)は，鉢であるが，（830)については，火鉢あるいは，火桶である可能性もある。

石製品 (831)は，珍らしい石製の風炉である。口縁は，高さ 2cm立ち上っており，この部分のみ，内

面も丁寧にみかかれている。胴部には，窓が穿たれている。 (832)は，石製バンドコで，平面形は「D」

字形のタイプである。

SA 3310出土遺物 (PL. 60, 第53図）

越前焼 甕は， 40片，壺は， 12片，播鉢は， 33片出土している。 (838)は，火桶である。越前焼とみら

れるが，外面は，凸・凹を強調して成形されている。底部には，下駄印状に，黒いタール状のものが付

着している。
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中国製陶磁器 (839)は，腰折れの青磁皿である。 (840)は，青磁盤。白磁皿は 8片出土しているが，

(848) と同じ端反りのものである。

石製品 石製バンドコの窓の部分，方形の石盤などが出土している。

SD 269出土遺物 (PL. 60, 第53図）

瀬戸・美濃焼 (841)は，鉄釉の壺または瓶である。器壁は， 0.8cmと比較的厚めに，ロクロで挽かれ

ている。口縁は，ラッパ状に大きく外反し，頸部内面には， しぽりの痕跡が残されている。内面にもサ

ビ釉が施されている。 (842) の鉄釉は，黒釉に近い色あいで，内面と，外面は底部近くまでかけられ

ている。底部には，糸切り痕がある。

中国製陶磁器 (843 ・ 844)は，青磁皿で，（844)は，碁笥底となっている。 (845)は，青磁酒会壺の

蓋の破片とみられる。

白磁では，（847・ 848)のような皿が12片ほど出土している。全て端反りのタイプである。

染付皿 (846)は，外面に芭蕉葉文，口縁部に波濤文帯を描いた碁笥底のもので，染付皿C群 Iであ

る。

sz 270出土遺物 (PL. 61, 第54図）

瀬戸・美濃焼 (849)は，灰釉盤である。口縁端を外方に折り返した折縁タイプのものである。胎土は，

良質の土を使っており，透明感のあるおだやかな灰釉を施した釉調のすぐれた作品といえよう。

中国製陶磁器 (850)は，外面は無文，内面見込みに印花文のみられる青磁碗である。 (851)は，青磁

菊花皿で，胴下部から高台にかけては露胎である。 (852)は，染付碗E群IXのマントーシン型のもので，

外面には 4単位に飛馬文と如意雲文様が描かれている。内面見込みにも如意雲文様が，高台内には文字

が書かれているが，何という文字かは不明である。

SB 3320出土遺物 (PL. 61,第54図）

土師質土器 (857)は， D2類の土師質皿であるが，口縁のすぐ下に，直径0.4cmの円孔が 1つ，内側

から穿たれている。他には，土釜の底部なども出土している。

瀬戸・美濃焼 (856)は，鉄釉の小皿である。釉薬は薄くかけられており，外面は，口縁直下から底部

を露胎のまま残している。

瓦質土器 (858)は，「 S」字状のスタンプを外面に押圧した瓦質香炉である。

金属製品 (860)は，銅製かんざしである。長さ20.3cmの完形品で，頂部の耳掻きもよく残っていた。

頂部から二叉に分れた所には，幅0.7cmの銅板を折り曲げて， 5弁の花模様とした飾りが付属していた。

SE 3322出土遺物 （PL. 61，第54図）

金属製品 (869)は，高さ 17.lcm, 口径7.8cmの銅製水差である。口縁部は，短かく外反しており，蓋

の付く構造にはなっていない。取手は，幅0.9cm, 厚さ0.3cmのものが，鋲でつなげられていた。注口部

は，欠損していたが，ここも鋲で左右からとり付けられていたものと思われる。底部は，円形の小さな

脚が 3つ付いた円形の板をはめ込んで作られている。この水差は，何に使用されたものであるか，よく

分からないが，生花用の花器とみなすこともできるだろう。いずれにしても銅器としては優品といえよ

う。

石製品 石製の方形盤が破片であるが出土している。

木製品 器壁を薄く挽いて，全面に朱色の漆を塗った椀である。

SE 3323出土遺物 (PL. 62，第55図）
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越前焼 (870 ・ 871)は，越前焼の甕である。 (870)は，口縁帯にかわって外側に稜，内側に浅い凹線

を巡らしたIII群 bに，（871)は，口縁の高さか減じるとともに，口縁上端が水平で肥厚する W群にそれ

ぞれ分類できる。 (885)は，口径14.8cm, 高さ41.3cmの均整のとれた壺である。口縁端部は，軽くつま

んで外上方へ少し広げている。口縁端部と胴下部には，暗褐色を呈した漆か付着している。破損した部

分の補修に漆を使用している例は，よく見られるが，この壺に関しては，補修のための漆ではない。肩

部は，丸味をもち黄緑色の自然釉か垂れている。胴部は褐色で，全体として非常に重量感のある壺とい

えよう。 (886)の壺は，口径11.7cm, 高さ42cmを測る。口縁部は欠損しているか，同一個体とみられる

破片から図は復元した。肩部は，（885)に比べて張りをもち自然釉かきれいにかかっている。この壺は，

かなりの高温で焼成されているため，赤褐色を呈し，肩部の自然釉もかせて，灰色の胎土を見せている

部分も多くみられた。肩部には「古」のヘラ記号が刻されている。壺は，（872-874)の他にも口縁部の

破片かまとまって出士している。 (878)は，口径約60cm, 深さ約15cmの大平鉢の破片である。口緑は，

ほぼ水平に切られている。類例は，朝倉館跡の発掘調査で出土した中にある。

瓦質土器 (881)は，朝倉氏遺跡で初めて出土した瓦質の長方硯である。長さは不明，幅は推定 5.8

cm, 高さ 1.6cmを測る。内面は楕円形で，硯側縁帯幅は0.4cmであるが，硯頭部縁帯幅は1.0cmと広くなっ

ている。石硯の型式分類では，長方硯IIIBCタイプである。

石製品 (887)は，笏谷石製のバンドコの身で，はぱ完形に復元できた。口縁は，長径21.5cm,短径16

cmで，高さは15cmを測る。底部平面は，楕円形を呈し，若干上げ底になっている。火窓は， 4.5cm X 1. 5 

cmの長方形のものが， 6ヵ所に穿たれている。内面の底は，灰で隠れるため，ノミ跡が荒く残されてい

る。バンドコ片は，他に 3片，また，図示できなかったが，高さ 15cmの（長）方形の石製盤や楕円形の

石製盤，炉壇石の破片なども出士している。

木製品 (882 ・ 883)は，杉材で作られた木桶の側板である。 (882)は，長さ 13.3cm, 上幅 7.5cm, 下
t•が

幅8.1cm, 厚さ0.9cm, (883)は，長さ 12.7cm, 上幅 7cm, 下幅7.5cm, 厚さ0.9cmを測る。底板や，輌を

しめた跡は残っていなかった。 (884)は，木製の蓋である。火を受けて約半分欠損しているが，楕円形

のもので，漆の塗られた痕跡はない。

SF 326出土遺物 (PL. 63, 第56図）

土師質土器 (890)は，土鈴の破片である。

金属製品 (893)は，金銅製の環付金具である。挿入された部分は，割りピンになっており，その折れ

曲り具合からすれば，厚さの薄い器材にとりついていたものと考えられる。

SF 3324出土遺物 (PL. 63, 第56図）

土師質土器 (894)は， B類に分類される手づくねの皿で，灯芯痕が認められる。 (904)は，土師質

土釜の鍔部片であり，底部片も出土している。

瓦質土器 (905)は，瓦質の香炉であるが，胎土は黄土色で，黒色には焼成されていない。外面には亀

甲形のスタンプか巡っている。

中国製陶磁器 青磁片 1' 白磁皿片 1' 染付碗片 7・皿片 1が出土している。染付碗 (906)は，胴部に

梅月文を描いたもので，断面には接合のための漆が付着していた。

SF 3327出土遺物 (PL. 63, 第56図）

土師質土器 (913)は，底部が薄く平らで，口縁部に凹線をもたない土師質皿である。とくに，側面と

底部との境に稜か見られる所から，朝倉氏遺跡出士の士師質皿の中では，成形の特異なものであるとい
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だみら
えよう。 (916)は，土師質皿の破片であるが，片面に金泥が塗られている。彩転皿として酒杯などに使

用されたものであろう。 (917・ 918)は，口径2.8cm, 高さ約2.5cmの小壺である。 (919)は，土師質土釜

であり，他に 4片出土している。

瓦質土器 (920)は，瓦燈の台部破片 2点である。口径約15.5cm,高さ約4.5cmに図上でおもいきって復

元してみた。脚部や目隠板などは，京都や東京の江戸時代遺跡から出土したものを参照している。瓦燈

については，（769)の瓦燈の蓋の項で詳述しておいた。

木製品 折敷の板片や，杉の板材など，若干の遺物が出土している。

その他 (925 ・ 926)は， 自然の石にしては比重が軽く， とくに (925)は水中では浮いている。また，

(927-938)は，植物の種子である。小さい方の (930-938)は，瓜とみられる。 (939-952)は，鳥

や魚，小動物等の骨片である。これらは，便所ではないかと見られる溜枡から出土しており，食事の際

の生ゴミとして廃棄されたものといえよう。

sx 3333出土遺物 （PL. 64,第57図）

この遺構は，井戸 SE3323の水甕として使用された越前焼の大甕 (953) を埋設した施設をさす。この

大甕の中からは，以下の遺物が出土したが，人頭大の河原石によって埋められた状態を呈していた。

越前焼 越前焼大甕 (953)は，口縁長径81.5cm, 短径74.5cm, 胴径86cm, 高さ86.5cmを測る。口縁端部

は水平で， 3.5cmと最も肥厚した甕N群タイプのものである。肩部やや上方に，凹字の「本」と格子目

のスタンプが軽く押圧されている。 「TTT」のヘラ記号がある。内面には，輪積み成形の跡が，指の連続

した押圧痕としてみられ， 15段ほどの粘土板で輪積みされている様子が分かる。他に，鉢，播鉢片が各

1点づつ出土している。

石製品 (963)は，バンドコの身の破片である。平面は楕円形を呈し，底部は周囲が高台状で，中央部

が上げ底となっている。

その他 (955-962)は，長さ約6.5cm, 幅0.8cm程度の薄い和紙とみられるものを何枚も重ねて，紐で

綴じ合せたあと，黒漆を厚く塗って固めた鎧の札と考えられる。 (967)は桃，（973-979)は瓜の種子で

ある。

sx 3352出土遺物 (PL. 64，第57図）

瀬戸・美濃焼 (981)は，灰釉のかかった折縁鉢である。口縁部の作りからすれば， 卸皿になるかも

しれない。

石製品 図示できなかったが，粘板岩製の剥離した石製硯が出土している。

sx 3364出土遺物 (PL. 64, 第57図）

中国陶磁器 (984)は，内面見込みに連華文が大きくスタンプされた青磁皿である。 (985)は，折縁の

青磁鉢。 (986)は，白磁八角杯で，白濁した釉薬が施されている。胴下部から高台にかけては，露胎で

ある。

II期整地層出土の遺物 (PL. 64, 第57図）

II期整地層は，削平された所が多く，また，耕土・床土・攪乱層との区別もかなり困難なものであっ

た。ここでは，主として床土下として取り上げた遺物について述べることとする。

越前焼 甕や壺片が少しみられる。口縁内側に，ヘラを縦に押しつけて鳶口を付けた壺もみられた。

中国製陶磁器 白磁皿 7.杯3' 染付碗 3.皿 5.杯 1など，細片が若干出土している。 (987)は，
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染付の大鉢で，器壁は厚く，外面にはラマ式蓮弁の中に雲文か，内面見込み周辺に界線が描かれている。

金属製品 (988)は，長さ46.5cm, 中央での幅約7.5cm，厚さ0.7cmを測る湾曲した鉄器である。上方端

部は，平らな面であるか，下部端部は，片刃状に少し尖っている。鍛造品なら，打ち延した痕跡として

層状の剥離面をもつか，この鉄器は，全体にボロボロになっている所から鋳造品と考えられる。いずれ

にしても，用途不明のものである。

石製品 楕円形の石製盤が出土している。脚か削り出されているが，破片のため，何脚であったかは不

明である。

d. 耕士・床土・ 1覺乱層出士の遺物 (PL.65-67, 第58-60図）

越前焼 (989-994 • 999)は，越前焼甕である。 (989)は，口縁帯をもち，口縁内側には樋状の凹線か

つく。 (990・ 991)は， III群，（993)は， N群 a, (994)は，口緑か肥厚したN群 cである。 (999)は，

胴部に突帯を巡らす甕である。他に甕は，コンテナバットに 1箱分出土している。

壺は，（995-998)がある。 (995)は，口縁端部を指でつまんで外反させている。 (998)は，外面肩部

に緑色の自然釉かかかったお歯黒壺である。「（（））」のヘラ記号が刻まれている。壺は，他に外面胴部に

櫛目文様が刻まれているものや， 「巾」のヘラ記号をもつお歯黒壺，底部に下駄印のみられるものなど，

約35片出土している。

鉢は，（1000-1004)がある。 (1002)の鉢は，内面に扇状の櫛目文様を 2個刻んでいる。 (1003)は，

口縁か2.2cmと肥厚した鉢であり，他にも 14片ほど出土している。

揺鉢は，（1005~1011)がある。全てN群タイプのもので，口縁は内傾して切られ，断面三角形に近く

なっている。 (1005• 1007)は，口縁下に沈線を巡らしていない。 (1011)の播鉢は，直径 8cmの円盤に

打ち欠いており，遊戯具かなにかに再利用されたものであろう。揺鉢は，他にもコンテナバットに 3分

の1程度出上している。

土師質土器 (1012)は，丸皿である。他に 3片出土しているが，蓋として使用される場合もある。土

釜は (1016-1018)があり，他に外面に煤の付着しているものなど 8片の破片も出土している。その他

に，土鈴の破片 1' それに皿の 1ヵ所に粘上をひねり出したつまみをもつ土師質皿E類に分類される受

けJillのつまみ部片も出土している。この破片は，時期的にみて新しい遺物である。

瀬戸・美濃焼 (1019-1025)は，鉄釉製品である。天目茶碗は19片出上しているか， （1019)は，ロ

径11.5cmで口縁部に返りをもつ一般的なものである。 (1020)は，口縁端部の屈曲がはとんど見られない。

これらは，胴下部から高台にかけてサビ釉を化粧かけしている。 (1022)は，鉄釉茶入である。胴下部まで

かけられた鉄釉は，釉だまりもなく直線的になっており，底部には，回転糸切痕も残されている。(1023

・ 1024)は，鉄釉の壺である。

(1026-1038)は，灰釉製品である。 (1026・ 1027)は，青磁写しの灰釉線描蓮弁文碗，（1028)は，

無文の碗，（1029)は，灰釉天目茶碗である。 (1031)は，口径10.8cm, 高さ 2.5cmを測る腰折れタイプ

の灰釉皿で，外面胴下部から高台にかけては，ヘラ削り成形しており露胎となっている。内面見込みに

は， 3ヵ所の目跡が見られる。 (1034-1036) は，卸皿で， とくに (1036)の底部には，回転糸切痕が

明瞭に残されている。 (1038)は，盤であるか， 2次的な火を受けて変色している。

瓦質土器 (1039)は，瓦質の方形火鉢である。口縁は，幅5.5cmの鍔か内側へ水平に張り出しており，

外面には， 2本の突帯を巡らし，その間に珠粒を配している。
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中国製陶磁器 (1040~1046)は，線描蓮弁文の青磁碗である。 (1047-1049)は，青磁皿で，（1048)

は端反りの口縁である。 (1049)の皿は，内面見込みの釉を輪状にカキ取って露胎としている。

白磁は (1052~1057)がある。 (1052)は，底部から口縁がそのまま外上方ヘスッと延びた口禿げのJill

である。器壁は薄く，黄白色の釉薬がかけられている。内面見込みには，印花文がみられる。 (1053) 

は，切高台のもの。 (1054)は，碁笥底。 (1057)は，胴下部から高台にかけて露胎で，全体には白濁色

の釉薬がかけられている。

染付は (1058-1070)がある。 (1058• 1059 • 1061)は，碗E群タイプである。 (1058)は，外面に唐

草文を描き，口縁部には雷文帯を巡らしている。 (1060)は，外面胴部に唐草文，腰部に蓮弁帯を描いた

C群Vタイプの碗である。 (1062)は， C群 Iタイプで，内面見込みには蓮花文が描かれている。染付皿

のうち，（1063)は，高台に「天文年造」の年号が記されている。 (1069)は， C群IIIの碁笥底の皿で，

内面見込みには「寿」字が文様化されて描かれている。染付は他に54片，細片で出土している。

(1071)は，外面全体に瑠璃釉をかけ，内面口縁部には界線をめぐらした皿である。一乗谷では，め

ったに出土しない遺物といえよう。 (1072)は，褐釉の壺片で，胎土や釉薬などから (632• 657)と同一

の個体であることが判明している。

金属製品 (1073)は，銅製煙管の雁首である。火皿は欠損し，ラウも腐蝕して残っていない。煙管の

変遷からすれば，首部の湾曲が全くみられない所から，江戸時代でも中頃以降のものと思われる。また

(1074 • 1075)は，煙管の吸口が腐蝕し，竹製のラウのみが残存していた。 (1076)は，銅銭の残欠で，

文字の判読はできなかった。なお，第54次発掘調査では， 81枚の銅銭が出土している。ここでは，第61

図に合計63点の銅銭を一括して掲載し，表16に，その内訳を示しておく。 (1078)は，鎌の柄の部分であ

~o. 銭種 出土遺構

1081 政和通宝 深トレンチ

1082 祥符元宝 ＂ 
1083 永楽通宝 ＂ 
1084 II 

＂ 
1085 聖宋元宝 II 

1086 祥符元宝 ＂ 
1087 口祐通宝 S B 3318 

1088 宋通元宝 S F 3326 

1089 皇宋通宝 1期整地

1090 皇宋□宝 II 

1091 開元通宝 II 

1092 元翌通宝 ＂ 
1093 ＂ ＂ 
1094 煕寧元宝 ＂ 
1095 ？ ＂ 
1096 熙寧元宝 ＂ 
1097 天椙通宝 II 

1098 煕寧元宝 II 

1099 景□口宝 ＂ 
1100 皇宋通宝 ＂ 
1101 景祐元宝 II 

1102 洪武通宝 I期整地

1103 治平元宝 ＂ 
1104 洪武通宝 II 

1105 元豊通宝 ＂ 
1106 至和元宝 II 

1107 熙寧元宝 II 

1108 ？ 

＂ 
1109 開元通宝 II 

lllO ？ ＂ 
llll 元豊通宝 ＂ 
1112 SA 3310 

1113 至□通口 S B 3320 

lll4 煕寧元宝 SE 3322 

lll5 II ＂ 
1116 祥符通宝 ＂ 
lll7 景徳元宝 ＂ 
lll8 開元通宝 SE 3323 

1119 皇宋通宝 II 

1120 煕寧元宝 II 

1121 ？ S F 3324 

1122 元豊通宝 S F 3327 

1123 ？ ＂ 
表16 出土銅銭一覧

1124 ？ 

1125 至道元宝

1126 天椿通宝

1127 治平元宝

1128 皇宋通宝

1129 景祐元宝

1130 元豊通宝

1131 太平通宝

1132 政和通宝

1133 天聖元宝

1134 景徳元宝

1135 口祐元口

1136 寛永通宝

1137 開元通宝

1138 熙寧元宝

1139 紹聖元宝

1140 祥符通宝

1141 景徳元宝

1142 寛永通宝

1143 ＂ 
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SF 3327 

S X3364 

耕土・床tなど

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
II 

II 

II 

＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
＂ 
II 

ろう。

石製品 (1079)は砥石，（1080)

は，平面長方形のバンドコの蓋で，

幅18.2cm, 厚さ3.6cmを測る。他に

は，バンドコの身や，石盤，石鉢

などの破片が若干出土している。



4.小結

a.遺構

検出した諸遺構については前項で素述した通りであって，この屋敷は，南北方向の道路と，これと直

交する東西方向の道路の合流点にあって，西の山裾との間約60mに拡がる間口約30mの規模を持ち，こ

の西の山裾を除く東・南・北の三面に土塁を廻し，道路に面した東土塁に門を開くものであること，ま

た，諸遺構は， I ・ II期の 2つに大別されることを述べた。ここでは，こうした遺構から想定される屋

敷の全体像について若干の考察を加え，まとめとする。

年代

まず，遺構の年代についてふれておこう。この一乗谷朝倉氏遺跡は，越前の支配者となった一乗谷初

代朝倉孝景がここを支配の拠点とした文明 3年 (1471)に始り，第 5代義景が織田信長との戦いに敗れ

滅亡する天正元年 (1573) までの約100年間が中心となることは良く知られている。この前後に若干の遺

構の存在も考えられるが，計画的な町割を行い，整然とした町並を形成したのは，この 100年間と考え

て良いものと思われる。しかし，大事業である都市の造成がー朝ータで完成したとは考えられず，一定

の期間が必要であろう。また，町割策定後も大規模な改造が行われたことも各調査で明白であって，か

なりの間にわたってこの町が存在したことも明らかである。明確な町割策定の実年代を示す資料を欠く

現時点においては，この町割策定時は，文明 3年以後の比較的早い時期と考えるにとどまらずを得ない

であろう。

構成

この屋敷の位置する所は，東西と南北の道路の接点であって，ここで町割の基準軸が若干異るように

考えられる。これを反映して，道路に面する東土塁は，中程の門 SI1082を境に少し「く」字に折れて

いる。また，この東土塁から西へ延びる南北の 2つの土塁は平行せず，大きく西で屋敷の幅を狭めてい

る。なお，北境界となる土塁 SA262は I期には存在せず，約 3m南の石列 sv3311が境界であったと考

えられ，東土塁の北半 SA264も，この石列位置で方向を若干変え，また幅も異っている。このように，

この屋敷は，谷地形という制約によって町割軸の変更点を多く持っていたと考えられるこの一乗谷の城

下町の一典型ということも出来よう。なお，これらの土塁の幅は， 7尺 (2.lm)程であって，高さは約

5尺 (1.5m) と考えられ，これが基底部であって，上部には土塀の存在が想定され，これらを合せた高

さは，当時の通例から考え， 7尺程であったであろう。また，東土塁中程に設けられた門 SI1082は，

間口は約10尺 (3m)であって，これまでの調査結果においても，門は間口を10尺としたのが通例であ

ることが知られている。そして，ここには，門建物 SB3319があって，これは正面 8尺，側面 5尺の規

模を持つ 4本柱の建物であることが知られ，薬医門等が考えられる。これまでの調査例から，門建物と

しては，この他，柱を 2本の掘立とする棟門形式のもの等が知られているが，こうした形式に対し， 1 

ランク上級の形式といえよう。また，この屋敷の規模は，当初が約30mであって，これを後に約 3m拡

げているが，この30m程度の間口は，この城下の町割の基本単位と考えられるものである。しかし，奥

行は深く 60m程あって，このように西の山裾に位置する屋敷は規模が比較的大きいといえよう。

つぎに，こうした構えを持つ屋敷内の様子を建物規模等が比較的明らかな I期を中心にみてみること
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とする。

正面の東土塁中程に設けられた門を入ると， 正面に大きな建物 SB3316が存在する。 この建物の東・

南には広縁が設けられた立派なものと推定される。そして， この建物の南には，軒を接するようにもう

一つの建物 SB3317が設けられている。 この建物は，規則的な柱配置を持っていたようである。そして

先の SB3316の東南隅から東へ延び，南へ折れ， さらに西へ折れて， おそらく SB3317の東南隅へ取り

ついていたと推定される塀 SA3315があって， この塀で SB3317の東に中庭を形成している。 こうした

中庭を附属させ，規則的な柱配置を示す SB3317は，接客等の機能を持つ表書院的性格の建物と考えら

れよう。また， SB 3316に接して，西後方にも建物 SB3318が存在する。 このように SB3316を中心に

3棟の建物が接して設けられており， これが， この屋敷の中心をなしていたと思われる。 これに対し，

西半には，井戸や大甕埋設遺構 (sx3333-11期）等が存在し，東半は比較的整然とした遺構がみられ

るのに対し， やや雑然とした様子が感じられ，質の違いを示しているようである。 II期においては，削

平等によって不明な点が多いものの，塀や断片的に残る礎石等から， I期と似た構成であったように見

受けられる。なお， こうした屋敷に設けられた建物についてこれまでの調査で知られていることを若干

述べておこう。一乗谷においては， 瓦の出土例はなく，屋根は板・樹皮・茅等の植物製の材料で葺かれ

ていたと推定され，柱は， その断片や痕跡から， 4.3寸角程度が一般的であり，外に板戸（舞良戸）を引

違いとし， 内に明障子を入れる柱間装置や畳等も普及している。

まとめ

以上， この屋敷は，奥行の深い形状から，全体を前後に大きく 2分し， 前方に整った建物群を中心と

する表向空間を，後方に， これを支える内向空間を配していたことが知られた。最後に， こうした発掘

調査の結果と， この屋敷が「ショーゲドン」 と通称されてきたことについて若干ふれておこう。

概要で述べた通り， この屋敷は「ショーゲドン」 と通称され， また， 「一乗谷古絵図」のこのあたり

は「鰐渕将監」の名がみられ， この屋敷の住人として「鰐渕将監」が有力視されてきた。別項で述べら

れているように， この鰐渕氏は，朝倉氏の家臣として，古くからの有力者の一人であった。調査結果に

おいては， この屋敷の住人を具体的に示す資料は発見されていない。しかし，屋敷の位置や規模， そし

て， その構成は，住人として，有力家臣を想定させるものであって， これまでの推定と矛盾するもので

はないといえよう。
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b.遺物

前項では，第54次調査で出土した遺物について，各層，各遺構ごとに詳しく述べた。しかし，これら

の遺物からは，この屋敷地が鰐淵氏のものであるかどうかの結論は当然導き出せないにしても，それで

はいったい何割ぐらいの品々が一乗谷城下町滅亡時にここから運ぴ出されたのか，また，後世の水田化

事業の際に，土地の低い一乗谷川の方へどれぐらいの量の遺物が掻き出されたのか，さらには，木製品

や金属製品のように， 400年という長い歳月に朽ちてしまったものがどの程度あるのかなどの問題につ

いても結論を出すことはできなかった。ここでは，過去に実施した他地点での発掘成果をも加味しなが

ら，今回出土した遺物から 400年前の一乗谷城下町に住いした 1武将の生活ぶりの一端を復元してまと

めとしたい。

日常生活用具

この屋敷からは， 日常生活用具の主流といえる調理，貯蔵，食膳具が多く出土している。しかし，一

乗谷の武家屋敷・寺院•町屋などの過去の調査例の平均値からすれば，土師質皿（灯明皿として使用さ

れたものも含んでいるが……）が平均の約 1.3倍の84パーセントと，圧倒的に多いのが目につく。その

ため，越前焼は，平均の約 3分の 1, 瀬戸・美濃焼も約 3分の 1, 中国製陶磁器も 2分の 1から 4分の

1程度の比率となっている。このことは，土師質皿の細片までもカウントした結果生じたことでもあろ

うが，より畿内的な「カワラケ文化」というものに，ここの屋敷の住人がどっぷりと浸っていたと捉え

ることもできるであろう。調理には，鉄鍋がかなり普及していたものと思われるが，この屋敷からは出

土しなかった。煮沸するのに使用されたものとしては，土師質の土釜と，鍔釜(621)がある。播鉢や鉢の

出土量は，一乗谷の平均と名ほど変わらない。越前焼大鉢 (878)の出土は，注目されよう。灰釉の卸皿

(65嘩）の出土も少々目立った。貯蔵具では，越前焼の大甕 (953)がほぼ完形に復元された。これは

井戸 SE3323の水を貯める水甕として sx3333の焼土遺構に設置されていたものといえよう。越前焼壺

(885 ・ 886) も復元できたが，（885)の口縁部や胴下部に漆が付着している点は，注目される。木桶な

ども出土している。食膳具としては，土師質の耳皿と呼ばれる箸置，小壺，青磁や灰釉の盤や鉢などが

出土している。食器では，畿内の製品とみられる朱漆塗りで，器壁を薄く挽いた碗が細片で出土してお

り，陶磁器では，碗は青磁製品を，皿や杯は白磁や灰釉製品を，また，染付製品は碗，皿それぞれ半々

に使用するという実態が認められる。一乗谷では，一般的な現象である。食物は，便所とみられる溜枡

遺構から検出された種子や骨片などから，瓜や桃，鳥や魚，小動物などを食べていたことが若干知られ

るのみである。

女性の身繕いに用いられた化粧道具としては，越前焼小壺 (826)がお歯黒壺として使用されたものと

思われる。他に，銅製の紅皿(815)，かんざし (860)などが少し検出されている。この屋敷の奥方が使

用したものであろう。下駄は，長さ 19.8cmの成人女性が履いたとみられる露卯下駄で，歯は，かなりす

りへっていた。

冬，寒い日の暖房具としては火鉢とバンドコがある。火鉢は，奈良の火鉢座で作られたとみられる瓦

質 (611, 647, 763, 1039)のものを購入しており，寝床には，バンドコを用いている。バンドコは越前

では，昭和30年頃まで，一般家庭でも使用されていた馴染みの行火で，笏谷石の石エも，客からの注文

があってから， 1日3個程度を 1度に作ったといわれている。バンドコの身が3つ以上，蓋が 2つある

ことから，この屋敷には， 5個以上のバンドコがあったものとみられる。灯火具としては，土師質の灯
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明皿が主流である。えごま油を入れ，灯芯押え (749)で芯を沈めて火を点したのであるが，最低 827個

の土師質皿のうち， 灯芯油痕がみられ，灯明皿として使用されたものは，約半数で想定することがでる

(50頁参照）。灯火具の中で，ュニークなものは (668, 769, 9 20)などの瓦燈である。使用方法は，先に

述べたが，縦方向のヘラ磨き調整が施されていることなどから，奈良， もしくは京都あたりの製品と考

えられる。これらの瓦燈は，現在の所最古のものといえよう。

座敷飾り

当時は，武将といえども茶の湯などの文化に関心を示さざるをえなかったようで，一乗谷のどこから

でも，茶道具が多く出土している。この屋敷からも， 日本製の茶臼 (638)が出土している。 (1022)の

茶入れは，瀬戸・美濃焼の鉄釉茶入れである。茶壺 (632)は，同一個体の褐釉四耳壺片が 3片出土して

おり，なかなか器壁も薄く挽いた良質のもので，中国から請来された「唐物」である。瀬戸・美濃焼の

鉄釉の天目茶碗は， 43片出土している。他には，黄瀬戸天目茶碗 (693)，灰釉天目茶碗 (758)，中国製

の黒釉碗 (813)，瑠璃釉皿 (1071) もそれぞれ 1点出土している。また，酒会壺(845)や，染付瓶(812)

なども，座敷飾りとして考えてよいであろう。この屋敷の主人が，茶の湯に人並ならぬ関心を示してい

たとは，この出土した茶道具からはいいきれない。むしろ当時の武士の一般的教養として，この程度の

茶道具は，誰もが揃えていたものと理解しておきたい。次に，銅製水差 (869)は，茶の湯の席などで水

差としても使用されたであろうが，床の飾りとして生花などの花器に用いられる場合もみられる。次に

聞香に関する遺物であるが，瓦質の香炉 (766, 767, 768, 905など）が多く出土している。通例香合せ

に用いられる香炉は，青磁の煙返しのない， 3脚のものである。ここの瓦質香炉も器形からは適当であ

るが，青磁ではない点，問題が残る。いずれにしても，この香炉からは，宗教具としての香炉か，聞香

用の香炉かは判然としない。次に，文房具としては，硯 (821・ 881) と銅製水滴 (671)が出土している。

とくに (881)は，瓦質の硯で非常に珍らしい品といえよう。

武器・武具

この屋敷の住人は，武士であるから，多くの武器や武具が出土してもおかしくはない。しかし，鉄製

品などは腐蝕しやすく残存条件が難しいためか，刀 (633)，小柄 (634)など 5本，札 (636)など

4枚と，概して少ない出土量であった。札 (956)は， sx3333の甕の中に入っていたため，黒漆で固め

られたそのままが検出された。貴重な資料といえよう。

遊戯具

土師質土鈴は， 8片出土しているが，呪具かもしれない。 (1011)は，越前焼播鉢を直径約 8cmの円

形に打ち欠いた円盤状のもので，石蹴などの遊びに用いられたのではないかとも思われる。

宗教具

地鎮の例は，一乗谷では若干知られている。今回土師質皿 2枚づつ 3組 (639-645)が，礎石建物

SB 3317の周辺から重なった状態で出土しており，これも地鎮の諸例と一応はみなしておきたい。また，

口縁を合わせた状態で 2枚の土師質皿 (741・ 742)が出土しているが，東京八王子城の例では，墨片が

出土していることや，民俗例から「エナ処理用の土器」と報告されている。出土状況は類似しているが，

一乗谷のこの例が，エナ処理用の土器であるかないかは，全く不明といわざるをえない。

以上，第54次調査出土の遺物から，この屋敷の住人のくらしぶりを素描してみたが，あまりに特異な

遺物や，職種を示す遺物，高級な品々を有していないことなどから，この屋敷の住人が，一乗谷城下町

の中では，質素で，かつ一般的な上級武士であったと理解されたのである。
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附論朝倉氏の家臣鰐淵氏について

第54次調査区は地元では「ショーゲドン」とよばれ，『一乗谷古絵図』においても「新馬場」の隣に「鰐

淵将監跡」と記され，その屋敷跡と推定されている。鰐淵氏についてはすでに明治43年発行の『越前人

物誌』にその家系の紹介がなされているが，若干の考察の余地があるので以下鰐淵氏に関する史料を整

理する。

『朝倉盛衰記』下巻「朝倉家士座列井素姓之事」に「一，五十，鰐渕将監吉廣，ー，七十五，同金十

郎，ー，七十六，同清右衛門吉次，ー，同次郎左衛門，ー，同三郎兵衛，ー，同内蔵助，同三郎左衛門，

ー，鰐渕三郎五郎」と一族 8人の名が記されている鰐淵氏は，朝倉氏の家臣団のなかでも有力なものの

ひとつであったようである。同項は朝倉氏一族と家臣の座列を家ごとにまとめて列記したものであるが，

鰐淵氏は家臣のなかで前波・山崎・魚住•河合・青木•印牧・窪田・堀江・栂野・桜井・鳥井などの名

だたる重臣につぐ序列を与えられている。

松平文庫『諸士先梢之記録』は越前松平家の藩士の由緒をまとめたものであるが，ここに鰐淵氏がみ

られるので以下引用する。

「△鰐淵，吉品公於吉江，明暦元乙未年被召出， 0鰐淵小太郎政幸，本國出雲，生國越前，姓源，初

名高屋金右衛門，先祖ハ佐々木家ニテ候，足利尾張守高経二属シ罷有候由，鰐淵将監正廣卜申者，朝

倉義景二仕へ候，其子次郎左衛門弘治元年乙卯十月十三日加州能美郡本折ロニテ高名仕，義景ヨリ給

候感状子今有之候，其後天正元癸酉八月十四日於江州刀根朝倉義景万死一生ノ軍之節，討死仕候由，

其子鰐淵勘太郎政廣卜申者ハ小太郎政幸父ニテ候，営國丸岡ノ城主青山修理大夫殿二相勤候，鰐淵先

梢之儀覺書所持仕候（以下略）」

この記事によれば，鰐淵氏は南北朝以前の由緒をもつ家柄であったらしいが，その先祖の事蹟は他の

文献にみえず未詳である。『朝倉記~)によれば，弘治元年 (1555) 宗滴を大将として13,000騎の兵力で

加賀に侵攻した時，戦いなかばで宗滴は病み一乗谷にもどり，そこで卒するのであるが，その後同年10

月には山崎氏らが再度安宅に攻め入る。この時に鰐淵金十郎の勢50余騎が先陣をとったけれども，深追

いして逆に鰐淵金十郎・坪田五郎・五十嵐藤内らが討たれてしまったと記されている。 『朝倉盛衰記』

下巻の「朝倉家士被官之事」の項には「鰐淵将監被官，ー，五十嵐藤助，ー，半田，ー，坪田，ー，木

村，―,井河，ー，松浦，ー，口口与左衛門」と記されており，さきの 3人は鰐淵氏の一族・被官であ

ったことがわかる。また前引の『諸士先祖之記録』でもこの時に一族の鰐淵次郎左衛門も同時に本折ロ

に出兵したことが知られる。以上のように鰐淵氏はおそくとも義景の代のはじめ頃から朝倉氏の軍事行

動に参加し，活躍していたことがうかがえる。

『朝倉記』によれば，元亀元年 (1570) 4月，織田信長が敦賀を急襲した際，朝倉義景は軍勢の手分

けをして国境の要所を固めたとされ，その時に「桜井新左衛門七百余騎・鰐淵将監三百余騎各杉津ロエ

向フ」と記されている。同書に記されているような整然とした守備体制がこの時敷かれたかどうかは疑

問であるが，その格付けをみると鰐淵氏は朝倉氏の一族・家臣の中でも有数の存在とされている。

鰐淵吉広は前引の『朝倉盛衰記』「朝倉家士座列井素姓之事」の交名にも同族中の筆頭にみえ，義景の

代に最末期に活躍したことが知られる人物である。年未詳であるが，彼の書状が『南部文書』にみられ

るが，その内容は近江における信長方と越前の武将及国人衆の戦況を天台座主の庁務に報じ，あわせて
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御守の下賜を申請するものである。そこには「北郡之時宜，先日我々登山之間二，敵卒大勢取巻，御方

少々生涯仕，散々式候き， 1乃国人衆山上面二先取退候間，私も一昨日罷上候，聰て可有出陣候」と苦戦

の状況が伝えられている。あるいは元亀 2年 9月の信長による比叡山焼打ちの直前のものではないかと

も思われるのであるが，鰐淵吉広は近江北郡の国人衆と共に出兵して信長方と対峙し，山上に追われて

再起をはかっているのである。その後吉広は比叡山から脱出したであろうが，委細未詳である。吉広は

天正元年 (1573) 8月の刀根坂の合戦で，信長方に追撃され戦死した。

以上のように鰐淵氏については，確実な史料に乏しいけれども，義景の代から武将としての活躍がみ

られ，一族のうちには50乃至300騎を率いるものがあり，朝倉氏の家臣団の中でも比較的上位の序列にあ

ったのである。

最後に鰐淵氏の居城については『朝倉盛衰記』下巻「朝倉家士住居之事」に「一，吉田郡城法寺，鰐

渕将監」「一，吉田郡上浄法寺，鰐渕内蔵助，同清左衛門」とみえるが， 『越前国古城跡井館屋敷蹟』に

は「朝倉家鰐淵将監，志比郷下浄法寺村際西方二ニ十間許四方之所， 自福井三里半計」と記される。そ

の遺構や知行の内容は未詳である。

注

(1) 「一乗谷史学」別冊 6号所収

(2) 福井県立図書館架蔵

(3) 『越前若狭一向一揆関係資料集成』所収

(4) 『福井県史』資料編 2所収

(5) 『朝倉記』

(6) r越前若狭地誌叢書』上巻所収
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第39図 遺構平面詳細図(1)
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第40図 遺構平面詳細図(2)
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第41図遺構平面詳細図(3)
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第42図
遺構平面2:：7：日図（4) 旦□
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第43図遺構平面詳細図(5)
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第44図 遺構平面詳細図(6)
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遺 構 PL. 41 

屋敷全景（北東から）

建物5B316（東から）



遺 物 PL. 42 

銅製水差►

越前焼大甕▼





全

（東から）

（北東から）

（南東から）



土塁

◄ SA262 
（東から ）

► SA3310 
（東から ）

SA 979 

東面石垣

（南端部）

同上

西面石垣

SA262 
南面石垣

（西半部）





屋敷内部

東半部

（南から）

西半部

（南から）

西半部

（東から）

二



I期建物群

5B3316 • 3317 
SA3313 他

（東から）

583316 • 3317 
3318 

（西か ら）

S83316 
（東から ）



門 SI1082他

（東から）

SI 1082 
(I期）

（東から）

SI 1082と

5B3319 
(II期）

（東から）



SV3311と

SF 3325 • 3326 
（南から）

◄ SZ270 
（東から）

► SZ270 
（天井石撤去後）
（西から ）

◄ SD3331 
（南から）

► sx 3336 
（南から）



井戸と石積施設等

◄ SE3322 
（西から）

► SE 3323 
（西から）

◄ SF326 と
SF3325 
（南から）

► SF3324 と
SF3326 
（南から）

◄ SF3325 
（南から）

► SF 3326 
（南から）

◄ SF3327 
（南から）

► sx 3333 
（東から）



第45図 第54次調査・遺物(I)
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第46図第54次調査・遺物(2)
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SZ270 

S83319 

C =-・ - • 一

I@~ R @ 

I 
ご'
・`-ノ

向ゆ ⑥ ◎―/ （な
l. -r 
---- -- - -

853 850 こ
S83320 

854 ~ 856 

860 

こロ

583321 

ミロe-

/、
863

864 

SE3322 

、こニ二〗
866 

二 868 
ロ゚
-
―
べ/

l
 

＿

／

 

一

-

＼
／
 

／
 ー

lOcm 

灰釉盤849 青磁碗850 皿851 染付碗852 金属小札853 越前焼鉢854 揺鉢855 鉄釉小皿856

青磁碗859 金属かんさし860 越前焼鉢861 土師質皿862 青磁碗863 金属不明864 越前焼壺865

金属小札868 水差869



SZ 270, SB 3319 • 3320 • 3321, SE 3322出土の遺物 PL. 61 

849 

850 852 

一 860 ．． 53 

863 

864 
-868  

区 灰釉盤849 青磁碗850 皿851 染付碗852~金属小札853 |sB332川 越前焼

揺鉢855 鉄釉小皿856 土師質jJIl857 瓦質香炉858 青磁碗859 金属かんさし860

I sB332い 越前焼鉢861 青磁碗863 金属不明864 ISE332叫 越前焼壺865 鉄釉碗866 染付皿867

金属小柄868

865 



第55図 第54次調査・遺物(11)

SE3323 

~ 1-~ 

／
875 

870 

口872 

871 

--->- --9,’’'1'j-----T 

I 1 [［ 

879 

880 

i

小

ー

n
~"~
` 

＼
 

＼
 

，
 
1
.
 

I I 

I 

ロロニ`
I 884 

878 

I 
------』三

882 

゜
10cm 

881 

ノ
．＇ 

¥

¥

j

1

N
/

-
＿
 

（
 

/
 

ー1

-

l

(

、

-
―-

l

¥

-〉，＇

ロ

ニ
／
：

¥
,
 

ハj

人

「

-

'-

」
＼
＇
（

-

i

ー、ー
l

二
]

ー
＼、

I
[

一

＼
 

-

¥

 

）
／
 

／

＼

！

 ＼
 

ヽ

一

886 

887 

ー＇―一、＼ー（、＼

乙＼ ー〉一八—)―
i'¥ゾ
—\ 三ノ
―-』-‘

心
‘

一

□11I4[
9

1

n

ー

9
.
＇／

,
 

~
 

（

l

-

叩
'

1

-

r
 ロ

30cm 

越前焼甕870・871 壺872・885・886

石製品バンドコ887

鉢875-878 揺鉢879・880 瓦質硯881 木製品桶板882 蓋884



SE3323出土の遺物

870 

873 ヽ

881 
884 

883 882 

887 

|SE3323I越前焼戟870・871 壺872-874・885・886 鉢875-878 揺 鉢879・880 瓦質硯881

木製品桶板882・883 蓋884 石製品バンドコ887

PL. 62 

876 

885 



第56図 第54次調査・遺物(12)
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